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「うさぎはうさぎでも、あんたの『うさぎ』とは大おお違ちがいだわ！」

「……朝からなんの暴言でしょうか、お母様……」

　今日は珍めずらしく外出する用事があったので、兎う山やま八や尋ひろは珍しく母と一いつ緒しよに朝食をとることにした。ごはんをよそってもらい、箸はしを付けてからの母の第一声に八尋は顔を顰しかめる。

「そりゃあ外出することはあんまりないけど、アニメとかゲームとか漫まん画がのオタク趣しゆ味みに傾けい倒とうしてるように見えるかもしれないけど、それも仕事のうちなんだってば……」

　なんのうさぎと比ひ較かくされたかは知らないが、自分で選んだ名字でもないのに当てこすられても困る。

　八尋はフリーランスのライターをしており、基本的に在宅勤務のため外に出ることは少ない。ジャンルは趣味が高じてのサブカル系、ゲーム系に特化しているが、お取り寄せコラムやチャレンジメニューなどのグルメ記事などにも手を出している、雑食系ライターだ。

　今日は世話になっている編集プロダクションの社員とともに、取材を兼かねて食事に行くことになっている。テーマはオタク男子がオシャレランチに挑いどむ、というものなので、珍しくスーツなどを出してみた。たかがランチにスーツで挑むあたりが、我ながら不慣れさ丸出しだと八尋は苦く笑しようする。

　数か月ぶりに締しめたネクタイを窮きゆう屈くつに思いつつ文句を言うと、母は首を傾かしげた。

「やーね、そうじゃないわよ。見て見て、八尋。お隣となりの真ま船ふねさんちがうさぎ飼いはじめたんですって！　本物の！」

　言いながら母が翳かざした携けい帯たい電話の画面には、耳の垂れ下がったクリーム色のうさぎが映っている。どうやら、写真を撮とった人物の膝ひざの上に乗っているらしい。大福のようなころころとしたフォルムが愛らしく、黒目がちの瞳ひとみをカメラに向けていた。

「ああ、なるほど……そういう意味ね」

　母が先に言っていたのは、現在八尋が一番熱を上げている魔ま女じよっ娘こ系アニメのモチーフが「うさぎ」なので、それとの比較だったらしい。マスコットキャラもうさぎで、グッズ展開もうさぎ系統のものが多いので、兎山家ではこのところうさぎのキャラものが溢あふれている。

　うさぎのキャラクターを可愛かわいいとは思いつつも、二十五歳にもなって恋こい人びとも作らずアニメにかまけてうさぎグッズを集めている息子むすこに、危機感と苛いら立だちを覚えてもいるのだろう。

　それでもまだ自分の蒐しゆう集しゆうのしかたはライトな部類だ、と内心反論しつつ、目玉焼きをつつく。

「もうほんと可愛いわー。この子、舜しゆん也やくんが買ってきたんですって！」

　久しく聞かなかった幼おさな馴な染じみの名前に、八尋は固まる。

「……へえ」

　微かすかに胸の奥がざわついたことに気が付かないふりをして、適当な相あい槌づちを打った。

「可愛いわよね～。うちもうさぎ飼おうかしら」

「うさぎってコード齧かじるらしいよ。俺は反対」

「なによ、ちゃんと整理しておけばいいだけのことでしょ。舜也くんもちゃんとしてるって」

　真船舜也は、隣に住む真船家の長男で、八尋とは同い年だ。小学生の頃ころなどは一緒に登校していたし、母親同士は今でも仲良くしているようだが、子世代は今では深い交流はない。

　高校が違ちがったことで顔を合わせることは殆ほとんどなくなり、大学を卒業した後、生活時間帯の違いからまったく疎そ遠えんになった。──向こうにとってはきっと、たったそれだけの関係なのだろう。

「……っていうか、なんでうさぎ？」

　小学校の飼育小屋ではうさぎも飼われており、偶ぐう然ぜんにも同じ飼育委員だった八尋と舜也は、ともに世話をした経験がある。とはいえ、当時彼が特別うさぎを可愛がっていたような覚えはない。ペットならばほかに色々と選せん択たく肢しのある中、何故なぜうさぎなのか。

　なんだか妙みように可愛らしい動物に、舜也とはちょっとギャップを感じてしまう。

「さあ、室内で飼いやすいからじゃないの？」

「いや、他ほかにもハムスターとかインコとかいるじゃん。なんでうさぎにしたのかなと」

「知らないわよ。本人に訊きけば？」

「別にそこまで興味ないし」

　たかだかそんなことを訊くためだけに、数年ぶりに口を利きくというのはなかなか滑こつ稽けいだろう。なにしろ、連れん絡らく先も知らない。素そっ気なく返事をした八尋に、母は不満げな顔をした。

「なによ、あんたたち、子供の頃あーんなに仲良かったのに」

　母はそれほど深い意図を持っていないのだろうが、その発言に八尋は飯を喉のどに詰つまらせた。噎むせそうになりながら、麦茶で流し込む。

「それは黒歴史なんですよお母様……」

「なによクロレキシって。あんた、舜也くんと結けつ婚こんするとまで言ってたくせに」

「だからそれが黒歴史！」

　無む邪じや気きに古傷を抉えぐる母に、八尋は箸を握にぎりしめる。

　八尋の住む家の隣に、舜也たち家族が引っ越こしてきたのは、四歳のときだった。

　舜也とその母が挨あい拶さつにやってきたのを、八尋と母が迎むかえたのだ。八尋は母の後ろに隠かくれていたが、舜也に「あそぼ」と誘さそわれて、庭に出た。それが最初だ。

　少し人見知りをしていた八尋は、正直に言うと、ちょっと気の強そうな舜也が少し怖こわかった。けれど、きりっとした眉まゆ毛げが印象的で、くっきりとした二ふた重え瞼まぶたの瞳は黒く輝かがやいていて、恰かつ好こういいなとは思っていたのだ。

　ある日、自宅の庭で舜也と遊んでいたら、突とつ然ぜん手を握られた。

『やひろ、おれとけっこんしよう』

　けっこんというのは、両親がしていて、おとぎ話の結びで「いつまでもしあわせにくらしましたとさ」になるアレだ。そのときの認にん識しきはそんなもので、ただ勢いにのまれて「あい」と了りよう承しようの返事をしてしまったわけだが、なにも考えていなかった割りに良物件を捕つかまえたものだと思う。

　舜也は元気だが粗そ暴ぼうではなく、寧むしろ気配りのできるタイプだった。

　おもちゃを使うときも常に八尋を優先してくれたり、外で遊んでいて階段などに座るときもまず舜也が砂すな埃ぼこりを払はらってから座るように促うながされたりする。他にもそういうことは多々あって、子供心にひどく気き遣づかわれていると驚おどろいたものだ。

　そして、なんてかっこいいんだろう、とのぼせあがった。後にそれは八尋を「女の子」だと勘かん違ちがいしていたことが原因だったと知り、ひどくショックを受けたのだが。

　けれど、八尋が男だと知ってからも、舜也の対応は変わらなかった。だからついなにかにつけ「舜也、かっこいい」と褒ほめてしまう八尋に、舜也はふっと笑いながら頭を撫なでたりしてくれたものだ。

　──よく考えなくても、すごい幼児だよな……俺、今でもあんな立ち居い振ふる舞まいはできないわ……。

　八尋は今でこそただの地味な男になったが、子供の頃はよく女の子だと間ま違ちがわれるような容姿だった。肌はだの色が白く、くっきりとした二重の大きな目で、垂れた目め尻じりが柔にゆう和わな印象をより強くしていた。髪かみと同じ色をした茶色の長いまつげは、八尋の顔を更さらにぼんやりと見せていたように思う。

　実際少し鈍にぶいところもあって、子供の頃は何度も変態さんに連れていかれそうになった。その度たびに幼いながらにしっかり者だった舜也がそれを阻そ止ししてくれたのだ。

　舜也はまさに、自分にとっておとぎ話の中に出てくる騎き士しのような存在だった。

　そして最初のプロポーズから一年後の、幼よう稚ち園えんの年長組に進級した頃、八尋と舜也は「俺たち結婚する！」と親たちの前で宣言したのだ。

「ところであんた、リアルな結婚宣言はまだなの？」

「……もうやめてママン。慙ざん愧きに堪たえません」

「いいじゃないの、あんたもあの頃は可愛かったわー。このうさちゃんみたいに」

　可愛い可愛いと携帯電話の画面を見つめる母を尻しり目めに、八尋は茶ちや碗わんの中身を搔きこんだ。

「……ごちそうさま」

　手を合わせ、八尋は席を立って食器を片付ける。鞄かばんを取って「いってきます」と声をかけると、不満げないってらっしゃいが返ってきた。恐おそらく今朝けさ、父に同様の話題を振ふってうさぎを飼う話を保留にされたのだろう。

　玄げん関かんのドアを閉め、八尋はふっと息を吐はいた。

　──……焦あせった。

　鞄を抱かかえ直して、駅に向かってゆっくりと歩み始める。思いがけず舜也の名前を聞いて、少々動どう揺ようしてしまった。

　途と中ちゆうで件くだんの真船家の前を通り、それを視界に捉とらえながら意味もなく目を擦こする。

　隣に住んでいる真船舜也は、八尋の初はつ恋こいの相手だ。舜也は八尋に優やさしくて、結婚まで申し込んでくれたけれど、それは彼が恋れん愛あいと友愛の区別がついていなかっただけの話だったのだ。

　長じて当然のように興味の対象が女子に移った舜也と違い、八尋は相変わらず舜也が好きで、性的嗜し好こうが同性に向かっていることも自覚した。

　自分は舜也を含ふくめ、友人たちとは違うのだと知って怖かったし、大人になったら結婚するとまで言ってくれた舜也はあっさりそれをなかったことにしていて、取り残されたような気分も併あわせて味わい、我ながら暗い青春を送った気もする。

　年ねん齢れいも重ねて、そのあたりのことについては自分なりに折り合いも付けた。それでも、ある意味自然消しよう滅めつのようになった舜也に関しては、まだ気持ちの整理ができていないのだとこういうときに自覚する。

　勇気を出して、恋人を作ろうかと思ったことは幾いく度どかあった。けれど、誰だれとも深い仲に至らず二十五歳になってしまったのは、まだ心の中に舜也への想おもいが残っているからだ。

　八尋は、いまだに初恋をこじらせている。

　誰かといい雰ふん囲い気きになっても、舜也の顔がちらついて乗り切れない。

　──もういっそ、結婚とかしてくれないかな。そしたら諦あきらめもつくのによー、ちくしょー。

　そんな風に考えながらも、舜也の白いタキシードを想像するだけで微び妙みように傷ついている自分がいて、朝から妄もう想そうたくましい自分に呆あきれる。

　──にしても、うさぎねえ……。

　クールな二枚目の彼が愛らしいうさぎに向かって、パパですよー、とでも言いながら相好を崩くずしていたら面おも白しろい。

　だが想像してみたら結構可愛らしい図で、「ふへへ」と笑ってしまう。

　ここが路上だったことを思い出し、八尋は慌あわてて口元を引き締しめ、駅へ急ぎ足で向かった。










　店に行く前にカフェで軽い打ち合わせと雑談をした後、利用客の殆どが年配の女性であったフレンチレストランで食事を終えたのは正午を過ぎた頃だ。それから夕方まで、次の仕事の話などをして解散となった。

　最も寄より駅からまっすぐ家には向かわず、なんとなく迂う回かいをしたのは、朝から舜也の名前を聞いたからかもしれない。帰っても特にすることがないし、と六年間舜也と共に通った小学校の前を通り、通学路に沿って歩みを進める。

　──懐なつかしい。……ていうか、切ないなーこの感じ。

　秋風の吹ふく夕暮れ、というロケーションのせいか、妙にノスタルジックな気分になる。

　秋草を摘つみながら、初恋の相手と何度も歩いた通学路を行き、ふと小学校と自宅の丁度中間地点にある神社で足を止める。この神社はご神体がうさぎで、入口には狛こま犬いぬではなく狛うさぎが置かれている。毎年夏になるとここで小さなお祭りも開かれているのだが、八尋は小学校を卒業してから、しばらく立ち寄っていなかった。

　──……そりゃ遠のくよ。ファーストキスの場所だし。

　二十五歳にしてまともな恋愛経験のない八尋だが、初めてのキスはこの神社の拝はい殿でんの裏で舜也としたのだ。甘く苦い思い出の場所である小さな神社は、それなりに趣おもむきのある様相を呈ていしていた。古い社が初秋の夕焼け空に映はえ、つい取材用のデジタルカメラのシャッターを切る。

　時間もあるので、八尋は数年振ぶりにその境けい内だいに足を踏ふみ入れた。

　昔は昼も過ぎれば子供が何人かいたものだが、今は外遊び自体が主流ではないのか、無人だ。

　手水ちようず舎やを回って賽さい銭せん箱の前に立つ。なんとなく習いで小こ銭ぜにを投げ入れて、鈴すずの緒おを引いた。二礼二拍はく手しゆ一礼をしながら、舜也とは結局疎そ遠えんになりましたとだけ報告する。

　あの結婚宣言のあと、互たがいの両親からも保育士からも、「男同士は結婚できないんだよ」と諭さとされた。八尋はその言葉に衝しよう撃げきを受けてなにも言えなくなったが、舜也が「そっか」と言ってあっさりと引いたのもショックだった。

　けれど、舜也は大人しく引いたわけではなく、八尋の手を握りながら「大人になる頃ころには男同士でも結婚できるようになってるかもしれない。諦めないで頑がん張ばろう」と言ったのだ。

　──ほんと、男前な幼児だよなぁ……。

　当時は真しん剣けんだった自分たちを思いだし、八尋はくすりと笑う。

　その後、二人でこの神社まで来て、「結婚できますよーに！」と祈き願がんしたのだ。そして拝殿の裏に行って、誓ちかいのキスをした。神前式も教会式もないものだが、そのときは二人とも本気だったのである。

　──ああだけど、男心と秋の空……。

　そんな蜜みつ月げつを過ごしていた二人が最初に疎遠になったのは、小学五年生のときだった。

　きっかけはクラスが初めて分かれたことだ。春休みが終わってから、舜也と会う機会が極きよく端たんに減った。休み時間はあっという間に終わるし、舜也はクラスでも人気者で、遊ぶ相手には事欠かず、そんな中に入っていく勇気が八尋にはなかったのだ。いつも必ず声をかけてくれていた舜也も、次し第だいに八尋を誘さそってくれることはなくなった。

　小さい頃にした結けつ婚こんの約束など、きっと覚えていない。それなのに、淡あわい初恋はまだ心の中で育っていた。両想いではなくなった気持ちを、八尋は手放さなければいけないとわかっていたのに、いつまでも未練がましく抱えていたのだ。それは、今もまだ八尋の中で寂せき寥りようとともに息づいている。

　そんなとき、偶ぐう然ぜん二人とも「生物委員会」に所属したことで、再び顔を合わせた。

　小さな接点を嬉うれしく思ったが、八尋はそこで同学年や先せん輩ぱいに「いじられキャラ」にされてしまった。まだ背も低く、童顔だったせいで、対象にしやすかったのだろう。

　特に舜也と同じクラスだった遠とお野のがしつこく、ほぼ毎日絡からまれていたのだ。

　──兎山、マジ女子みてえだよな。ちっちゃいし白いし。

　──女子じゃないし。って、どこ触さわってんだよ。

　遠野を無視して箒ほうきでうさぎ小屋を掃はいていると、カーゴパンツのウエスト部分を引っ張られた。覗のぞき込んでくる遠野の頭を叩たたいて、変態、と笑う。

　──なんだ、ボクサーかよ。しかもアニメ柄がらかよ。上は？

　──だー！　やめろって！

　下着を引っ張られ、Ｔシャツも胸むな元もとまで捲まくられ、八尋は笑って身を捩よじった。遠野は舜也と同様、平均よりも大おお柄がらだったので、抵てい抗こうしてもいとも簡単に押さえつけられてしまう。

　笑っていると、まじめに掃そう除じをしていた舜也が「さぼってんじゃねえよ」と声を上げた。

　同い年の中でも大人びていた舜也の一いつ喝かつに、八尋と遠野は慌てて掃除に戻もどった。一応助けてもらった礼を言おうと近づいたが、舜也に手を伸のばしたら思い切り払はらい除けられてしまった。

　咄とつ嗟さのことに固まっている八尋に、舜也は顔を逸そらして吐き捨てるように言ったのだ。

　──女子みたいとか言われて、へらへら笑ってんじゃねーよ。

　繊せん細さいな容姿を揶揄からかう彼らには、特に悪気はなかったと思われる。だから八尋にとってもそれほど気にすることではなかったのだが、正義感の強い舜也には苛いら立だちを覚えさせてしまったようだった。きっと、それに怒おこるでもない八尋にも。

　普ふ段だんはそういう言い方をするタイプではなかったので、舜也らしくないその強い言葉に八尋は硬こう直ちよくした。

　──……ごめん。

　他ほかに言うべき言葉も見つからなくて、震ふるえる声で返すと、舜也は舌打ちをして、もう八尋を見てくれなかった。

　男同士でふざけたくらいでこれほど嫌けん悪お感かんを露あらわにするのだから、きっと自分の気持ちが、神社でキスをしたときのままで止まっているのだと知ったら、間ま違ちがいなく嫌きらわれてしまう。

　もしかしたら既すでに、その頃の記き憶おくが残っていること自体が、舜也にとっては我が慢まんのならないことになっているのかもしれない。

　そう思うと怖こわくて、舜也から距きよ離りをとるようになった。委員会のときも、必要以上の話はしなくなり、気づけば小学校を卒業していた。

　思い出したら色々辛つらくなってきて、八尋は嘆たん息そくする。

　そろそろ帰ろうかと振ふり返り、神社の入口の前に意外な人物の姿を認め、八尋はぎくりと固まった。

「舜也……？」

「──兎山？　なにしてるんだ、こんなところで」

　会社帰りなのだろう、スーツ姿の舜也がそこにいる。八尋と違ちがってスーツを着慣れた様子の彼は、記憶の中の舜也より随ずい分ぶんと大人びて見えた。　>>>♥

　中学では、舜也が部活に入ったせいで行き帰りに会うこともなく、休日もあちらは部活があったので顔も合わせなかった。更さらに別々の高校に進学したので、学校で遠目に見る機会すら皆かい無むとなった。

　再び顔を合わせ、会話をしたのは、高校三年生の冬のことだ。舜也は随分と大人になっていて、驚おどろいたのを覚えている。記憶していたよりも背が高く、声も低く落ち着いていて、まるで自分の知らない男になっていたのだ。鉢はち合あわせて緊きん張ちようした八尋とは裏腹に、舜也は「よう、久し振り」と拍ひよう子し抜ぬけするくらい普ふ通つうに穏おだやかに声をかけてきた。

　無視されるのは辛かった。嫌われるのも、辛かった。

　けれど、何事もなかったかのように話しかけられたそのとき、自分は舜也の中で完全に終わった存在になってしまったのだと、悲しかったのだ。そして、まだ彼のことが好きだったと自覚した。あの日も、今日も、同じだ。

「舜……真船こそ、今帰り？」

　先さき程ほど舜也は、八尋とは呼んでくれなかった。ならば自分も馴なれ馴なれしく呼ばないほうがいいのだろうと、名字で言いなおす。

「いや、一いつ旦たん家に帰ってこれからまた出るんだ」

「へーそうなんだ。大変だな」

　なんとか平常通りに喋しやべることができたが、不意に沈ちん黙もくが落ちる。

「……じゃ、気を付けていってらっしゃいませ」

　そう言って手を振ると、舜也はふっと目を細めて首しゆ肯こうした。

「じゃあな」

「うん」

　帰る方向が一いつ緒しよなのに──一緒だから、帰るタイミングをずらしたい。舜也は八尋が強ごう引いんに会話を切り上げたことを気にも留めず、自宅の方向に歩いていってしまった。

　あっさりと言葉を交かわせたことに安あん堵どしながら、たったそれだけで終わってしまったことに密ひそかに苦く笑しようする。

「……さて、どうしようかな」

　時間を潰つぶすため、最初で最後かもしれないキスをした場所まで行ってみるが、そこにも人ひと影かげはない。砂じや利りを蹴けりながら、そういえばこの辺だったっけ、と八尋は思い出の場所にしゃがみこんだ。不意に辛くなって、唇くちびるを嚙かむ。

　──……馬ば鹿かだなぁ、俺。

　男と結婚宣言したことも、初めてのキスをしたことも、彼の先程の様子では、もう覚えていないのかもしれない。葬ほうむり去られた二人の思い出に、わかっていたこととはいえ思いのほか傷ついている己おのれを知る。

　八尋だけがずっと、子供の頃にした詮せんのない約束に縛しばられ、燻くすぶっているのだ。無関心よりも、嫌われても気に留めていてもらったほうがまだマシだと思うのは、ないものねだりだろうか。

「……帰ろ」

　長い溜ため息いきを吐ついて、八尋は重い腰こしを上げる。その瞬しゆん間かん、表のほうから烏からすの鳴き声が聞こえてきた。争うような喚かん声せいや羽音に、何事かと顔を出してみる。拝はい殿でんの前で、三羽の烏が白く丸いものに集たかっていた。

「……毛玉？」

　しかしよくよく聞いてみると、烏の声に混じってキーキーと鳴いているのはあの毛玉らしい。

　慌あわてて足元にあった石を投げつけると、烏は羽をばたつかせながら逃にげていった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　烏が逃げたのを確かく認にんして、ぷるぷると震える毛玉に近づいてみる。

　白くて丸いそれは、小さなうさぎだった。日本白色種と呼ばれる、学校の飼育小屋にいたスタンダードな種類のようで、宝石のような赤い瞳ひとみをしている。

「なんでこんなところにうさぎが……どこから脱だつ走そうしたんだお前」

　まだ子供なのか小さなそのうさぎを、八尋は抱だき上げる。やはり野の良らではないのか、人の手で抱き上げられてもまったく抵抗をしない。

「結構やられたなぁ。ご神体と一緒なのに、罰ばち当たりな烏だな」

　抱き上げたうさぎには、烏に必死に抗あらがった跡あとが見える。ところどころ毛を毟むしられ、後ろ脚あしには血が滲にじんでいた。触ふれると、痛かったらしく「ぎっ」と鳴き声を上げる。

「ごめん、痛かったな。よしよし」

　折れてはいないようだが、愛らしい外見のせいでますます痛々しく見える。うさぎは助けを請こうように、八尋の腕うでの中に顔を突つっ込み、身を震わせていた。

「……仕方ねえなぁ……」

　哀あわれになってしまい、八尋は近所の動物病院にうさぎを連れていくことにした。







　思わぬ出費になってしまったが、うさぎの怪け我がは幸い大したことはなかった。野良にしては毛並みもきれいで、人ひと馴なれもしていることから、やはり飼いうさぎだろうというのが獣じゆう医い師しの見立てだ。

　入院するほどの怪我でもなく、治ち療りようをしてしまった手前、八尋が引き取ることになってしまった。朝、母親に「うさぎはいらない」と言ってしまった手前、妙みようにばつの悪さを覚えたが致いたし方ない。

　フードやケージなど、当面必要なものを病院で購こう入にゆうし、家へ帰るとうさぎ熱の高まっていた母に熱ねつ烈れつに歓かん迎げいされた。母はケージに入れられたうさぎを見て、きらきらと目を輝かがやかせる。

「あらやだ！　朝あんなに渋しぶってたくせにどうしたのよ！」

「神社で烏に襲おそわれてたんだよ。で、怪我してたからって病院に運んだら、飼う意志がないと治療できないっていうから必然的にこうなった」

「あらまー。アルビノちゃんなのねー。最近珍めずらしいわねこういうスタンダードなうさちゃん」

　話を聞いているのかいないのか、母は早さつ速そくうさぎを抱き上げている。

　念のためまだ帰宅していない父にもメールで確認したが、基本的に母に甘い父は「拾ったならしょうがない」と、文句を言わなかった。八尋同様に母のうさぎ飼いたい攻こう撃げきを躱かわしてしまったのを、存外気にしていたのかもしれない。

「種類ははっきりしないけど、まだ小さいけど人馴れしてるし、迷いうさぎじゃないかって」

「あらほんとー。怪我しちゃって可哀かわい想そうでちゅねー」

「……聞いてる？　母さん。飼い主探しのポスター作るからね？」

　もはやメロメロになっている母はひとまず置いておくことにして、飼い主探しのポスターを作りつつ、ＳＮＳなどでも迷いうさぎの情報を拡散する。

　情が移ってしまう前にとは思うが、すり寄ってくるうさぎは大変愛らしい。

　舜也を思い出して切なくなる神社から暫しばらく足を遠ざけていたというのに、その縁えんともいえるうさぎを拾ってしまったことに、今いま更さら気が付いて苦笑した。










　うさぎの名前は、母が推おした「ぴょん太」ではなく「因いな幡ばさん」に落ち着いた。二十も半ばを過ぎた男が「ぴょん太」と呼ぶのは少し恥はずかしい。その意見には父も控ひかえめに同意し、多数決で決定した。

　因幡さんが兎山家に来てから一週間、相変わらず、飼い主の情報はない。その間にすっかり兎山家のうさぎとして馴な染じんでしまった。

　コード類を齧かじらないようカバーをつけてはみたものの、因幡さんはあまりコードには興味がないらしく、仕事をしている八尋の膝ひざでまったりしたり、蒲ふ団とんや服の中を穴あな蔵ぐらに見立てて掘ほったりするほうが好みのようである。棚たなの上のフィギュアをかたっぱしから薙なぎ倒たおされたときは悲鳴を上げたが、因幡さんがやんちゃをしたのはそれくらいであった。

　今日は太ふと腿ももの間を一いつ生しよう懸けん命めいに掘っている。

「因幡さん、楽しい？」

　表情を変えずに一心不乱に前まえ脚あしを動かしている様は可愛かわいいような怖こわいような気もする。背中を撫なでると、今度はその手にすりすりと頭を擦こすりつけてきた。まるで信しん頼らいしきっているように甘える姿は、とても可愛い。既すでに八尋の携けい帯たい電話のフォトフォルダは因幡さんで埋うまっていた。

　アニメキャラのうさぎとリアルなうさぎに埋め尽つくされ、とんだうさぎマニアだと苦笑する。

　因幡さんを撫でながら、八尋はふっと溜息を吐いた。

「俺がもし、因幡さんみたいに可愛げがあったら……今もまだ、舜也と仲良くしてたのかな。恋こい人びとみたいに、なれてたのかな」

　その前に寿じゆ命みようが来るか、と自分自身につっこみを入れて苦笑う。

　舜也に距きよ離りを置かれ始めた頃ころ、八尋は彼に追いすがるような真似まねはしなかった。本当は一緒に遊びたかったけれど、友人としての趣しゆ味み嗜し好こうも違ちがっていたし、自分とのキスが彼にとって思い出したくない過去になっているのなら、と身を引いてしまったのだ。

　けれどあのとき、素す直なおに一緒に遊ぼうと言っていたら。恋人関係になれていたか、というとまた違うかもしれないが、友達としての付き合いは続いていたかもしれない。或あるいは、今いま頃ごろ親友と呼べる仲になっていたかもしれない。

「……なんてな」

　八尋の独り言に、因幡さんが顔を上げる。

「因幡さんに言ったってしょうがないよなぁ？」

　母は、舜也の母に自分たちもうさぎを飼いはじめたことを報告したらしい。そのせいで、最近ますます舜也のうさぎの話を聞くようになった。

　その端はし々ばしに、舜也が面めん倒どう見みがいいのは相変わらずだということが漏もれ伝わってくる。彼の面倒見の良さは、八尋だってよく知っている。かつて、その愛情を受けたことがあるからだ。

「いっそ、俺もうさぎだったらよかったのかもな？」

　うさぎだったら、今でもあのときのように可愛がってもらえたのだろうか。

　そんな考えが過よぎり、苦く笑しようする。

　──いい年こいてなに言ってんだ俺……。

　今のなし、と誰だれに言うでもなく頭を振ふる。

　昔のようにお姫ひめ様さま扱あつかいされたいわけでも、ペットにしてほしいわけでもない。ただ、舜也と話がしたいだけだ。一いつ緒しよにいたい、と思っているだけだ。

　拗こじらせた初はつ恋こいに見切りをつけてしまえばもっと早くそれは叶かなったかもしれないけれど、自分でふいにしてしまったことくらいわかっている。

　自じ嘲ちようしながら因幡さんを構っていると、不意に携帯電話が鳴った。仕事関係かと思って画面を見れば、そこに表示されていた名前は友人の木き根ね真ま古こ刀とだった。

『よう。元気かー？』

「テンションたっけえ。元気元気。そっちも相変わらずみたいだな」

　まあねー、とやけに元気よく返事をする友人に、八尋は苦笑する。

『相変わらず、男日照りかー？』

「ええ、ええ。お陰かげ様さまで相変わらずの清い体ですよ。ほっとけ」

　真古刀は小学校からの友人で、八尋の「同類」だ。

　小学五年生当時、彼は八尋と同じクラスで、くしくも同じ生物委員だった。だから、舜也と八尋が決定的に離はなれた現場であるうさぎ小屋には、真古刀もいたのだ。

　事の成り行きを静観していた真古刀は、曰いわく「同じ匂においを嗅かぎ取って」八尋に話しかけ、自分も同性が好きなのだとカミングアウトしてきたのだ。

　その後、真古刀とは高校まで同じで、今でも交流は続いている。

　八尋とは違い、真古刀は今では己おのれの性的嗜し好こうを殊こと更さらに隠かくしてはおらず、同級生の殆ほとんどから、「そっちの人」だと認にん識しきされていた。大学卒業後は化け粧しよう品会社の美容部員などをやっていたようだが、今は企き画かくのほうへ異動して毎日忙いそがしくしているようだ。その伝つ手てで、ライターの仕事を回してもらったことも幾いく度どかある。

「なに、突とつ然ぜん？　珍しい」

『うん、唐とう突とつで悪いんだけどさ、これから暇ひま？』

「これから？」

　本当に唐突だなと思いながら時刻を確認する。二十時半を回ったところだ。

　在宅勤務の八尋は通勤することがない分、平日の夜に誘さそわれてもほとんど断ることはない。

『久々に飲まないか？　つもる話もあるし』

「ああ、別にいいけど」

　承しよう諾だくしてから、真古刀は『実はお願いがあって』と後出しをする。

『今度クラス会やることになったじゃん。ほら、俺幹事だからさ、舜也にも案内送ったのよ。それで、案内のついでにと思って舜也に荷物送ったら保管期間過ぎて戻もどってきてさあ』

「あー……なんか、ご両親が今フルムーンで出かけてるらしいよ」

　結けつ婚こん三十周年と、真船父の退職を記念して、真船夫ふう婦ふは先日から長期の海外旅行に出かけているらしい。ここ数日、八尋の母が父に羨うらやましいと、ちくちく文句を言っていた。

　暫く帰ってこない旨むねを伝えると、真古刀はふむと相あい槌づちを打つ。

『でさ、悪いんだけど、今日帰ったら舜也んとこに送るはずだった荷物、八尋持ってってくんない？』

「は!?　なんで俺が！　お前だって家知ってるだろ!?」

『隣となりじゃん』

「いや、そうだけど！　なんでわざわざ俺を経由するんだよ！」

『舜也、宅配が来る時間に家に帰れないらしくて。手て渡わたしするにも、夜遅おそいと明日あしたに響ひびいちゃうしさー』

　夜よ更ふかしは美容の敵なの、ともっともらしいことを言う男に、八尋は眉まゆ根ねを寄せる。

「じゃあ休みの日狙ねらって、もっかい送ればいいだろ」

『今回同どう梱こんしたの、生ものなんだもん』

「知るか！」

　なんだかもっともらしい理由を並べているが、真古刀の魂こん胆たんはわかっているのだ。

　これを機に、かつて好きだった男と話す機会を与あたえてやろうという気き遣づかいなのだろう。この間不ふ慮りよの事故のごとく会ってしまったので、大きなお世話である。

　もっとも、彼は八尋のことを思ってくれているので魂胆呼ばわりは友達甲が斐いがないかもしれないと溜ため息いき混じりに苦笑う。

「……ほんとにさ、もうそういうんじゃないんだから、余計なことしなくていいって」

『──もう、そういうんじゃないって？　噓うそつけよ』

　電話の向こうで揶揄からかうように笑う声がする。

『だったら、なんで二十歳はたち超こえても恋人の一人も作らないんだよ？』

「それは作らないんじゃなくて、縁えんがないから作れないだけでーす」

　八尋の反論に、真古刀は呆あきれを隠しもせずに嘆たん息そくした。

『縁なら今まで沢たく山さんあっただろ』

　付き合いの長い友人は、初恋以外のことも知っている。彼の紹しよう介かいで知り合った同好の男たちの中には、八尋に好意を示してくれるものもいたが、結局誰とも付き合わないままここまできてしまった。舜也以外を、好きになれなかった。

『──結局お前は、舜也じゃないと駄だ目めなんだろ』

「……別に、そういうわけじゃ」

『付き合うとかそういうことじゃない。ちゃんと振られてもいないから、いつまでも引きずるんだ』

　無意識に唇くちびるを嚙かみしめると、膝の上の因幡さんがどこか心配そうに顔を上げた。

　宥なだめるようにその額を撫でて、八尋は息を吐はく。

「……いや、終わってるよ」

　返した言葉は、自分でもわかるほど弱々しく響いた。

　因幡さんを拾った日、それを確認し、改めて思い知ったのだ。もう、舜也は八尋を意識していない。無関心になっているのだと。

　けれど、真古刀は八尋の弱音に苦言を呈ていした。

『告白してもないのに勝手に終わらせるなよ。そういうのは終わったとは言わないって』

　ばっさりと切り捨てる真古刀の言葉が、図星だからこそ腹が立つ。八尋は眉まゆを寄せ、おい、と真古刀を呼んだ。

「……それが人にものを頼たのむ態度か。じゃあ悪いけど、配達夫がわりにするなら他ほかを当たってくれや」

『あっ、お前そういう言い方は狡ずるいぞ！　ごめん、ごめんなさい八尋様！　お願いしますっ』

　素直に頭を下げた真古刀にぷっと吹ふき出して、八尋はソファに背中を預けた。

　自分を後押ししてくれる友人がいるというのは、本当はありがたいことなのだろう。自分に勇気がないから、ちょっと恨うらみに思ってしまうだけで。

「……わかったよ。届けてやる」

『うおー！　よっしゃー！　ありがとうございます八尋様！』

　ようやく頷うなずいた八尋に、真古刀は電話の向こうで大おお袈げ裟さに喜んでみせる。回り回れば八尋のためだろうに、と有り難がたくもあって苦笑した。

「で、いつ持ってけばいいわけ？」

　せめて心の準備をする期間が欲しいと思いつつ訊たずねると、真古刀は「今日」とけろりと答えた。

『だから今日暇かって訊きいたじゃん。実は舜也には今日持ってくって連れん絡らくしてあるんだ』

「おい、じゃあ自分で持っていけるだろ!?」

　思わず叫さけぶと、膝ひざの上の因幡さんがびくっと体を強こわ張ばらせた。

『だーから、舜也は遅くなるんだって。飲んで時間潰つぶしてそっちまで行ったら、帰ってくる頃ころには深夜になっちゃうじゃん？　その点八尋は帰り道！　一石二鳥！　じゃあ悪いけど、今からうちの最も寄より駅で待ち合わせな。今日は奢おごるから！』

　じゃあねー、と真古刀は逃にげるように電話を切る。

　八尋は放ほうり出された気分になりながら、どうしようか、と因幡さんの背中を撫なでた。










　真古刀のマンションは、八尋の住む町から電車で十分ほどの最寄り駅近くにある。

　若じやつ干かんはめられたような気がしつつも、駅近くの飲み屋で散々飲んで食べさせてもらった。

　真古刀が用意していたのは、クラス会の案内状のほか、舜也に渡わたしたいと言っていた荷物だ。広告代理店に勤める舜也に、真古刀が仕事上で世話になったとのことで、その礼だという。中身は有名なジャムの詰つめ合わせで、生ものじゃないだろ、と物申したら無知でごめんねと悪びれずにとぼけられた。

　それらを入れた紙かみ袋ぶくろを携たずさえて帰宅し、もう何年ぶりになるかわからない真船家を訪おとなう。入口から覗のぞくと、リビングに明かりがついていた。

　荷物を渡すだけだというのに、胸が異様に早はや鐘がねを打つ。先日会ったばかりだというのになにをこんなに緊きん張ちようするのか、自分でもわからない。幾度か深く息を吐いて、やっとの思いで呼び鈴りんを押す。指が震ふるえ、押した瞬しゆん間かんに耳元で心臓の音が騒さわぎ始めた。

「……悪いな、まこ……」

　ドアを開けながら出てきた舜也は、八尋の姿を認めるなり固まった。

　真古刀は、八尋に荷物を頼んだことを舜也に言っていなかったのだとその瞬間に知る。

　──あいつ……！　なにしてくれてんだ！

　帰宅したばかりらしい舜也は上着こそ着ていないものの、まだネクタイを締しめたままだ。

　互たがいに凍こおり付いたように無言で固まってしまったが、最初に動いたのは八尋だった。

「一週間ぶり。これ、真古刀から」

　言いながら紙袋を差し出すと、舜也はふっと手元に視線を落とした。

「あ、ああ」

　紙袋を手渡し、自分のすることはこれで終わりだと手を引く。

「じゃあ……」

　俺はこれで、と離れようとした瞬間、部屋の奥から毛玉が転がってきた。

　よくよく見ればそれは毛玉ではない。クリーム色をしたうさぎが、こちらに向かって突とつ進しんしてくるところだった。

　だだだっと音を立てて走ってきたうさぎに、舜也が振ふり返る。けれどそれを阻はばむ暇ひまもなく、うさぎは勢いをつけて八尋のほうへ跳とんできた。

「──やひろ！」

「えっ？　あっ、はいっ」

　先日は名字で呼んだはずの舜也に突とつ然ぜん名前を呼ばれ、戸と惑まどいながらも、八尋は飛び込んできたうさぎを捕つかまえた。暴れられるかと思ったが、すぽんと腕うでの中におさまったうさぎは、ぶーぶーと興奮気味に鼻を鳴らしていたが、徐じよ々じよに大人しくなっていく。

「……びっくりしたー……」

　うさぎにもだが、八尋、と名前を呼ばれたことにも驚おどろいた。

　飼い主に目をやると、なんとも言い難がたい表情で立っている。その顔は、八尋が来たことを迷めい惑わくに思っているようにも見えて、心が萎しおれた。

　八尋とて大だい歓かん迎げいされるとは思っていなかったが、あからさまに表情に出すこともないだろうにと落ち込む。

　けれど落らく胆たんを表情に出さないように努め、八尋は捕ほ獲かくしたうさぎを舜也に差し出した。

「はい。元気だなー、こいつ。名前なんていうの？」

　舜也はうさぎを受け取りながら、更さらに顔を顰しかめた。

「……『うさ太た郎ろう』」

「……へえ」

　微び妙みようなセンスだな、と思いつつも笑って誤ご魔ま化かした。母のぴょん太といい勝負だが、口にはしない。

　そのうさ太郎は、まだ興奮しているのか、舜也の腕の中で足をばたつかせている。

「どうしたうさ太郎、なに興奮してんだ？」

　そんな風に声をかけつつ手を伸のばすと、八尋の手に蹴けりを入れてきた。これは飼い主以外が触さわって刺し激げきしないほうがいいかもしれないと、大人しく手を引く。

「……えっと、じゃあ俺この辺で」

　気を遣つかってくれた真古刀には悪いが、先の舜也のリアクションを思えばこれ以上の会話も、まして進展なども望めそうにない。

　初はつ恋こい相手にときめくよりも、迷惑そうにされて傷つく可能性のほうが高いのもわかった。

　用も済んだのでここはさっさと退散してしまおうと玄げん関かんドアから下がった瞬間、ふと足元に見慣れた影かげが過よぎる。

「え？」

　八尋の反応に、舜也も怪け訝げんそうに視線を落とした。

　ふわんとした真っ白の毛並みのうさぎが、何故なぜか八尋の足元にいる。そのうさぎは、見た目が非常に因幡さんに似ていた。

「あれ？　え？　なんで？」

　その後ろ脚あしには因幡さんと同様に包帯が巻かれていた。ということは、ここにいるうさぎは、八尋の部屋にいるはずの因幡さんの可能性があるということだろう。まさか、脱だつ走そうしてきたのだろうか。慌あわてて捕まえようとしたが、因幡さんと思おぼしき白兎は舜也の家の中に入っていってしまった。

「い、因幡さん！」

「『因幡さん』？」

　戸と惑まどいつつも追いかけようとして、眼前に舜也がいたことを思い出す。早く帰ろうと思っていたのに、どうしてこうなったのかと頭がぐるぐるした。

「あの、あれうちの飼いうさぎかもしれないんだけど」

「……連れてきたのか？」

「いや、連れてきてない。けど、あの脚怪け我がしてるの、間ま違ちがいなくうちのうさぎだと思う。多分脱走したんだと……ごめん、ちょっと捕まえていいかな」

　構わないけど、と言った舜也に再び悪いなと謝って、玄げん関かん先さきで帰るはずだった真船邸ていにお邪じや魔ますることとなった。まさかこんな形で今の舜也の家に入るとは思わなかったので、とてつもない緊張に襲おそわれる。

「おじゃましまーす……」

　なるべくじろじろ見ないから、と心中で言い訳をして、リビングのほうへ向かった。

　因幡さんは、リビングの白いソファの上でこちらを見ている。正面から改めて顔を見ると、やはりあのうさぎは因幡さんで間違いがなさそうだ。

　まさに脱だつ兎とのごとく走った因幡さんだったが、今はソファの上でじっとしている。特に部屋の中を荒あらした様子もなかったのでほっとしつつ、ひとまず「帰るよ」と手を伸ばした。

「ちょ、おい！　因幡さん！」

　だが、いつもなら大人しい因幡さんに、するりと逃げられてしまった。怪け訝げんに思って捕まえにかかるが、因幡さんは飛び跳はね、八尋の手を避よける。

「い、因幡さん、何故逃げる！」

　普ふ段だんは手を伸ばせば近づいてくるのに、因幡さんは鬼おにごっこをするように、八尋の手からひょいひょいと逃のがれた。

「なにしてんだよ」

　うさ太郎を抱だきながら呆あきれ声を上げる舜也に、八尋はかっと頰を赤らめる。この間ま抜ぬけな姿を見られていたのかと、今いま更さら気が付いた。

「ご、ごめん。だって速くて」

　息を切らせていると、見かねたのか舜也もうさ太郎をケージの中に入れて、因幡さんの捕獲を手伝ってくれた。

　けれど、因幡さんは舜也の腕も器用に搔い潜くぐる。舜也も次し第だいに本気になっていったようだが、因幡さんは揶揄からかうようにその手をすり抜ぬけて、大の男二人を振り回した。

「そっち行った！」

「え……あっ」

　八尋が手を伸ばしたのと舜也が振り返ったタイミングが悪く、正面からぶつかってしまう。

　その瞬間目が合って、どちらからともなく視線を外した。

「ご、ごめん」

「……いや」

　もじもじとしてしまったが、そんな悠ゆう長ちようにときめいている暇もない。

　時間にして十分程ほどだったが、中ちゆう腰ごしでうさぎを追いかけ回すというのは非常に体力を消しよう耗もうするようだ。脱兎という言葉の意味を痛感させられ、結局捕まらないまま八尋と舜也は息を荒あららげてしゃがみこんだ。

　二人揃そろってぜいぜいと胸を喘あえがせていると、テレビボードの上に乗っていた因幡さんが八尋に近づき、手にすり寄ってくる。その様子に、舜也は「おい」とツッコミを入れながらリビングの床ゆかに転がり、八尋はがっくりと肩かたを落とした。

「……もう、なんなんだよお前は……」

　可愛かわいい反応だが憎にくらしくもあり、溜ため息いきを吐つく。

　寝ね転ころがった舜也が、くすくすと笑いだして、八尋はぎょっとした。

「お前んとこのうさぎ、元気だな」

　屈くつ託たくなく笑う舜也を見るのは何年振ぶりだろうか。あまり凝ぎよう視ししていたら変に思われるだろうと、さりげなく視線を外す。

「普段は大人しいんだよ……普段は」

　こんなに大暴れする因幡さんを見るのは初めてなのだ。けれど初見の舜也の前でこれでは、説得力などないだろう。ここに来るまであんなに八尋を支配していた緊きん張ちよう感かんは薄うすれたが、それがいいのか悪いのかはわからない。

　じゃあこれで、と因幡さんを抱こうとすると、また避けられてしまった。今の攻こう防ぼうを繰くり返すのか、と思っていると、因幡さんはちょこちょことケージに近寄り、うさ太郎も吸い寄せられるように因幡さんに近づく。そうして、二羽わでぶうぶうと鳴き始めた。

「……なんだ？」

　うさぎは普段あまり鳴くことのない動物なので、最初は威い嚇かくし合っているのかと思ったが、そうでもないようだ。その姿はさながら会話をしているようにも見える。

　八尋と舜也は顔を見合わせた。どうやら、お互たがいにとっても奇き異いな光景であるらしい。

　うさぎ会議を受けてか、舜也は起き上がって八尋を見下ろした。

「床じゃなくて、そっち座れよ。茶くらい出すし」

「あ、うん。ども」

　ここで固辞をするのもなんだし、どうせ因幡さんはうさ太郎と会議中で帰ることもできない。八尋は、促うながされた通りにソファへと座る。先程の捕とり物で多少荒らしてしまったので、無意味にソファの上のクッションを据すわりの良さそうな場所に配置してみたりする。

　ちらと視線を向けると、対面式のキッチンで舜也がグラスに冷たい茶を注いでいた。シャツの袖そでを捲まくっているだけなのに、その姿にときめいてしまい、焦あせって俯うつむく。

　──くっそー……スーツかっこいい。働く男かっこいい……！

　今まで記き憶おくの中にいたのは学生以下の彼だったので、新たな舜也の姿にしょうこりもなく胸がときめいてしまう。八尋自身がフリーランスでスーツを着る機会が殆ほとんどないためか、余計に心に刺ささるのかもしれない。

「ほら」

　戻もどってきた舜也がグラスを八尋の顔の前に翳かざす。

「ありがと」

　受け取ってへらっと笑うと、舜也は一いつ瞬しゆん目を瞠みはり、無言でソファに腰こしを下ろした。

　なにげなく笑ったつもりだったが、無意識に脂やに下さがってしまって不ふ審しんに思われたのか。内心狼狽うろたえながらも、八尋はグラスに口をつけた。

「兎山は」

　ぽつりと口を開いた舜也は、また八尋を名字で呼んだ。先程名前で呼んでくれたのに、とがっかりしながらも、頷うなずく。

「今フリーライターやってるんだって？」

　母親同士の会話にのぼるからか、舜也が自分のことを知っていてくれていた。それだけで舞まい上がってしまって、顔が熱くなる。

「うん。たまに外出るけど基本在宅で。半分趣しゆ味みみたいなもんだから楽しいよ。この間会ったときスーツ着てただろ？　あんときは知り合いとオシャレなランチ食いに行った帰りでさ」

「……知り合いって、女？」

「んなわけないない。男だよ、男。取材がてらのお食事よ。俺は無ぶ難なんかなってスーツだったんだけど相手の人はあからさまに私服でさ、でもなんかランチでスーツとか逆に気張ってるっぽいとか言われて、オタク丸出しみたいな……」

　一人でなにをぺらぺら喋しやべっているのかと、言いながら尻しりすぼみになる。やけに緊きん張ちようして早口になってしまい、それこそオタクっぽいなと恥はずかしくなった。

　──会話がない……。

　その後は特に話が弾はずむこともなく、無言になった。広いリビングで、人間は無言でうさぎだけが話し合っているという異様な空間が出来上がった。

　クラス会の話や真古刀の話、うさぎのことなど、共通の話題はあるはずなのだが、どれも切り出しにくかった。それに、舜也のほうからも話しかける気配がない。

　ちら、と舜也を見て、記憶よりも男臭くささの増した横顔にどきりとする。社会人経験も経へて大人になり、更さらに会社帰りと因幡さんの捕ほ獲かくで疲つかれの滲にじむ顔には色気があった。

　微かすかにフレグランスの匂においも漂ただよってきて、つい意識して嗅かぐように呼吸をしてしまう。

「──発情期」

「っ……!?」

　舜也の発言に、八尋は危あやうく飲んでいた茶を吹ふき出しそうになる。邪よこしまな挙動がばれたかとどぎまぎしていると、舜也は八尋を見ないまま再び口を開いた。

「うさぎって、万年発情期らしいだろ。もしかして、新顔を見てその気になったとかなのか」

「え、でも……うさ太郎って太郎っていうくらいだからオスじゃないの。因幡さんもオスだよ」

　それを自分が言うのも滑こつ稽けいだと思いながら、八尋は笑う。舜也は横目でこちらを見て、息を吐いた。

「オス同士でも変じゃないだろ」

「へっ？」

　舜也は八尋をじっと見つめ、ふいに目を逸そらす。

「うさぎってオス同士でもするし、人間の脚あしとか他ほかの動物とかにも交こう尾びしようと乗っかるし」

「え、あ、そうなの？」

　一いつ般ぱん論の話かよ、と勝手に深読みしてしまった八尋は憮ぶ然ぜんとする。どうしてそういう話をファーストキスの相手にするんだと内心じたばたした。

　ちょっとデリカシーがないのではないか。けれどそれは、舜也が八尋を全く意識していないことの表れでもある。

　腹が立つし悲しいしで、八尋はグラスを握にぎりしめた。

　──因幡さん……早くその話し合い終えて帰ろうよ……。

　うさぎ語なので、会議が序じよ盤ばんなのか終しゆう盤ばんなのか見当もつかない。そわそわとし始めた頃ころ、不意にチャイム音がした。

　聞こえているはずなのに、舜也は腰を上げる気配がない。再び、チャイムが鳴らされる。

「……出なくていいの？」

　つい気になって言うと、舜也は視線だけをこちらに寄よ越こした。

「別に」

「宅配かなんかじゃないの？　滅めつ多たに受け取れないんだろ？　出たら？」

　そもそもそのせいで、八尋は舜也の家まで荷物をとどける羽目になったのだ。

　重ねた八尋に、舜也が息を吐いた。そして、ゆっくりと立ち上がる。

　もし宅配などではなく客なら、お暇いとまする口実にもなるだろう。そうなったら今度こそ因幡さんを捕つかまえて帰ってしまおうと思いながら、八尋はグラスを傾かたむける。そうしてから、はたと今の時刻を思い返した。

　──こんな時間に、配達ってしてくれるもんだっけ？

　じゃあもしかして来客、こんな時間に来るということは……と疑問が浮うかんで間もなく、玄げん関かんのほうからキエエというような叫さけび声が聞こえてきて、八尋は驚おどろきのあまり咳せき込んでしまった。うさぎたちも話を中断し、驚いた様子で玄関のほうを見ている。

　なにごとかとリビングから顔を覗のぞかせてみると、玄げん関かん先さきに会社帰りのような恰かつ好こうをした女性が立っていた。

「納なつ得とくいかないわよ！」

「……そう言われても」

　言いながら、女性はバッグを振ふり上げた。舜也はそれを緩かん慢まんな動作で、手でいなす。それが更に彼女の怒いかりを煽あおったようだ。なによ、と言いながら女性は何度もバッグを振り回す。

　──ひー、なにこれ修しゆ羅ら場ばじゃん。

　今日はどんな厄やく日びだ、とげっそりしつつ、舜也の恋こい人びとを目の前にして落ち込んだ。

「──誰だれかいるんでしょ！」

　八尋の気配を察してか、彼女は神経質そうな声を上げる。

「君に関係ない」

「……女ね!?　そうなんでしょ！　出てきなさいよ！　この卑ひ怯きよう者！」

「ちょ……え？　ど、どうしよ」

　二、三言大声で言い合うのが聞こえたあと、怒りを湛たたえた足音がリビングへ近づいてくる。

　髪かみをふり乱した女性がリビングに乗り込んできて、ソファに行ぎよう儀ぎよく座ったまま八尋は固まった。まるでなまはげのような勢いで入ってきた女性は、そこにいたのが男性の八尋だったためか、ほんの少しだけ怒ど気きを隠かくした。

「……失礼」

　そう一言呟つぶやいて、女性はじろじろと周囲を見回しながらソファにどかっと腰を下ろす。それから数秒遅おくれて戻ってきた舜也は、腕うでを組んで不ふ機き嫌げんそうに彼女を一いち瞥べつした。

「……どうしてここに？　帰ってくれないか」

「どうしてよ。大体あなた突とつ然ぜんもう会えないってどういうことなのよ」

　ぎゃあぎゃあと喚わめく彼女に、舜也は心底面めん倒どうくさそうな顔をしている。二人の会話から察するに、女性は舜也と恋人関係にあったが、最近一方的に別れ話を切り出されたらしい。

　彼女は眦まなじりを吊つり上げて舜也に嚙かみついていたかと思うと、急にこちらを振り返った。

「あなたも真船さんの友達ならわかるでしょ？　真船さんは冷たいし、ひどい男よ。でも私はそういう真船さんが好きだったし、真船さんだって私がいないと駄だ目めだったの」

「……はあ」

　話を振られても、答えようがない。自分の知っている真船舜也というのは、基本的には優やさしい男だったはずだが、今は違ちがうのだろうか。

　不審げな八尋に、女性はわなわなと手を震ふるわせて、歯ぎしりをする。

「でも、夜だって忙いそがしくてなかなか会えないのに、誕生日もイベントデーも一いつ緒しよにいてくれなかった。いつもいつも、用事があるからって……なのに、それが全部別の女のために使われてたなんて許せないじゃない！」

「浮うわ気きってことですか？」

「そうよ！」

　話を総合すると、舜也は二ふた股またないし何股かしており、前まえ触ぶれもなくこの彼女を捨てた、ということなのだろう。

　八尋を女の子だと勘かん違ちがいしていたにせよ、彼はいつも優しくエスコートしてくれていたし、他の女の子にだって子供ながらに紳しん士し的だった。あの舜也が、と信じられない気持ちになる。

「今日だって、用事があるって断って」

「だから、友人が荷物を持ってくる予定があったんだ」

　友人、と言われてどきりとするが、その話をした時点で彼は真古刀が来ると思っていたので、その「友人」は自分を指したことではない。

　少々がっかりしたが、今はそれどころではないのだろう。

「だったら別に私がいたっていいじゃない」

「なんで俺が友人と会う時間に君を交えないといけないんだ」

「なんでよ、後ろ暗いことがなかったら、友達に会うときに私がいてもいいでしょ!?」

「そもそも、どうしてうちを知っているんだ？　君に教えたことはないはずだ。それに、君と付き合った覚えもない」

　まったく優しくない言葉を投げかける舜也に、女性はしばし絶句した後、堰せきを切ったようにぼろぼろと泣き出す。とんだ修羅場に巻き込まれたと、八尋は狼狽うろたえつつティッシュ箱を差し出したが、近づいてきた舜也に取り上げられてしまった。

「……やっぱり、このあと『やひろ』が来るんでしょ！」

　──……は？

　面識のない女性の口から憎にく々にくしげに飛び出した自分の名前に、八尋は硬こう直ちよくする。

　しかしその疑問を質ただす空気ではない。

　舜也は途と端たんにわかりやすく動どう揺ようし、ティッシュ箱を落とした。その様子に、女性が鬼おにの首を取ったような顔をして喋りはじめる。

「知ってるんだから！　あなたがいつも『やひろ』のために動いてるのなんて」

「……おい、ちょっと黙だまってくれないか」

「真船さんと付き合ってるって言ったら、親切な馬ば鹿か女どもが教えてくれたのよ！　あなたの一番は『やひろ』なんだって！　会えない日は全部『やひろ』のために使ってるって！」

　──いやいやなにそれ？　知らないよ、俺。

　名前を連呼される度たびにいやな汗あせが滲にじみ出てくる。八尋にはイベントデーどころか、ここ数年、舜也と会った覚えはないし、その他のこともまったく知らない。

「早く『やひろ』を呼んだらどうなの!?」

　ヒステリックに騒さわぐ女性に、八尋は意を決して挙手をする。

「あの……」

　息を切らせた女性は、ぎろりと八尋を睨にらみつける。

「八尋は、俺、ですけど」

　だからきっとなにか勘違いをしている。ここはよく話し合って、解決してほしい。

　そう続けようとしたが、女性はまさに怒ど髪はつ天を衝ついて八尋に摑つかみかかってきた。整えられた爪つめが頰を掠かすめて、襟えり首くびを摑まれる。

「なによ！　女じゃなくて男ですって!?　馬鹿にしないでよ！」

「あの、でもなにか勘違いをしてて、ええと、ちょっと落ち着いてくださ……」

「落ち着けるわけないでしょ！　ふざけないで！」

　きい、と奇き声せいを上げながら揺ゆさぶられる。女性とはいえ、怒り狂っている彼女の力はものすごい。しかし女性を突つき飛ばすわけにも、と焦あせっていると、舜也が慌あわてて割って入った。

「──待て！　誤解だ！」

　引き剝はがされて、彼女はソファから転がり落ちる。息を切らせながらフローリングに座り込んで、「なにが誤解よ」と泣き出した。嘆たん息そくし、舜也は頭を搔く。

「誤解だ。やひろっていうのは……」

　舜也は逡しゆん巡じゆんした様子を見せ、一いつ旦たん口を噤つぐむ。そしてたっぷりと迷った後、再度口を開いた。

「……あのうさぎのことだ」

　舜也が「やひろ」と呼ぶと、今まで騒ぎの中、因幡さんと向き合っていたうさ太郎がぴょこんと顔を上げた。

　その愛らしいしぐさに、女性も気が抜ぬけたように目を瞬またたかせる。

「……うさぎ？」

　先さき程ほどうさ太郎と紹しよう介かいされたはずだが、という疑問が湧わく。つっこめば余計にややこしくなりそうなのは明白なので、黙って様子を見守った。

　女性はすっと立ち上がり、舜也に近づくと、思い切りその顔めがけて手を振り上げる。けれど、舜也はあっさりとそれを手で受け止めた。

　女性は不発に終わった手を見て忌いま々いましげに舌打ちをする。

「……馬鹿にしないでよ。よくそんな下手な言い訳、ぬけぬけと言えたわね」

　般はん若にやのような形相で、彼女は手を振り払はらう。

　もしそれが噓うそならば、「やひろ」は誰なのか。少なくとも、八尋ではない。しかしうさ太郎が「やひろ」という名前ならば、どうして八尋と同じ名前にしたのかという疑問も残る。

　出会い頭がしらに呼んだのは八尋ではなくうさぎの名前だったのか。同じ名前を付けてしまったから、咄とつ嗟さに噓の名前を教えたのだというのは納得がいくが、ならば何故なぜ「やひろ」などという名前にしたのか。

「そんな見え透すいた噓……」

「信じようと信じまいと勝手だけど、初めから君とは恋人でもなんでもないんだから、俺が他ほかでなにをしたところで浮気もなにもないだろ」

　ばっさりと非道なことを言い捨てた舜也に、女性だけではなく八尋も啞あ然ぜんとした。

　──それってつまり、他に女がいたって認めてるわけ？　……乱れてる。

　うわあ、と内心ドン引きしていると、女性は顔を真っ赤にして絶ぜつ叫きようした。

「なによ……！」

　いい終わらないうちに、女性が再度舜也の頰に平手を見み舞まう。舜也は、今度は避よけなかった。鈍にぶい音がして、八尋は反射的に顔を顰しかめる。

「死ね！」

　どかどかと足を踏ふみ鳴らして、女性は玄げん関かんへと向かう。思い切りドアを閉める音がしたあと、蹴けりの入ったような音も聞こえた。

　思い切り平手打ちをされた顔を少し拭ぬぐって、舜也がソファへ腰こしを下ろす。

　非常に気まずい空気が流れて、八尋は喉のどが渇かわいてもいないのに、グラスを口に運んだ。

　──……リア充じゆう怖こわぁ……。

　よく人前であんな愁しゆう嘆たん場ばを演じられるものだと、恐きよう怖ふ半分呆あきれ四分の一感心四分の一で思う。こんな生活が待っているのなら、リアルが充実していなくても構わない、と八尋は身み震ぶるいした。

　舜也の様子をうかがうと、何故かこちらを見ていたらしく、目が合ってしまった。咄嗟に顔を顰めると、舜也はさっと顔色を失くして視線を逸そらす。

　ず、と氷で薄うすくなったお茶を啜すすり、八尋は殊こと更さら明るく声を上げた。

「モ……モテる男は辛つらいね」

　八尋の科白せりふに、舜也は顔を上げる。その顔がひどく不ふ機き嫌げんそうで、言葉のチョイスを誤ったかと冷や汗をかいた。

「……別にそういうんじゃない」

　──はい会話終しゆう了りよう。

　というわけにもいかないので、なんとか四苦八苦して言葉を探す。

「で、でもあれは結構ひどいんじゃないの。恋こい人びとじゃないのに、とか……って……」

　言いながら、いつの間にか自然消しよう滅めつしてしまった自分たちとも重なって、辛くなる。

　初めから恋人でもなかったのに、他でなにをしようと勝手だろう、とそういう気持ちだったのかと十数年越ごしに傷ついてしまった。

　舜也は息を吐はき、頭を搔いた。

「別に、本当に恋人じゃないから。特定の相手なんて作らないようにしてたし、初めから割り切った付き合いができる相手とだけのつもりだったんだ。彼女のほうからそう言って誘さそってきたし……実際、一度だけだよ」

「でも、家まで呼んだんだろ？」

「呼んでない。だからなんで知ってるのか、俺も知りたいし、付きまといも迷めい惑わくだからって再三言ってたんだけど」

　面めん倒どうくさそうに言い捨てる舜也に、八尋は内心愕がく然ぜんとしていた。

　自分だって子供の頃ころのままではないけれど、それでも記き憶おくの中の舜也と今の彼が違ちがって、寂さびしい気持ちになる。舜也は、付き合った相手には優やさしくて誠実な対応をするのだと思っていた。優しかった舜也はもういないのかと胸が塞ふさがる。

「真船、昔からモテてたけど……」

　舜也に距きよ離り感かんを覚える。昔と変わってしまったのだと。舜也の顔を見返せなくて、八尋は自分のつま先に視線を落とした。

　そして、もう口を閉じたほうがいいと頭のどこかで告げる声がするのに、どうしても胸の奥で蟠わだかまり始めた気持ちが余計なことを八尋に言わせる。

「……なんか、変わったね」

　こんなことを言えば、お前になんの関係がある、とでも返されそうだ。それはそれで傷つくのもわかっていたけれど、止まらなかった。

　けれど、舜也からはなんの反応も返ってこない。

　恐おそる恐る顔を上げてみると、舜也はひどく狼ろう狽ばいした顔をしてこちらを注視していた。途と方ほうに暮れたようなその表情に、八尋のほうが困こん惑わくしてしまう。

「しゅ、舜也？」

　うっかり名前を呼んでしまい、慌てて口を噤んだ。舜也が驚おどろいたように顔をあげる。

　ごめんと言いかけた瞬しゆん間かん、聞き覚えのない声が割って入った。

『──ふむ、なるほど。真船真船と言うておるに、人ひと違ちがいかと思うたが。では間ま違ちがいなく彼奴きやつが、八尋の想おもい人の舜也なのだな』

「は!?」

　突とつ如じよ発せられた科白は、自分が隠かくしていた気持ちをさらりと暴ばく露ろしている。

　それは大人のようでもあり、子供のようでもあり、老人のようにも聞こえる不思議な声だ。

　立ち上がって周囲を見み渡わたすが、自分と舜也以外の姿はない。焦って舜也を見ると、彼は怪け訝げんな顔でこちらを見ていた。

「……八尋？」

　舜也も、八尋につられたのか下の名前で呼んだ。それを嬉うれしく思っている暇ひまもなく、謎なぞの声が続ける。

『うさ太郎にも訊きいたが、問題なく願いが叶かないそうだぞ、八尋よ』

「え？　なに？　誰だれだよ？　どこにいるの？」

　女性のような男性のような、どちらともつかない声が、不可思議なことを言う。

　一体なんのことかと混乱していると、舜也が惑まどった様子で腰を上げた。

「おい、八尋。どうしたんだよ急に？」

「だってなんか変な声が」

「変な声？」

　まさか、舜也には聞こえていないというのだろうか。表現しがたい声こわ音ねだが、こんなにもはっきりと聞こえるのに。先程の「想い人」という発言が聞こえていないのは幸いだが、自分にしか聞こえていない声というのも不気味だ。

『利害一いつ致ちというやつだ。お前の願い、叶えてしんぜようぞ』

「え……？」

　その刹せつ那な、地じ響ひびきがするほどの雷かみなりが落ちた。

　どん、という轟ごう音おんと共に家全体が揺ゆれる。二人で悲鳴を上げた気がするが、それすらも搔き消された。電気は消え、部屋の中が闇やみに包まれる。

　テーブルにぶつかり、八尋は転てん倒とうした。グラスが倒たおれた音がする。

「八尋！　おい、大だい丈じよう夫ぶか？　……ブレーカー落ちたな」

　動くなよ、と舜也が声をかけてくれる。

　舜也の足音が離はなれていくのが聞こえた。玄関のほうでなにやらごそごそという音が聞こえてきて、程ほどなく電気が点ついた。

　──……あーびっくりした。

　ふう、と息を吐き、目の前に広がった景色に違い和わ感かんを覚える。

　やけに天てん井じようが遠い。

　それだけではない。色々なものが巨きよ大だいに見えるし、やけに視野が広い。転んで遠近感が摑つかめなくなったのかと目を瞬またたかせ、立ち上がった。はずだった。目線の高さがおかしい。

　周囲に目を配ると、眼前に巨きよ人じんが座り込んでいた。

　──……な、なに!?

　しかもその巨人は、自分と同じ服を着ているだけではなく、顔までもそっくりだ。じっとこちらを凝ぎよう視ししていて、色々な意味で怖こわくなって身が竦すくむ。

　気でも失って、夢の中にでもいるのだろうかと茫ぼう然ぜんとしていると、地鳴りと共にもう一人巨人がやってきた。

　──しゅ、舜也……!?

　今度は、舜也と同じ服装、同じ顔をした巨人が現れた。

　一体これはどういうことなのだと目を回していると、舜也似の巨人が八尋似の巨人に近づいてくる。

「八尋、大丈夫か？」

　八尋と呼ばれた巨人は、こちらを見て、舜也似の巨人を見て、もう一度こちらを見た。

　二人の巨人の視線が注がれ、八尋は腰を抜ぬかして硬こう直ちよくする。

「八尋？」

　再びの呼びかけに、八尋似の巨人はばっと両手を広げた。

「ご主人！」

　ハートマークが乱らん舞ぶしていそうなくらい嬉しげな声を上げて、舜也似の巨人に彼は抱だき付いた。とっさのことで受け止め損そこねたのか、舜也似を押し倒す形になっている。サイズ感はだいぶ違うが、自分と想い人にそっくりな二人の様子に、八尋は叫さけび出したくなった。

　自分の願望の表れなのか知らないが、八尋似のほうは相手の顔に鼻先を擦こすりつけている。

　一体なにが起こっているんだ、と激しく動どう揺ようしていると、不意に眼前に自分と同じくらいの大きさのうさぎが現れた。

「ぎゃーっ！　巨大うさぎ！」

　成人男性と同じ大きさのうさぎは、はっきり言って怖い。

　思わず逃にげると、白い巨大うさぎは『なに言っとる』と呆れ声を上げた。

　──……声？

　何故なぜうさぎが喋しやべる。そんな疑問に、巨大うさぎはすぐに回答を寄よ越こした。

『お前もうさぎじゃろうが、八尋よ』










　八尋の絶ぜつ叫きようは、巨人──もとい、舜也と「うさ太郎」にも聞こえたらしい。

　舜也は、あちらから見れば「人語を話したうさぎ」である八尋を凝視していた。そして、彼に抱き上げられて、八尋はようやく自分が「うさ太郎」になっていることに気が付いたのだ。

　視界に入るのは手足ではなく、クリーム色の毛皮に覆おおわれた前まえ脚あし後うしろ脚あし。そして顔の横で感じる風圧は、長いうさぎの耳によるものだ。

「……つまり、今、俺の姿をしてるあれは、うさ太郎？」

　八尋が言うと、巨人の八尋ではなく因幡さんが「然しかり」と仰ぎよう々ぎようしく頷うなずいた。目の前の巨大うさぎの正体は、因幡さんだ。

「これが八尋……？　どういうことなんだ……？」

　そんな無む茶ちやな話があってたまるかと思っているのはどうやら舜也も同様で、八尋の後ろ脚をぱかっと開いたり、腹を押したりして疑わしげな顔をしている。

　八尋は脚をばたつかせて、その忙せわしない手に蹴けりを入れた。

「やめろよっ！　俺だって混乱してんだから！」

「あ、す、すまん」

　どうやらうさぎの体であっても、舜也たちとは会話が可能なようだ。舜也も今は、因幡さんの言葉が解かいせるらしい。

「……けど、こんな……非現実的な……」

「まだ言うか。……まあ、致いたし方ない。これならどうだ」

　そう言うなり、因幡さんの体が一いつ瞬しゆんにして人間になった。なにもないところから古事記にでも出てきそうな服装の人間が現れ、代わりに白いうさぎの姿が消える。これには八尋も舜也も驚きよう愕がくしてしまった。

　人じん智ちを超こえた力を目まの当たりにすると、信じざるを得ないが言い知れぬ恐きよう怖ふをも覚える。八尋は舜也にぎゅっとしがみついた。　>>>♥

「因幡さん……ですよね？」

　角髪みずらに結ゆわれた髪かみはうさぎの毛並みと同じ白色で、虹こう彩さいも同様に赤い。筒つつ袖そでと、ふわりとしたフォルムの袴はかまを身に着けており、帯刀している。首には鮮あざやかな色をした玉のついたネックレスが下がっていて、彼が身み動じろぎするたびに音を立てて揺れた。

　容姿は線が細く眉び目もく秀しゆう麗れいで、譬たとえようもないその美しさが却かえって恐ろしさを増ぞう幅ふくさせる。

　うさ太郎はきょとんとしているが、舜也と八尋は目配せをして、同時に頷いた。

「……信じます」

「素す直なおなことはいいことだ」

　ほっほと満足げに笑う因幡さんに、八尋はおずおずと申し出る。

「……で、なんでこんな暴挙に出たんですか。因幡さん」

　果たしてこんな非常識な術を使う相手を因幡さん呼ばわりしてよいものか迷ったが、他ほかの名前を知らないので便べん宜ぎ上じようそう呼ぶことにする。

　因幡さんも特に不服はないのか、あっさりと受け答えをした。

「なんでとな？　恩返しに決まっておろう」

「恩返し!?」

　今非常に迷めい惑わくし、困こん惑わくしているこの状じよう況きようを恩返しだと言われ、八尋は毛を逆立てた。

　そんな心情に気づいているのかいないのか、因幡さんは鷹おう揚ように頷いてみせる。

「さしもの私でも、人間の体をうさぎにするのは難しいからのう。どうしようかと思っていたら、うさ太郎とやらが飼い主に懸け想そうしておって、人間になりたいという話を先さき程ほど聞いての」

　この部屋に来てからなにやら話していたのは、その件らしい。

　舜也と揃そろってうさ太郎を見ると、彼は舜也を見つめてはにかんだ。頰を染めて首を傾かしげるその姿が、全身で舜也への好意を放っていて非常にいたたまれない。自分だけれど自分ではなくて、けれど実際にまだ彼を想おもっていることも確かなので、心情は複雑だ。

　舜也がその姿を見て、一体どう思っているのか、考えるだけで胃が痛くなりそうだった。

「これはお誂あつらえ向きだと、入れ替かえた次し第だいだ」

「変身はさせられないけど交こう換かんはできるんですか……っていうか、俺仕事あるんですけど!?」

　満足げに頷いた因幡さんに、どこがお誂え向きなのかと八尋は悲鳴を上げる。

　毎日家にいるからといって、無職なわけではない。むしろ毎日仕事はあって、一日でも休むわけにはいかないのだ。

　因幡さんは耳を押さえながら不快げに眉まゆを寄せる。

「先程から礼の一つもなしにやかましい男だの。仕事なんて代わりにうさ太郎が……」

　視線が集まって、うさ太郎はにっこり笑って首を傾げた。

「……できるわけないだろ！　戻もどせよ！」

「ふむ、働かぬわけにはいかぬか。……致し方ない」

　そう言って、因幡さんはうさ太郎の手を摑む。握あく手しゆの要領でぐっと手を握にぎったのと同時に、八尋の体にばりっと電流が走った。それはうさ太郎のほうも同様だったらしく、「ふぎっ」と変な声を上げて因幡さんの手を振ふり払はらって舜也の傍そばへ逃げる。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか。……あんた、なにしたんだ一体」

「い、因幡さん!?　今のなに!?」

　更さらに術をかけるようなことを言っていたが、なにも変わった様子が見られない。体がもとに戻るでもなく、強い静電気のようなものが体中に走っただけだった。

「日が出てから日にち没ぼつまでの間、元の体に戻れるようにしてやったぞ」

「……それじゃ意味がないんだよ……！」

　美しい顔がん貌ぼうで微笑ほほえんだ因幡さんに、八尋は項うな垂だれる。寧むしろ八尋にとっては夜からが仕事の本番のようなものなのだ。日没までということは、仕事ができるのは大体十八時前後まで、ということになる。健康的と言えば健康的かもしれないが、夜の作業に慣れている自分にとっては、頭が働く気がしない。

　なによりも、一生このままなのかと思い至って愕がく然ぜんとする。

　うさぎの寿じゆ命みようが何年か、正確なところはわからないが、そう長くはないだろう。あまりに不幸な事態に、八尋はぽろぽろと涙なみだをこぼした。

「八尋」

「ふ……っ」

　舜也がそっと、八尋を抱き上げた。労いたわるように触ふれる掌てのひらに、涙が止まらない。自分が願った通り、うさぎの体になったから舜也が優やさしくしてくれるのかと思うと皮肉な話だ。

　うさぎに涙るい腺せんがあったのかと思いつつも、ぐしゅぐしゅと泣いていると、流石さすがに因幡さんも怪け訝げんに思ったようだった。

「八尋、なにを泣いておるのだ。どうした」

　少々焦あせったような様子の因幡さんに、八尋は頭を振る。因幡さんはおろおろとしながら、泣くでないと八尋の背を撫なでた。

　そんな優しさがあるのならばすぐに術を解いてくれればいいのに、と洟はなを啜すする。

「因幡さんとやら、八尋はこのまま一生人間には戻れないのか？」

「おお、なんだそのような心配をしておったのか。安心せい、八尋の願いが叶かなえばじきに人間の姿へと戻る」

「願いって……？　それでなんでうさぎに？」

　まったく繫つながりがわからなくて問うと、因幡さんは眉を寄せた。

「なに？　お前が言ったのだぞ。うさぎになりたいと」

「俺が？　いつ？」

「もう忘れたのか？　今日私を膝ひざに乗せて言うたろうが」

　──俺がもし、因幡さんみたいに可愛かわいげがあったら……今もまだ、舜也と仲良くしてたのかな。恋こい人びとみたいに、なれてたのかな。

　そんな風に言って、因幡さんを撫でた。

　──……いっそ、俺もうさぎだったら。

　確かに、そう口にした。

　けれど、それは別に「うさぎになって舜也の恋人になりたい」という意味では、決してなかった。曲解にもほどがある解かい釈しやくに、八尋は茫ぼう然ぜんとする。

　しかし今いま更さらそんなことを言ってもしょうがないし、おまけに舜也本人がいる前でそんな事実は口にできない。

「……八尋の願い事って、なんだ？　俺にできることなら協力するが」

「なに、簡単だ。舜也、おぬしが」

「わーっ！　わああああっ！」

　一体なにを言いだすのかと、八尋は暴れて阻そ止しする。突とつ如じよ脚あしをばたつかせた八尋に、因幡さんは目を丸くしていたが、やがて腰こしを上げた。

「八尋、烏からすから守って保護してくれた礼ぞ。願い事が叶うとよいな」

　そう言うなり、因幡さんは目の前から姿を消した。周囲を見回しても、もう彼の姿はどこにもない。常識外れのことがいくつも起き、更さらに人が目の前で消えるという驚きよう愕がくの事態だが、八尋は今それどころではない。

　──願い事……願い事だって？

　それはつまり、舜也と恋人同士になる、ということだろうか。

　──無理だ。詰つんだ。

　絶対に、あり得ない。

　人とうさぎの体が入れ替わったり、助けたうさぎが人間の姿になったり、そして目の前で消失したりすることが現実に起こるよりも、自分と舜也が両想いになることのほうが今となっては不可能に違ちがいない。実質、一生をうさぎの姿で終えねばならぬ事態になったということで、状況はなにも変わっていなかった。

　──大体、うさぎの姿でどうやったら恋人になれるんだよ。

　人間でもどうしたらいいかわからないというのに、更に難易度が跳はね上がっている。

　因幡さんは自分がうさぎだから違い和わ感かんがないのかもしれないが、いくらなんでもうさぎを恋人にする人間の男がいるはずもない。おまけに、自分の体はうさぎに乗っ取られている状態だ。

　また泣きそうになっていると、舜也はくりくりと頭を撫でてきた。

「願いが叶えば、元に戻れるんだろ？　俺が協力できることがあったらするから、なにが願いなのか言ってみろよ」

「……えっと」

　気き遣づかいは嬉うれしい。親身になってくれているのもわかる。

　けれど、まさか「恋人になってください」というわけにもいかない。

　必死に、最近自分が生活している中で、なにか願い事らしい願望はなかっただろうかと必死に考えを巡めぐらせる。

「じ、実は来月発売のフィギュアがあって……！」

　思いついて、八尋は声を上げる。

「……フィギュア？」

「そうそう、そうなんだ」

　実際に、来月どうしても欲しかったフィギュアがあることはある。それで一本記事を書こうと思っていたので、噓うそではない。

　舜也はそうか、と顎あごを引いた。

「それって、ネット通つう販はんとかで手に入るものなのか？」

　問いかけに、ぎくりとする。実は既すでにボックスで三個ほど予約をしてあるのだが、容易に手に入ってしまって「どうして戻らないんだ」と追及されても困るのだ。

「いやいやいや、それじゃ駄だ目めなんだよ……！」

「なんでだよ」

「えっとほら、箱買いじゃ達成感がないだろ？　そのフィギュア、コンビニのカップスープについてくるんだ。で、その蓋ふたが二枚一口で応おう募ぼ券になってて、抽ちゆう選せんで限定フィギュアが当たるわけ。だからそれに応募しようと思ってたし、それと秋あき葉は原ばらの電器屋での限定フィギュアもあって、朝から並ばなきゃだし、両方合わせてフィギュアはコンプリートなんだ……！」

　怪あやしまれてはならぬと、八尋は必死になって力説する。

　簡単に買える分はともかく、後者はどちらも時の運だ。

　リアルな事情も混ぜたからか、舜也は八尋の言い分を信用した。難しげな顔で思案する。

　よし、と言って八尋を抱だき上げた。

「じゃあ、俺も協力してやるよ。コンビニでスープ買って、秋葉原で並べばいいんだろ？」

「えっ、でも、た、多分並ぶほうは平日だし」

　戸と惑まどう八尋に、ふっと笑って舜也が体を撫でてくれる。その指の優しさに、体が震ふるえた。

「有給くらい取るよ。お前をうさぎのままにしておくわけにはいかないしな」

　笑いかけられて、小さなうさぎの胸がきゅんと締しめ付けられる。ときめきつつ感激していると、ふっと舜也が口元を緩ゆるめた。

「……にしても、それが願い事なのか」

　笑う舜也に、今いま更さら羞しゆう恥ちを覚えて八尋はもぐもぐと口を動かす。

「オタクですいませんね」

「ん？　いいんじゃないのか、八尋らしくて。昔から、そういうの好きだったもんな。食しよ玩くがんとかさ」

「そ、その節はお世話になりました……」

　うさぎの姿のまま頭を下げると、舜也が吹ふき出した。

　確かに、子供の頃ころからオタクの気はあって、特に食玩が好きで舜也は自分の分をくれたりもしたのだ。そのことも覚えていてくれたようだ。今までのことで、舜也はきっと良くも悪くも変わってしまったのだと切なかった。けれど、やはり本質は変わっていないのではないか、と嬉うれしくなる。

「頑がん張ばろう。大だい丈じよう夫ぶ、きっともとに戻もどる」

　舜也はいつもこんな風に、要領の悪い八尋に付き合ってくれていたのだ。心が弱っているせいか、騙だましている罪悪感もあってか、舜也に昔の面おも影かげを見て泣きそうになる。

「……それに、うさ太郎もこのままにはできないし」

　そう言って舜也が指をさしたのは、彼の腕うでにしがみついているうさ太郎だった。退たい屈くつそうにしていたが、自分の話になったことがわかったか、うさ太郎は八尋と舜也を見比べる。

　そして、不満げに唇くちびるを突つき出した。俺の顔でやるな、と八尋は鳥とり肌はだを立てる。

「俺、うさ太郎じゃない。やひろだもん」

「えっ……」

　返ってきた科白せりふにぞっとして、八尋はうさ太郎を見返す。

　まさか、体を乗っ取って返さない、という決意の表れだろうか。因幡さんは願いが叶えば戻ると言っていたが、もし万が一戻れる事態になったとき、うさ太郎が納なつ得とくしていなければどうなってしまうのだろうという危き惧ぐを抱いだく。

　うさ太郎はキッと舜也を睨にらみつけ、顔を寄せた。

「ご主人、どうして変な名前で呼ぶの？」

　ずいと近づいてきたうさ太郎に、舜也がたじたじになって体を引く。くしゃりと顔を歪ゆがませて、うさ太郎は舜也にしなだれかかった。

「……いつもみたいに、やひろって、どうして呼んでくれないの？」

「や、やひ……うさ太郎っ。どきなさい」

「いやっ！　ご主人、意地悪だ」

　ぐりぐりと、舜也の首元に鼻先を押し付けて、うさ太郎が頭を振ふる。

「……本当はやひろっていうの？」

　事の次し第だいを見守っていた八尋は、実は最初から気にかかっていたことをぽつりと問うた。

　うさ太郎は舜也に伸のし掛かかったまま上体を起こし、そうだよ、と頷うなずく。

「俺、うさ太郎なんて名前じゃないもん。俺の名前はやひろ。まふねやひろだもん」

「母さんが！」

　そう叫さけんで、舜也は腹筋だけで体を起こす。向かい合わせの形になったのが嬉しかったのか、うさ太郎は舜也に抱き付いてその首筋に顔をすり寄せた。

　自分では天地がひっくり返ってもやらないであろうその行動に、八尋は倒たおれ伏ふしそうになる。

「……母さんが、最初に言い出したんだ。なんか雰ふん囲い気きが八尋に似てるからって……！」

「あ、そ、そうなんだ？　そうかな？」

「いやでも、知り合いの人間の名前付けるのはどうかと思って、新しくうさ太郎って付け直したんだよ」

　舜也が付けたわけではないと知って納得したが、少々残念な気もする。ちょっと期待してしまっていたことも自覚して、そんなはずがなかったと己おのれを嘲あざ笑わらった。










　名めい称しようの問題は、紛まぎらわしいので「やひろ」を「うさ太郎」と呼ぶことで一応決着がついた。うさ太郎は最後まで渋しぶっていたが、舜也が「うさ太郎」という名前は可愛かわいい、俺は好きだな、と言ったらころっと納得したらしい。

　ひとまず八尋のほうは、うさぎの手でも携けい帯たい電話のタッチパネルが使えることは確かく認にんした。

　念のため、真古刀にお遣つかいの報告のため電話をかけてみたところ、うさぎである八尋の言葉は彼にも通じた。舜也以外の人間にも解かいせる言葉が、ちゃんと話せるようになっているらしい。

　真古刀は「で、どうだった？」と期待に満ちた声で問うてきたが、答えられるはずもない。

　なんとか誤ご魔ま化かして電話を切り、八尋はちらりと舜也の顔色をうかがった。舜也はソファで足を組んだまま、眉まゆを寄せている。

「……当面の問題として、家には帰れないよな。うちの親は暫しばらく帰ってこないし、戻れるまでいろよ」

「おじさんとおばさん、フルムーンだっけ？」

　八尋が言うと、腕にうさ太郎をひっつけたまま、舜也は眉み間けんの皺しわを更さらに深くした。

「そう。親父おやじが定年退職するなり、百日間の旅だと。老後に備えておけばいいのに」

「いいじゃん。優ゆう雅がで」

「……まあ、そういうわけで暫くこの家は俺一人だし。朝になったら戻るとはいえ、自宅にいたら、夜に親と会話しないわけにいかないだろ。客間空いてるし、使えば」

「うん、ごめん。お世話になります」

　朝になったら、自室から荷物を運び込まなければ、と溜ため息いきを吐つく。

　──どうしてこうなった……。

　画策した真古刀も、まさか一目会うにとどまらず、同居をする展開になろうとは思わなかっただろう。緊きん張ちようするし気が重いし、でも舜也と一いつ緒しよにいられるしで、複雑な気分だ。

　──でも、なんかどさくさで、自然に話せるようになったな。

　騒さわぎに乗じて、まるで昔のようにぽんぽんと会話ができるようになっていた。それに、うさ太郎が「やひろ」と連呼したのにつられてか、舜也の呼び方も「八尋」に戻った。そんな場合でもないのに嬉うれしくなってしまう。

「……なんか、色々とごめん」

　項うな垂だれる八尋に、舜也は何故なぜか微び妙みような顔をした。そしてちらりとうさ太郎を見て、深々と溜息を吐く。

「……いや、俺のほうこそ」

「なんで舜也が謝るんだよ？」

「いや、うん。なんとなく」

　言葉を濁にごす舜也の首筋に、うさ太郎が顔をすり寄せている。飼い主とペットのふれあいなのだろうが、これには体の持ち主である八尋もいたたまれないし、舜也もそうだろう。

　単に巻き込まれただけだというのに、ペットが関かかわっているからだろう、相変わらず責任感が強い男だ。

「……朝になれば戻るって因幡さんは言ってたけど……うさ太郎とどう入れ替かわるんだろ」

　体はそのままで、中身だけが入れ替わるのか。それとも自分の体が変化するのか。

　考えることは沢たく山さんあるのに、舜也にしなだれかかっているうさ太郎が気になって仕方がない。ふすふすと鼻を鳴らしていたうさ太郎が、にわかに体を離はなした。

「ご主人、今日俺どこで寝ねるの？　いつものとこには入れないよ？　俺、今は人間だからご主人の寝ね床どこで一緒？」

　とんでもない発言に、八尋は鼻水を吹きそうになる。

　ねえ、と言いながら、うさ太郎はずいと舜也に体を寄せた。舜也が引いている。当然だ、と八尋は内心身み悶もだえつつ、舜也にしなだれかかるうさ太郎に向かって声をかけた。

「うさ太郎……その、ちょっと離れよ。ね？」

「なんで？　どうして？」

　ねえねえご主人、と甘ったるい口調で呼ぶ自分の姿に卒そつ倒とうしそうだ。

　あんな表情作ったことないぞ、と自分の体だというのに感心してしまう。もっとも悠ゆう長ちようにそんな感想を抱いている場合でもないので、八尋は二人の間に強ごう引いんに割り込んだ。

「やー。なに？」

「なにじゃない。離れような、うさ太郎」

　八尋の言葉に、うさ太郎が唇を尖とがらせる。自分では絶対にしない挙動に、鳥肌が立ってしまった。

「舜也だって迷めい惑わくしてるんだから、離れましょうね。ハイハイ！」

「噓うそ！　ご主人、俺のこと迷惑？」

　うるうると潤うるんだ瞳ひとみで、うさ太郎が舜也に縋すがる。舜也は戸と惑まどったように視線を揺ゆらし、ごにょごにょと言葉を濁した。いくら可愛がっているペットとはいえ、姿が八尋なのでどうしたものかと迷っているのだろう。

　心の隅すみでそのことに傷つきながら、八尋はうさ太郎をぎゅっと頭で押した。

「迷惑なの！　いいからそんなにくっつく……うぎゅっ」

　ぐいぐいと押していたら、首元をうさ太郎に摑つかまれて吊つるし上げられた。力が抜ぬけたが、なんとか脚あしをばたつかせて抵てい抗こうしてみるものの、人間とうさぎでは力の差は歴然だ。

　うさ太郎は八尋をじっと睨みつけて、ぽいと床ゆかに放った。

「八尋！」

　咄とつ嗟さに舜也が手を伸のばしてくれたが、間に合わない。

　自分の体長の三倍ほどの高さから落とされ、大けがをすることを覚かく悟ごする。けれど、そんな心配とは裏腹にうさぎの体は器用に床に着地した。

　──……び……っくりした。そ、そっか。かかる重力が違ちがうからか。

　どきどきと鳴る胸を押さえつけ、八尋はソファを仰あおぐ。

「うさ太郎なにす……──」

　文句を言おうとして、ソファの上の二人を見て啞あ然ぜんとしてしまった。

　──……一体今なにが起きてんだ……？

　後ろ脚だけで立ち、八尋はぽかんと口を開けた。

　うさ太郎が、舜也の口に吸い付いている。

　客観的に見れば、八尋が舜也に、ディープキスをぶちかましていたのだ。

　舜也も不意を衝つかれたのか、大きく目を見開いて固まっている。うさ太郎は一体どこで覚えてきたのか、目を閉じて舜也の口こう腔こうを味わうように唇くちびるを動かしていた。

　──お、俺のファーストキス……！　あ、セカンドキスか？　いやどっちでもいいけど！

　自分がする前に、うさぎによって喪そう失しつしてしまった。あまりのショックに、八尋は茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　相手が舜也だということが不幸中の幸いのような気もするし、ならばなおさら、自分の意思がある状態で経験したかった。

「ん、ん」

　鼻にかかった甘えるような声を出して、うさ太郎が舜也の胸に縋る。

　さすがの舜也もはっとして、うさ太郎を押し返していたようだが、よっぽどの勢いで迫せまられているのか、徐じよ々じよに体が後方に傾かしいできている。

　やがて、ソファの上に雪崩なだれ込むように押し倒たおされてしまった。

「うさ、っ……やめ、離れろ」

「ご主人、ん、好きっ」

　好き好き、と連呼しつつ、うさ太郎は舜也の上に重なりながら、唇に吸い付いている。

　何故やられっぱなしなのかと八尋も腹が立って、「舜也！」と呼んだ。舜也ははっとして、慌あわててうさ太郎の肩かたを押し返す。

「うさ太郎、落ち着け。それはお前の体じゃないんだから、な？」

「そうだぞ、うさ太郎！　落ち着け！　やめろ！　やめてーっ」

　いくら中身が違うとはいえ、自分の体が痴ち漢かんじみた行こう為いをしているのを黙だまっては見ていられず、八尋も必死に訴うつたえる。なによりも、自分の体に嫉しつ妬とをするのは非常に情けない。

「……んー？」

　二人がかりで責められたうさ太郎は、こてんと首を傾げ、身を起こす。

　ようやくこの事態から逃のがれられるのかとほっとしたのも束つかの間、うさ太郎が舜也の腰こしの上に跨またがった。

「うさ……？」

「……ご主人」

　猫ねこ撫なで声を出し、目をとろりとさせながら、うさ太郎の腰が動く。前後に擦こするような動きに、うさ太郎の目的を察して八尋はびよんと飛び跳はねた。

　舜也も察したようで、その頰が朱しゆを刷はく。

「ちょ、待て、うさ太郎っ」

「ご主人、俺、体熱いの……お願い」

　そう言いながら、先さき程ほどまでよりもわかりやすく、卑ひ猥わいな動きをし始める。

「や……っ、舜也、やめさせて！　頼たのむからっ」

　これ以上見ていられなくて、八尋は悲鳴を上げた。お願いだよ、と半泣きになって舜也に訴えると、舜也も流石さすがに身の危険を察したか、体を起こす。顔が近づいたせいでまたキスを仕し掛かけられ、そうじゃない、と舜也はうさ太郎を慌てて引き剝はがした。

「落ち着け、うさ太郎」

「ご主人、好き。だから、して、俺と交こう尾びして」

　がばっと首元に抱だき付いて、うさ太郎が腰を動かす。ちょっと待て、と舜也も制止するが、先程より荒あらい息いき遣づかいになったうさ太郎の耳には入っていないらしい。

「舜也……！」

　こんな恥はずかしいことがあっていいのかと、八尋は悶もん死ししそうになりながら舜也の名前を叫さけぶ。頼たよられたところで、舜也もどうしてよいのかわからないだろう。隙すきあらば唇を奪うばおうとし、膝ひざの上で腰を回すうさ太郎との攻こう防ぼうに、舜也も疲ひ弊へいの息を吐いた。

「……どうする？」

　問いに、八尋は目を瞠みはる。

「どう、って」

「発情期なのかどうなのかわからないが、まったく話が聞けないらしいな。このままじゃ埒らちが明かないし……触さわっていいか？」

「……触るって」

　舜也の問いを反はん芻すうし、八尋は絶句する。

　それは勿もち論ろん、八尋の体に触るということだ。ただ触るのではなく、現状を打破するため──つまり「発情」している体を鎮しずめるために、処理をするということだろう。

　──それって、俺の体がエロいことされるって……ことだよね？

　その選せん択たくには、二の足を踏ふまざるを得ない。

　けれど、自分ではうさ太郎をなんとかすることができないし、早くしなければ自分の体でとんでもないことをされそうな気もする。

　──でも。

　こんな形で、しかも自分の意思のないところで、舜也に触られるなんて嫌いやだ。

　けれど舜也は、単純に迷惑だろう。中身が自分のペットとはいえ、幼おさな馴な染じみの男に乗っかられキスまでされ、発情され。

　自分がここでごねるわけにはいかない。

　申し訳ないし情けないし、羞しゆう恥ちも覚えるが、今のところそれが一番どちらにとっても被ひ害がいが少ない筈はずである。

「……八尋」

　優やさしく名前を呼ばれ、八尋はたっぷり躊ちゆう躇ちよしたあと頷うなずいた。舜也はわかった、と小さく返す。

「一度抜けば落ち着くだろ、きっと」

「う、ん」

　言いながら、舜也はうさ太郎の腰を少しずらし、ボトムのボタンを外した。長い舜也の指が下着の中に入るのを見て、目を逸そらす。

　そんな場所、しかも性的に興奮している状態のものなんて誰だれにも見せたことがないのに、よりによって舜也に見られ、触られるなんて。

「……舜也」

　つい呼びかけると、舜也は手を止めてこちらを見た。

「どうした？」

「あの、それは……俺であって俺じゃないから。う、うさ太郎だから」

　悪あがきとは知りつつ、そんな保険をかけてしまう。舜也は微かすかに目を丸くした後「わかってるよ」と言った。

　──そりゃ、中身も外身も俺だったらこんなことしないよね。

　舜也に果たしてどんな返答を期待していたのか。うっかり傷つく自分すら不可解で、八尋自身相当混乱しているのだと悟さとる。

「ごめんな、八尋。触るぞ」

　低く呟つぶやかれた声に、ぞくりと毛が逆立つ。どうして今、彼に触られるのが自分じゃないのだろう。そう思っていることが知られたら、軽けい蔑べつされるかもしれないが。

「ぅあんっ」

　甲かん高だかい、嬉うれしそうな声があがって、八尋はびくんと飛び上がった。

　舜也に性器を触ふれられたらしいうさ太郎は、「ふああ」と声を震ふるわせる。

「あん、ご主人、そこ、もっとして。ぐりぐりして……ぇ」

「……ここか？」

「ぅあっ、あ……すき、そこ強くされるの好きっ」

　──そこってどこだよ！

　己おのれの痴ち態たいに、耐たえ切れず部屋の隅すみに逃にげ出した。耳をきゅっと押さえたものの、うさぎは聴ちよう力りよくが良いらしく、舜也の指を汚よごしているであろう卑猥な水音までもが、よく聞こえてしまう。　>>>♥

「んあ、ふ、あぁー……」

　──なにあれ……っ、あれ俺の声!?　俺、あんな声出すの!?

　見たくないのに、怖こわいもの見たさで二人を振ふり返ってしまう。どちらから仕掛けたのかはわからないが、また二人はキスをしていた。

　がん、と頭を殴なぐられたようなショックを受け、八尋は再び耳を押さえて蹲うずくまる。

　自分の体なのに、自分ではない。そう言い訳したのは予防線のつもりだったが、あながち間ま違ちがいではないのかもしれない。あれを見て、自分が舜也に愛されているとは思えない。

　自分ではない誰かを抱く舜也を見て、彼をまだ想おもっている心は切ないくらいに傷ついた。瞑つぶった目から、ぽろぽろと涙なみだが零こぼれてくる。

「ほら、自分でやってみろ」

「やだ、ご主人、して、ご主人」

「……駄だ目めだ。自分でやれ。さっき俺が触ってやっただろ？　……やり方は、もうわかったな？」

「あん、あっ、あ、あ、気持ちいいよぅ……出る、出ちゃう」

　あぁん、と自分のものとは思えない、一ひと際きわ高い嬌きよう声せいが上がる。厳密には八尋自身ではないのだが、酩めい酊てい状態で記き憶おくがないのとそう変わらない羞恥だ。

　聞きたくないのに、やけに耳が冴さえてしまう。

　早く終われ、と必死に祈いのっていると、二人が無言になった気配がした。

　しんとした室内に、八尋はようやく耳から前まえ脚あしを外し、恐おそる恐る顔を上げる。

　ソファの上では、うさ太郎がいつのまにか仰あお向むけになっていた。無言なのは、眠ねむりに落ちたかららしい。昨晩は遅おそくまで仕事をしていたので、「八尋」の体が疲つかれていたのだ。

　恐らくそれほど理性がないうさ太郎は、眠ねむ気けを堪こらえるということができないのか、性せい欲よくが発散されてそのまま睡すい眠みんへと転がったのだろう。

　舜也は、後処理をしつつうさ太郎の服を整えていた。

「……終わっ、た？」

　近づく勇気もなく、八尋が遠くから声をかけると、舜也がはっとして顔を向ける。

　そして、ソファから降り、八尋に背を向けて歩いて行ってしまった。

「どこ行くの!?」

　離はなれた舜也に、不安からつい縋すがるような声を出してしまう。自分で思っていたよりも悲ひ愴そう感漂ただよう声こわ音ねに、八尋は口を擦こすった。

　舜也は振り向きもせず「野や暮ぼ用よう」とだけ答えてリビングを出て行ってしまう。

　咄とつ嗟さに追いかけたが、鼻先でドアは閉められた。そうなると、うさぎの体になった八尋には開けることはできない。ドアに前脚で触れ、八尋は項うな垂だれる。

「……舜也」

　置いてけぼりにされた悲しみを抱かかえたまま、八尋はとぼとぼと部屋に戻もどる。

　ソファの上では、うさ太郎が満足そうに眠っていて腹が立つやら悲しいやらで、八尋はぷうと鼻を鳴らした。

　威い嚇かく音を出そうとしたつもりが、うさぎの体の構造上出てしまった間ま抜ぬけな音に脱だつ力りよくする。

　憤いきどおりが消えれば残ったのは悲しみだけで、八尋は再び涙を零した。前脚で顔を洗い、ソファの肘ひじ掛かけによじ登る。

　──人の気も知らないで、幸せそうな顔して眠りやがって……。

　八尋の顔で眠るうさ太郎を見て、自分ばかりどうしてこんな目に、と幾いく度ど目か涙るい腺せんが緩ゆるむ。前脚で拭ぬぐっても拭っても、涙が零れた。羞恥も怒いかりもあるが、これは嫉しつ妬とだ。

　ぐしゅぐしゅと泣いていると、先さき程ほど無情にも八尋を置き去りにした舜也が泡あわを食ったように戻ってきた。

「おい、どうした」

　どうしたもこうしたもあるか、と無視を決め込んでいたら、摘つまんで持ち上げられた。

　そして、正面から顔を覗のぞき込まれる。

　これはあまりにデリカシーがないのではないか。睨にらみを利きかせてみるが、恐らくうさぎなので表情は変わっていないだろう。それでもじっと見つめていると、ようやく思い至ったのか、舜也は「悪かった」と謝罪を口にした。

　舜也が謝ってくれるとは思わなかったので、八尋はしばしぽかんとしてしまう。舜也は気まずげに眉まゆを寄せ、頰を搔いた。

「……緊きん急きゆう措そ置ちとはいえ、あんな風に触って悪かった」

「……」

　謝られて、八尋も急に冷静になる。舜也はなにも悪くない。勝手に発情して乗っかってきた男を適切にいなした、それだけのことなのだ。

　本当ならお礼を言わなければならないのに、羞恥と嫉妬で勝手に臍へそを曲げている。けれど、どうしても素す直なおにお礼を言える状じよう況きようではないし、置いて行かれたことに不安になったのは八尋の都合だ。

　申し訳なさや羞恥や、どこにぶつければよいのかわからない憤りが綯ない交ぜになって、舜也に八つ当たりをしているだけだった。

「八尋」

　もっと怒おこっていいのに、と思う反面、自分が情けなくなってしまう。逃げ出したくなってばたばたと後ろ脚あしを振り回すと、舜也は八尋を腕うでに抱だいた。

「泣くなよ。……昔から、お前の泣き顔には弱いんだ」

　な、と優しい声音が肌はだを撫なでる。

　その手からはハンドソープの匂においがする。うさ太郎が出したものを洗いに行っていただけか、と置いて行かれたわけではなかったことに安あん堵どした。

「……俺の泣き顔って……今うさぎなんだけど」

　ようやく言葉を返すと、舜也はほっと息を吐はいた。そして、くりくりと耳の根元を撫でてくれる。

「もう寝ねるか」

「え、でも俺……」

　ケージで寝るのは嫌いやだな、と言い出せずにいると、舜也は苦く笑しようする。

「明日あしたになったら、客間に蒲ふ団とん敷しくから。今日は取り敢あえず、俺と」

「えっ!?」

「朝になったらどうなってるかわかんないしな。様子見ってことで」

　そう言って、舜也はソファで眠るうさ太郎にブランケットをかけ、八尋を二階の寝しん室しつに伴ともなった。

　十数年ぶりに入る舜也の部屋は、子供の頃ころとまったく様変わりしていた。モノトーンの家具で揃そろえられていて、実家とは思えないほどすっきりしている。

　小学生のときと雰ふん囲い気きの変わらない、寧むしろよりアニメグッズやオタク用品の増ぞう殖しよくした八尋の自室とはだいぶ差があって、ついきょろきょろとしてしまう。

　舜也はベッドに上がり、八尋を見て蒲団を捲まくった。

「来いよ」

「……え」

「うさぎだから床ゆかで寝てもいいんだろうけど、いきなりそんなの辛つらいだろ。入れば？」

　入る、というのはその腕の中にということでしょうか、と問い返すこともできず固まる。

　けれど確かに、床で寝るのには慣れていないし、蒲団に入れてもらえるのはありがたい。急せかすでもなく待ってくれている舜也に、八尋は意を決して近づいた。

「……失礼します」

「どうぞ」

　穴を掘ほるようにして、舜也の蒲団に入れてもらう。

　八尋が入るタイミングを見て、舜也は部屋の照しよう明めいを落とした。

　当然ながら舜也の匂いがする空間に、八尋は激しく緊きん張ちようする。ぷるぷると震えていると、そっと頭から背中にかけて撫でられた。

「願いが叶かなえば、戻れるんだろ？　心配すんな。俺も協力するから」

「あ、うん……」

　八尋が不安がっていると思ったのか、舜也は優やさしい声音で宥なだめてくれた。

　今はそれより、舜也の匂いにどぎまぎしている、とは言えない。もぞもぞと蒲団から顔を出して、近くにある舜也の顔を見つめる。常夜灯の淡あわいオレンジ色に浮うかんだ顔がひどく優しくて、八尋はきゅっと口を引き締しめた。

「……なあ、舜也」

　もう寝ただろうかと声をかけると、舜也が「ん？」と返事をしてくれる。

　寝る前にこんな風に舜也と話したのなんて、小学生のとき以来だ。それだけで懐なつかしいような、悲しいような、甘酸ずっぱいような気持ちになる。

「うさ太郎ともこうして寝たりするのか？」

　躊ちゆう躇ちよなく招き入れたことにそんな疑問を口にする。舜也は一いつ瞬しゆんの間の後、嘆たん息そくした。

「するわけないだろ。……お前だからだよ」

　きっと、意い思し疎そ通つうのできない動物ではなく中身が人間だから、という意味なのだろう。でも、お前だからと言ってもらえたことに胸が高鳴った。

「……そっか」

　──因幡さん、あながち間ま違ちがってなかったかもしれないな。

　うさぎの体にされてしまったのは困るけれど、そのおかげで舜也と一いつ緒しよにいられるようになったことは間違いない。

　──人間だったら、こんな風に一緒のベッドに入ることなんて絶対無理だったし。

　九割がた迷めい惑わくな結果だったが、残りの一割は確かに自分にとってはラッキーだったかもしれない。己おのれの願い──舜也と恋こい人びとになれたら、というのは叶かないそうにないけれど、それはそれで幸せなのだろうか、と思いながら八尋は眠ねむりについた。
















　翌朝、「わっ」という叫きよう声せいで八尋は目を覚ました。顔を顰しかめつつ瞼まぶたを開くと、舜也が驚おどろきの表情でこちらを見ている。その顔色は赤くなったり、青くなったりと忙せわしない。

　どうして目の前に舜也が、とまだ重い瞼を擦る。触ふれた腕は毛皮に覆おおわれていない。その事実に気づき、八尋は目を見開いた。

「あっ、え？」

　勢いよく上体を起こし、両手を確かく認にんする。視界に入ったのは、まぎれもなく自分の手だ。

　昨晩因幡さんが言っていた通り、今朝けさの八尋の姿は、うさぎではなく人間に戻っていた。精神が入れ替かわるのではなく、自身の体そのものが変化するらしい。

　服装も、昨晩着ていたもののままだ。

　八尋は起き上がり、やった、と拳こぶしを握にぎる。その瞬しゆん間かん、尻しりのあたりでなにかがもぞりと動いた気がして八尋は振ふり返った。けれど、そこにはなにもない。

　気のせいかと改めて舜也に向き直り、八尋は破顔する。

「戻もどった！　舜也、戻ったよー！」

　快かい哉さいを叫さけんだ八尋のテンションとは裏腹に、舜也は何故なぜか微び妙みような表情をして、顔を赤くした。

　てっきり喜びを分かち合ってくれるものだと思っていたのに、曖あい昧まいな反応を示す舜也を怪け訝げんに思う。

　──あ、そう言えば昨日……。

　中身が違ちがうとは言え、あらぬ場所を触さわられてしまったのだ。思い出して、八尋も頰を紅潮させた。あれは俺じゃないんだってば、と言い訳したら余計に恥はずかしくなる気がして、口を噤つぐんだまま理由もなくシーツを摑んでしまう。

　舜也は口元を押さえ、なにかを堪こらえるような顔をして俯うつむいた。

「ふわっ」

　そのとき、また尻のあたりと、耳元で生き物のようなものが動く気配がして声を上げてしまう。舜也は顔を上げ、ぎゅっと瞼を閉じた。

　舜也の反応を怪訝に思いつつも、恐おそる恐る顔の横に手を伸のばす。掌てのひらにあたたかな毛皮のような感かん触しよくがして、手を離はなした。

「え、なに……っ!?」

　手で触れたそれは、びくっと跳はねた。動物は嫌きらいではないが、流石さすがに頭に得体のしれないものが乗っかっていたら驚きよう愕がくしてしまう。

　慌あわてて振り払おうと頭を振ってみるが、それは八尋の頭から離れる気配がない。

「しゅ、舜也、俺の頭になにか乗ってない!?」

　視線を合わせてくれない舜也のリアクションで、余計に怖こわくなる。一体自分になにがへばりついているのかと震ふるえていると、舜也がようやくこちらを見てくれた。

「なにこれ!?　取って！」

　悲鳴じみた声で助けを求めると、舜也は深呼吸を一つして、一言「無理だろ」と呟つぶやいた。

「へ……？　な、なんで」

　一体どういうことなのかと硬こう直ちよくした八尋に、舜也はベッドのヘッドボードに置かれていた鏡を見せてくれる。そこに映っていた己の姿に、八尋は思わず鏡を取り落とした。そして、震える手で、頭に付いているそれを再び確認する。

「……なにこれきもい！」

　叫んだのと同時に、頭に付いているそれ──うさぎの耳がぴっと跳ねた。

　ベッドから降り、下着に指をひっかけて尻を確認すると、尾び骨こつのあたりにクリーム色の毛におおわれたうさぎのような尻尾しつぽがくっついている。

　耳と同様、それは八尋の驚きを表現するように揺ゆれた。

　いい年をした男の頭に、クリーム色のうさぎの耳が、尾骨の部分に同色の尾おが生えていた。

「し、視覚の暴力……！」

　舜也が驚愕の表情を張り付け、視線を合わせてくれない理由がわかって、八尋は眩暈めまいがする。

　成人男子のうさ耳姿とは、大変、気色の悪い光景であろう。

「因幡さんめ……中ちゆう途と半はん端ぱな呪まじないかけやがったな……！」

　人間の姿ならば外を出歩けるかと思ったが、これはあまりにも厳しい。

　ぎゅっと引っ張ってみると、触しよつ覚かくも痛覚もあるようで、確かに「取る」のは無理そうだ。

　なんとか取れないか、頭を振ってみる。舜也はごほっと咳せき払ばらいをした。

「……それも、願いが叶うまでそのままってことなのかもな」

「いやだー！」

　こんなのあんまりだ、と嘆なげいたところでどうしようもない。因幡さんの行方ゆくえもわからないし、昨日の調子では、この半解除状態の呪いをどうにかしてくれるとも思い難にくかった。

「なんで!?　太陽が出てる間は人間の姿に戻ってられるって言ったのに！　因幡さんの噓うそつきー！」

　しゃがみこんで唸うなっていると、舜也はぽんと頭を叩たたいてくる。

「まあ、完全にうさぎの状態よりはマシだろ」

「そりゃ、体乗っ取られてるよりはマシ……」

　振り返って舜也の顔を改めて見た瞬間、昨晩のうさ太郎の言動を再び思い出してしまい、八尋は不覚にも赤面してしまう。舜也も同じことを想像したのか、同様に頰を染めた。どうにか表情を取り繕つくろおうとはしているのだが、耳まで赤い。

　幼おさな馴な染じみで、一緒に風ふ呂ろに入ったことがあるとはいえ、それでもまったく趣おもむきの違う接せつ触しよくである。

「……ひとまずうさ太郎のほうも見てみて、朝飯にしよう。な」

「……うん」

　舜也は咳払いをひとつして、すれ違いざま再び八尋の頭をくしゃりと撫なでて部屋を出ていった。

　──なにこの感じ……もどかしいというか、なんかじりじりする……っ！

　身み悶もだえしたいのをなんとか堪え、八尋も顔を擦こすりながら腰こしを上げた。

　途と中ちゆう、そういえばと慌てて階段を駆かけ下りる。

「そうだ、舜也今日仕事……っ」

　自分のせいで遅ち刻こくさせたのだろうかと慌てふためく八尋に、舜也は手を翳かざして制止する。

「落ち着け。今日は土曜日だ」

「あ、そ、そっか。ごめんすげえ動どう揺ようしてる俺」

　それはそれで、八尋の体がうさぎから人間に戻ったことで、休日だというのに舜也の睡すい眠みんを邪じや魔ました可能性にも思い至ってどっと冷や汗あせをかいた。

　いったい今何時なのかと、壁かべにかけられている時計を視界に捉とらえる。長針と短針の位置を確認するより先に、ぐらりと景色が揺れた。

「え」

　眩暈か、地じ震しんか、そう思いながら前まえ屈かがみになって床ゆかに手をつく。その手が、クリーム色の毛におおわれた前まえ脚あしに変わっていた。

「……っ！」

　気づけば、八尋は再びうさぎの姿に戻ってしまっていた。

　舜也もそれを目まの当たりにしたようで、呆あつ気けにとられている。

「ちょ、えええええええ!?　なんだこれー！」

「うさ太郎は!?」

　舜也は八尋を慌てて抱だき上げ、そのままリビングへ向かう。

　ソファの上では、うさぎの姿のうさ太郎がまだ寝ねていた。二人でそれを確認し、視線を合わせる。

「……入れ替わるわけじゃないんだな」

「……うん」

　半解除どころか、人間の姿がまったく保たれないということなのか。

　どういう原理かはわからないが、浮ふ上じようした気持ちが、思い切り地面にたたきつけられたような気分だった。これならば、耳や尻尾しつぽが生えていようと、先さき程ほどのほうがましだ。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態の八尋を察して、舜也が問う。

「なにか思い当たることは？」

「別に……ただ、時間を確認しようと思って時計を見たら目の前が揺れて……」

　気が付いたらこの姿だ。

　原因など思い至らなくて俯くと、舜也が慰なぐさめるように八尋を抱きなおす。抱きしめられるのは嬉うれしい。けれど、人間に戻れないのは不安だ。舜也もかける言葉がないのか、ソファに腰を下ろし、膝ひざの上に乗せた八尋の背中をただ優やさしく撫でてくれた。

「時計を見たのがいけなかったのか……？　それとも、起きて数分後にはうさぎになる、とか……なにかのサイクルなのか？」

「……わかんないよう……」

　うう、と情けなく涙なみだ声ごえになると、舜也はそれ以上追つい及きゆうしなかった。背中を撫でられ、暫しばらくそうされているうちに気持ちも落ち着いてきて、八尋はのろのろと顔を上げる。

「──え」

　いつの間にか、舜也の顔が眼前にあって声を飲む。舜也も瞠どう目もくし、肩かたに触ふれていた手を離した。八尋は慌てて視線を落とす。

　人間の手足、体だ。

　喜んだのも束つかの間、舜也の膝の上に乗った状態であることに気づき、飛び降りる。そして、人間である自分の足が地に着くのを実感した。

「……戻った……？　あっ！」

　今度こそ、と頭に触ってみたが、やはりうさぎの耳は付いたままだ。がっくりと肩を落としたが、それでも一応の人型になっているのは嬉しい。

「舜也、戻もどった！」

「あ、ああ。よかった、けど……でも、一体どういうことだ……？　今の時間、どれくらいだった？」

「五分くらい……？」

　時計を確かく認にんしたかったが、またうさぎの姿になったらと思うと怖くて見られない。足元を見つめたまま固まっている八尋に、舜也は息を吐ついて腰を上げた。

「……まあ、とにかく変身する原理はわからないが……飯にでもするか」

「そんな悠ゆう長ちような……」

「気を揉もんでいてもしかたない。説明してくれる相手がいない以上、もうどっしり構えて腰こし据すえて、対策練ったほうがいいだろ。なんなら今日、神社行って因幡さん捜さがしてくるし」

　ぽんと肩を叩いて、舜也はキッチンに向かって行ってしまった。楽観的な、と思ったが、確かにあまりきりきりしてもしょうがない。気が抜ぬけてしまった八尋の様子を見て、舜也がふっと口元を緩ゆるめる。

「ほら、飯用意してやるから、これでも飲んで待ってろ」

「あ、ありがと……」

　グラスに注がれたお茶を、舜也がわざわざ持ってきてくれる。こんなに優しいのはやっぱり心配して、慰めてくれているのだろうか、と内心喜んでいる己おのれに気づいてしまった。

　赤くなった顔を俯うつむけ、舜也が入れてくれたお茶、と思いながらグラスに手を伸のばした──瞬しゆん間かん、視界がぐらつく。

「──うわあああっ！」

「八尋!?」

　キッチンに足を向けていた舜也が振ふり返る。やけに大きく見える舜也を仰あお向むけになって眺ながめながら、己がまたうさぎ化したのだと自覚した。あまりのショックに震ふるえていると、舜也が駆け寄ってきて抱き上げてくれる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ううう……どーしてだよう……」

　原因がわからず泣きそうになっていると、舜也はじっとテーブルの上のグラスを見つめていた。ひとまず八尋をソファに置いた舜也は、時計を確認しながら考え込んでいる。

　五分後、舜也が「そろそろか」と言ってから程なく、八尋の体が人間に戻った。

　安あん堵どの息を吐いた八尋を尻しり目めに、舜也はきょろきょろとあたりを見回している。一体どうしたのかと訝いぶかしんでいると、彼はごみ箱を手に取った。

「なに？」

「ちょっとこれを見てみろ」

　そう言って、舜也はごみ箱の口を八尋に向けた。

　あ、と声にするかしないかのうちに、周囲の景色が大きく変わる。──どうやら再び、うさぎの姿に戻ってしまったらしい。

「……なにすんだよ！」

　恐おそらく舜也の狙ねらい通りの展開になったのであろうことは察せられて、八尋は文字通り毛を逆立てる。舜也はごみ箱を置き、息を吐いた。

　それから時計を確認し、待つこと五分。八尋は再び人間の姿に戻ることができた。

「……うん、やっぱりな。人間の姿に戻るのに、約五分かかってる」

　検証してくれるのはありがたいが、なんだか色々と腑ふに落ちない。

「恐らくだけど……円形のものを見るとうさぎに戻る、とか？」

「うさぎと言えば月だから？　月に似てるから丸いもの見て変身すんの？　月見て変身するのはオオカミ男だろ常識的に考えて……！」

　つっこみを入れたところで、事実は変わらないのはよくわかっている。今いま更さらひとつ非現実的な事実が増えたところで大差はないのかもしれないが、それでも嘆なげかずにはいられなかった。

「丸いものでうさぎになるのはわかったけど……じゃあこれは？」

　いつまでも消えない耳と尻尾しつぽを引っ張ると、舜也はごほっと大きく咳せき払ばらいをする。

　そして、何故なぜかベランダのほうへ出ていってしまった。

「……なに？」

　戻ってきた舜也に恐る恐る問うと、もしかしたらだけど、と空を指さした。

「昼間にも月って出るだろ？　そのせいじゃないか？」

　衝しよう撃げきの発言に八尋も慌あわてて外を覗のぞく。確かに、よく晴れた南の空に下か弦げんの月が浮うかんでいた。あんぐりと口を開け、八尋はよろめきながら部屋へと戻る。

「ちょっと俺キャパオーバーだわ……。……昼間の月って常に見えてるんだっけ……？」

「いや、確か半月くらいじゃないと見えないんじゃなかったか？」

　満月と細い月は見えないはず、と舜也は言うが、それが慰めにはならない。つまり、一か月の半分は月が出ている状態ということで、日中、まともな姿に戻っていられるのも半月程度でしかない。

「曇くもりのときはどうなるんだろう……」

「さあな、そもそも肉眼で捉とらえられるかどうかが問題なのか、存在していれば有効なのか、その辺は検証してみないと」

　舜也の言葉に、頭がくらくらしてくる。

「察するに、昼はうっすら月が出ているから、八尋の体は人間とうさぎの体が混ざった半解除みたいな状態になるってことか？　それとは別に、円形のものを見ると、問答無用でうさぎの体になる、と」

「丸いものって世の中に結構あるよな？　てことは、俺、不用意に外歩けないってこと？」

「まあ……そうなるな」

　舜也の相あい槌づちが死し刑けい宣告のように聞こえて、八尋はその場にへたりこんでしまう。

　慌てて舜也が支えてくれるが、折れた心の回復には至らない。もはや照れる気力もなかった。

　舜也は優しく肩を叩たたき、心配するなと優しく声をかけてくれる。

「とにかく、お前の『願い』を叶かなえればいいんだろ？　昨日も言ったけど、俺も協力するから」

　だから頑がん張ばれ、と激げき励れいしてくれるのは嬉しいが、その『願い』はでまかせなのだ。

　本当の願いなど、叶うはずもないし、言ったところで舜也も困るだろう。ああどうすれば、と八尋は倒たおれ伏ふしてしまいそうになった。

「法則があるなら教えておいてくれればいいのに……因幡さん……」










　ひとまず、『願い』が叶ってうさぎの体にならなくなるまでは、自宅で生活することはできない。やはり八尋は舜也の世話になるしかなく、改めて居い候そうろうさせてください、と頭を下げた。

　因幡さんは、というと兎山家からも姿を消してしまったらしい。母が言うところによれば、昨晩、飼い主を名乗る黒いスーツ姿の男性が、礼を言いに来たそうだ。母とは違ちがう理由でだが、因幡さんがいなくなったのはショックだ。手がかりが断たたれたも同然である。

　色々と検証した結果、変身したら服だけが残って裸はだかになるというパターンではなく、必ず変身前の状態で元に戻ること、円形と球形、どちらでも変身するが、円柱の場合は面の部分を見なければ大丈夫であることが判明した。変身時間は、数度試ためした結果秒単位で狂くるいなく五分丁度で戻る。

「……あー、疲つかれたぁ……」

「変身って案外体力使うのか？　それとも周囲が大きく見えることへのストレスなのかな……」

　まだ検証しようとする舜也から逃にげるように、八尋はソファに倒れ込む。

　──そういえば、昔からこういうの好きだったよな……舜也。

　舜也は夏休みの自由研究に、とてつもなく気合いを入れるタイプの男児だった。絵日記や模型作りで済ませる八尋からすれば、検証の必要な科学実験などを好む舜也を尊敬の目で見ていたものだが、自分がその対象になると少々疲ひ弊へいする。

　──変わんないな、ほんと。

　女性関係についてはひとまず置いておくにしても、舜也は基本的に昔と変わってなどいないのだ。

　今も、災難に見み舞まわれた八尋のために、すごく親身になってくれている。勿もち論ろん、このまま居候されたり、中身は可愛かわいがっているペットだが隙すきあらば発情する男がいたりでは、落ち着いて生活ができないから、だろうけれど。

　それでも、嬉うれしかった。舜也は昔から、八尋が困っていると助けてくれたし、ナイトのように守ってくれたのだ。

　懐かい古こしていると、うさ太郎がぴょこぴょこと寄ってきて、「おはよー」と声をかけてきた。

「おはよ、うさ太郎」

「っと、そろそろ朝飯にするか」

　時計を見たら、結構時間が過ぎていた。舜也は頓とん挫ざしていた朝食づくりに戻っていく。

　八尋は勢いよく起き上がり、対面式のキッチンに立っている舜也のところへ足を向けた。

「こっち来るなよ。丸いもの結構あるんだから」

　そう言われてみればそうだと、八尋は足を止める。結局手伝いにならないのだったら、近寄っても意味はない。うろうろと歩きながら、口を開いた。

「……あの、さ」

「ん？」

「今日はほんとごめん。せっかくの休みだったのに、俺に付き合わせちゃって……用事とか、ないの？」

　昨日の夜やってきた女性を思い返して、そんなことを言ってしまう。舜也は特定の女性とは付き合っていないようだが、つまりそれは一人の女性を相手にしているわけではないということで、もしかしたら他に約束があったかもしれない。

　そんな思いを抱かかえながら問うと、舜也は苦く笑しようした。

「別に、約束なんてなかったから気にするなよ。それに、もしなにか用事があったとしても、お前が優先」

「っ……」

　さらりと返された言葉に、必要以上の含ふくみがないことはわかっている。

　別に「八尋を放ってはおけない」ということではなく、それが誰だれであっても緊きん急きゆう事態なのだから、ということなのだろう。

　そう自じ戒かいしながらも、舜也に気にかけてもらったのが嬉しい。

「ありがと」

「どういたしまして」

　笑いあう穏おだやかな空気が面おも映はゆくて、八尋はうさ太郎を抱だき上げ、ソファで膝ひざを抱えた。うさ太郎は脚あしをばたつかせながら腹をさする。

「八尋、俺ごはんたべたい」

「えー？　なあ、舜也。うさ太郎のごはんは？」

「あー、玄げん関かんに箱あるから、悪いけど用意してもらえるか？」

　承しよう諾だくして、玄関からラビットフードを持ってきて、ケージのあるほうへ向かう。そういえば、エサ用の皿は大たい概がい丸かったのでは、と覗き込んでから気が付いた。

　けれど、うさ太郎の皿はスクエア型だった。ほっとして、そこにフードを入れる。がつがつと頭を突つっ込んで食事をするうさ太郎を眺ながめていると、舜也が朝食を持ってきてくれた。

「あ、俺も手伝……」

「だから、鍋なべだの皿だのあるんだから来るなっつうの」

「はい……」

　そんな叱しつ責せきをされて、気まずいながらも大人しくテーブルに座る。

　舜也は、ちゃんとスクエア型や楕だ円えん形の食器を用意してくれていた。グラスも飲み口が多角形のものだ。とても面めん倒どうをかけている。けれど、その心配りに八尋は感激してしまった。

「ありがと、舜也」

「……なんだよ急に」

　舜也はそんな八尋に気づく由よしもないのか、箸はしを渡わたしてくれる。

「ほら、食えよ」

「うん、いただきます」

　普ふ段だんから自じ炊すいをするのか、舜也が用意してくれた料理はどれもおいしかった。

　スクランブルエッグには、じゃがいもとトマトが入っていて食べ応ごたえがある。ケチャップも用意されていたが、添そえられたベーコンの塩気で充じゆう分ぶんだった。厚切りのトーストには既すでにバターが塗ぬってあり、香こうばしくて美味おいしい。スープとヨーグルトもついていた。

　おいしい、と素す直なおに褒ほめると、当然だ、などと嘯うそぶく。

「なるほど、これで女を引っかけるわけだ」

　揶揄からかうように言うと、舜也がごふっと咳せき込む。舜也は慌あわてて茶を飲み、八尋を睨ねめつけた。

「……俺のことより、お前はどうなんだよ」

「俺？　俺は清い体よー。なにせ、まだこの玉のお肌はだを許した相手はいないんだから」

　冗じよう談だんめかして言ってから、はっとする。つまり昨晩が、他人に触ふれられた初だと、間接的にばらしたようなものだった。

　笑われるだろうか、とちらりと舜也の様子を見る。舜也は口元を押さえて、テーブルに突っ伏ぷしそうになっていた。

「わ、笑うなよ……！」

「……笑ってない」

　顔を上げた舜也は、確かに笑ってはいなかった。だが、その顔は真っ赤だ。

「何故なぜ舜也が照れる。……しょうがないだろ、好きな人ができなかったんだから」

　舜也以外、誰だれかを好きになったことはない。そう暴ばく露ろしたら、どんな顔をするだろうか。けれど、ここで放ほうり出されたら生きていけないので口を噤つぐむ。

　舜也はようやく落ち着いたのか、口元から手を外し、ふうと息を吐はいた。

「俺だって別に、好きなやつなんてできなかったけど」

　その科白せりふを聞き咎とがめ、八尋は顔を顰しかめる。

「おいおい……好きでもないのに付き合っちゃうのかよお前……」

　舜也に初めて彼女ができたときのことを、八尋は覚えている。中学一年生のときだ。その頃ころにはすっかり疎そ遠えんになっていたが、その噂うわさを聞き、二人が手を繫いで帰っているのを見て八尋は一晩泣き明かしたのだから。

　その後も何人かの女子と付き合っていたし、八尋が知らない間にも何人かいただろう。

　好きでもないのに付き合っていた、だなんて、あんまりだ。歴代の彼女にも、いちいち傷ついた八尋にとっても。

「……この、ろくでなしめ」

　八尋が苦々しく吐いた科白に、舜也はパンをちぎりながら苦笑した。

「そうだよ。でも嫌きらいだったわけじゃないし……俺も若かったから抗あらがってたんだよ」

「抗うって、なにに？」

　どんな言い訳をするのか、と笑った八尋に、舜也は口を噤んだ。切れ長の双そう眸ぼうにじっと見つめられ、思わず身を引いてしまう。

「自分の気持ちに、だな。本命を忘れたくて」

「……本命？」

　そう、と頷うなずいて、舜也は笑う。

　本命って誰、と訊きそうになって、必死に堪こらえた。

「でも結局忘れるのなんて無理で、恋こい人びとを作るのはやめたんだ」

「だったら本命に行けばいいじゃん。好きでもない人と付き合ってたら、本命に誤解されない？」

　自分こそ本命に告白する覚かく悟ごもないくせに、棚たなに上げてそんなことを言ってしまう。

「そりゃ、誤解されるために付き合ってたから」

「なんでそんなことするんだよ？」

「……本命に俺の気持ちがばれたら、嫌われると思ったから。嫌われないために離はなれて、本命を忘れるために恋人作ったけど、逆効果だったかもしれない」

「ちゃんと本命に行けばよかったのに。舜也なら大たい抵ていの女子はＯＫするだろ」

「……まあ、そうだったらいいんだけどな」

　舜也は苦笑して、パンを食はむ。

　もし舜也に昔と同じようにそう言ってもらえたら、自分だったら即そく座ざに受け入れてしまうだろう。

　舜也も、うまく行かない恋こいがあったのだ。誰かに恋をする彼を思えば切ないけれど、自分の気持ちが相手に知れたら嫌われるかもしれない、という不安は八尋も同様に抱いていた悩なやみだった。思わぬところで共感できて少し嬉うれしいし、彼の本命を思って切なくもある。

「八尋、なに変な顔してんの」

「……変な顔で悪かったな、うさ太郎」

　微び妙みような表情を見られた気まずさから顔を顰めたが、うさ太郎は焦あせる八尋を無視して、膝の上に上がり込む。

「ねー、俺も野菜欲しい。喉のど渇かわいた」

「マイペースだな……ブロッコリーでいい？」

　皿の上から、ドレッシングのかかっていない部分を摘つまんでうさ太郎に分けてやる。もりもりと食べ始めたうさ太郎に息を吐き、自分も食事に戻もどろうと箸を持ち直すと、舜也が顔を強こわ張ばらせていた。

「なに？　あげたらまずかった？」

「いや……そうじゃなくて……え？　八尋、もしかして、うさ太郎と話できるのか？」

「え？　舜也はうさ太郎の言葉、わかんないの？」

　八尋にはうさぎに戻ったうさ太郎の声が聞こえているのだが、舜也には聞こえていないらしい。うさ太郎が「うそぉ」とあからさまにがっかりした声を出した。

「……ちょっと、うさ太郎」

「なーに、ご主人」

　舜也は腰こしを上げ、八尋の手からうさ太郎を奪うばってキッチンのほうへ行ってしまう。自分には立ち入れない場所でこそこそと内ない緒しよ話ばなしをする一人と一羽わに、八尋は疎そ外がい感を味わった。時間にしてものの数分ではあるが、何時間にも感じられる。

　やがてうさ太郎は一羽で戻ってきて、八尋の足の甲こうにくっついた。抱き上げ、小声で「なに言われたの」と囁ささやく。うさ太郎は鼻を動かしながら、前まえ脚あしを擦こすった。

「えっとね、八尋には内ない緒しよにしないといけないの。余計なことは言うなよって」

　──その科白も込みで内緒なんじゃないのかうさ太郎……。

　しかし余計なことは言うまいと、八尋はその言葉を胸にしまった。秘密にしたいことの一つや二つあって当然だろうと思いながらも、やっぱりどこか寂さびしい気持ちにはなる。

「うさ太郎」

　現れた舜也に鋭するどい声で呼ばれ、うさ太郎はびくっと飛び上がる。

「内緒だって言ったもん。俺ご主人との約束守るもん」

「……って言ってるけど」

　うさ太郎の言うことを復唱すると、舜也はあからさまにほっとした。

「前みたいに、夜になったら俺にキスしてくれるって約束したから、守るもん！」

　えっへん、と得意げな声を上げたうさ太郎に、思わずぶっと吹ふき出してしまう。

　平然とした顔をしてやりすごさなければと思うのに、全身の温度が上がり、赤面してしまった気がする。舜也は慌てた様子で、テーブルに箸を置いた。

「……絶対、なんか余計なこと言っただろ、うさ太郎」

「いや、その……別にいいんじゃない？　うさぎにキスするくらい」

　八尋の言葉に、舜也がテーブルについていた肘ひじをがたっと滑すべらせた。

「なんか、結構ペットにベタ甘なんだな。意外」

　舜也は咳せき払ばらいをして居住まいを正し、箸を手に取った。

「……とりあえず、うさ太郎の発言は置いといてだな。まずは、一刻も早く八尋の『願い』を叶かなえて元の体に戻るぞ。俺も協力するから」

　これ以上余計な話をされたら堪たまらないのだろう、舜也の声がいやに必死だ。

　──ああでも、俺の『願い』って口からでまかせなんだごめん……。

　そんなことは言えるはずもなく、罪悪感にさいなまれながら八尋は頷いた。

「俺も、うさ太郎に余計なことは訊きかないからさ」

　八尋が言うと、舜也は唇くちびるを引き結び、じっと見つめてきた。口を開いてなにかを言いかけ、そして息を吐く。

「……戻ったら、言いたいこともあるし」

　言いたいこと、と鸚おう鵡む返がえしに言ってみたが、それ以上舜也はなにも言わなかった。気になりつつも、八尋もひとまず、舜也の作った料理を口に運んだ。










　その翌日の空は曇どん天てん模様で月が見えなかったが、雲の上では出ているからか、八尋は人間の体に戻ってもうさぎの耳が生えたままだった。

　だが、更さらに翌日、翌々日と経へて月が細くなり、肉眼では見えなくなった日からは耳も消えた。

　満月の場合は、日中は地球の反対側にあるから出ないとして、細い月でも出ないということは、耳が出るか出ないかは月の光に関係するのだろうか、と色々と考えてみたが、結論は出なかった。因幡さんに会う機会もないし、会ったところで因幡さんが論理的に説明してくれる気もしない。

　月げつ齢れいと耳の関係はともかく、耳が出ないからといって不用意に外に出るわけにもいかないので、結局八尋は一日を舜也の自宅で過ごしている。

　なるべく日にち没ぼつまでに仕事を終わらせ、その間ちょこちょこと家のことでやれることはやって、舜也の帰りを待つのが日常だ。舜也が部屋の中にある丸いものを片付けてくれたので、家の中でも問題なく暮らせるようにはなった。

　勿もち論ろん暗くなってからも仕事が残ることもあって、そういう場合は非常に不便ではあるが、うさぎの姿のままぽちぽちとキーボードを打つのだ。進行としてはまさに牛歩、という速度だったが、慣れればもう少し時間を縮められるかもしれないと必死になっている。

　会話が弾はずむ、とまではいかないが、日中一人と一羽なので言葉を交かわすくらいはする。うさ太郎は舜也のことを愛しているようだが、あくまで闖ちん入にゆう者である八尋には、少々つんけんとした態度を取る。

「うさ太郎、ちょっとは家のこともすれば？」

　ソファに寝ねそべってぼんやりとしているだけのうさ太郎に、八尋はそんなことを言ってみる。

　料理などは難しいが、掃そう除じや洗せん濯たくくらいならば手伝えるはずだ。

　もともと飼いうさぎなので外に出る気はないらしいが、日がな一日自分の姿でだらけていられるのも見ていて苛いら々いらする。

　うさ太郎はけだるげに寝ね返がえりを打ち、欠伸あくびをした。

「……やだ。ご主人もしなくていいって言ったもん」

「俺の姿で『もん』とか言うな」

　八尋とて、うさぎのうさ太郎になにかしろなどとは言わない。

　けれど、人間の姿になっているのであれば、体が記き憶おくしているはずなのだ。

　数日うさぎの姿で過ごしてみてわかったが、八尋もそうだ。人間の頃ころには絶対にできなかったことやしなかったことを体が覚えている。

　魔ま法ほうのように一いつ瞬しゆんで体が変わるし、うっかり円形のものを見てしまったときはうさぎが二羽いる状態になるのだが、やはりこれは相手の体であるらしい。舜也に触ふれられると懐なつかしいと思うし、うさ太郎の体の気持ちいいところがわかる。

　毛づくろいのときに無意識に前脚をばたつかせていて、後に調べたところ、それがうさぎの習性らしいことを知った。それと、人間のときにはできなかったが、耳を少し動かしたり、尻尾しつぽを動かしたりすることができるようになっていたのだ。

「できるだろ、うさ太郎」

「もー、うるさいな」

　小言を繰くり返す八尋に、うさ太郎が焦じれて身を起こす。

「ご主人のお願いだから黙だまってたけど、『うさ太郎』って名前好きじゃないんだからな。俺は『やひろ』なの」

　わかった？　と睨にらまれて、八尋は鼻を鳴らす。不満を表したことは伝わったのか、うさ太郎が顔を顰しかめた。

　改めて、もしかしたらこのまま体を乗っ取られるかもしれない、という危き惧ぐが湧わく。うさ太郎はこの話を舜也の前ではしない。だから、八尋も舜也には言えていなかった。

「……あっち行ってよ。八尋、きらい」

　うさ太郎は獣けものらしく気ままだ。舜也以外、唯ゆい一いつ会話ができる人間だからか、最近昼夜問わず話しかけられることが多くなった。懐いてくることもあるが、すぐに臍へそを曲げて「嫌きらい」とわめくこともある。

「うさ太郎」

「ほっといてよ。あっち行け！」

「嫌いやだね」と返して八尋はソファの肘ひじ掛かけに飛び乗り、うさ太郎の顔を睨み下ろす。うさ太郎はふうと溜ため息いきを吐つき、ボトムの中に手を差し入れた。

「うさ太郎！」

　これだから油断ならないのだ、と八尋はうさ太郎の頭に蹴けりを入れる。

「痛いっ！　なんだよ！」

「なんだよじゃない！　こんなところでそんなところに手ぇ突つっ込むな！」

「しょうがないだろ。体が勝手に熱くなるんだもん」

「……っこの、発情うさぎ！」

　八尋が、うさ太郎に張り付いている一番の理由は、これだ。

　発情期らしいうさ太郎は、八尋の姿になったとき、ちょっと催もよおすとすぐに自じ慰いを始めようとする。目を離はなすと、裸はだかになって、所構わず性器を弄いじり出すのだ。

　初日、八尋が耳を塞ふさいでいる間に舜也はやり方を教えていたらしい。あまり舜也に触れたり見られたりしていなかった、ということには安あん堵どしたが、これはうさ太郎が一人でできるようになった弊へい害がいだった。

「お前はうさぎだからわからないかもしれないけど、人間はそんなこと人前ではしないの！」

「えー」

「舜也に怒おこられただろ？」

　八尋の言葉に、うさ太郎がびくりと手を止める。

　あれは入れ替かわって、最初の月曜日のことだ。うさ太郎がこれほどの性せい欲よくを持て余しているとは思わず、八尋は日没後もなお、間借りしている客間で仕事に没ぼつ頭とうしていた。

　舜也が帰宅するまで仕事に集中していた八尋は、まさかリビングでとんでもないことが起きているとは露つゆほども思っていなかったのだ。

　うさぎの聴ちよう力りよくで家の外の舜也の足音を聞きつけ、八尋は仕事を中断し玄げん関かんへ迎むかえに行った。出迎えたところを舜也に抱だき上げられ、そろってリビングに向かったのだが、その惨さん状じようを見て二人揃そろって固まってしまった。

　──あ、ご主人……おかえりなさぁい。

　えへ、と笑ったうさ太郎は、下半身を晒さらした状態で自慰にふけっていたのだ。

　あまりのことに、八尋は舜也の腕うでの中で気を失いかけた。もしかしたら、わずかだが意識が飛んだかもしれない。

　勿論やったらやりっぱなしなので、手足は精液で汚よごれ、床ゆかにもそれらが点在していた。青あお臭くさい匂においのする部屋はすぐに換かん気きされ、会社帰りで疲つかれているだろうに、舜也はうさ太郎を風ふ呂ろに入れたのだ。動物的に水浴びは怖こわいらしく暴れたが、舜也に叱しつ責せきされ、うさ太郎は泣きながらシャワーを浴びた。

　そしてうさ太郎は再びレクチャーを受け、「自慰の後始末」までをセットで覚えさせられた。

　しかし安心したのも束つかの間、翌日、自慰をしすぎて性器が痛くなったらしく、帰宅してすぐの舜也に「ご主人、どうしよう、赤くなった……ここ腫はれて痛いの」と言いながら局部を見せるという暴挙に出たのだ。

　以来、自慰行こう為いをしないように八尋はうさ太郎に目を光らせるようにしている。なにせ、これは「お互たがいの体」なのだ。うさ太郎に好き勝手されては困る。

　次の日目覚めたら、うさ太郎が擦こすった性器が痛くて半泣きになったのも記憶に新しい。

　──それに、まだ家の中だからいいものの、こんな姿を万が一誰だれかに見られたら……社会的に死ぬ。

　もう一度蹴りを入れると、うさ太郎は不満げに唇くちびるを尖とがらせた。身を起こしたうさ太郎に睨みつけられ、八尋はファイティングポーズを取るようにステップを踏ふむ。

　けれどうさ太郎は不ふ機き嫌げんな表情のまま、再びソファに伏ふした。

「……うさ太郎？」

「──つまんない」

「なにが」

　こちらはひやひやするばかりだと八尋が睨むと、うさ太郎は足をばたつかせながらもう一度同じ言葉を繰り返した。

「つまんなーい」

「だから、なにがだよ」

「好きって言えない、オナニーもできない、交こう尾びもしない。人間ってつまんない」

　このところ制限されてきたことを列挙するうさ太郎に、八尋はどきりとする。

「素す直なおに生きればいいのに、面めん倒どうくさい」

「……人間にはＴＰＯってものがあってだな」

　それをうさぎの姿で説く虚むなしさといったらなかったが、なんとかそれだけを返す。

　うさ太郎は拗すねたように膝ひざを抱かかえた。その様子を眺ながめながら、自分の表情筋は案外機能しているものだなと感心してしまう。

　うさ太郎は動物であるからか、とてもあけすけに色々な感情を表に出した。

　自分の顔なのに、挙動のせいでひどく幼く見えるせいか、まるで弟のような気分になってくる。息を吐いて、八尋は肘掛けからシート部分に飛び降りた。

　前まえ脚あしで、うさ太郎の頭をくりくりと撫なでてやる。

「今日金曜日だから、舜也に構ってもらえよ。明日あした休みだし」

　宥なだめる八尋の言葉に、うさ太郎は拗ねながらも頷うなずく。

　そうして執とり成していると、舜也の足音が微かすかに聞こえた。

「舜也、帰ってきたみたいだぞ」

　八尋がそう言うと、うさ太郎はばっと身を起こしてソファから降りた。弾はじき飛ばされそうになり、可愛かわいいかもと思ってしまったのを心の中で訂てい正せいする。

　うさ太郎がばたばたと玄関に向かうと、タイミングよく舜也が帰ってきた。

「ご主人！　お帰りなさーい！」

　ドアを開けるなり飛びつかれて、舜也は今日は両手に買い物袋ぶくろを提さげていたが、面めん喰くらいながらもうさ太郎を受け止める。最初こそよろめいていた舜也も、多少なりとも心構えがあるからか、今は危なげなく抱だき留めていた。

　そして、うさぎのときの習慣だったのか、二人で頰や目元、額にキスをしあうのが最近の慣例だ。

　けれど、今日のうさ太郎はいつもよりしつこい。外見が八尋なこともあり、舜也は微び妙みような顔をしてうさ太郎の口を塞いだ。

「ご主人、ご主人、もっとキスしよ」

「うさ太郎ハウス！　おかえり、舜也」

　ぽてぽてと歩きながら、八尋も舜也を出迎える。舜也はうさ太郎から身を離し、八尋を抱き上げた。

「ただいま、八尋」

「……っ」

　やはり「うさぎへのただいまのキス」も習慣として身についてしまっているのか、舜也はうさぎの八尋にもキスをしてくる。

　最初こそ驚おどろいたものの、舜也が意識している様子もないので、八尋も敢あえて抵てい抗こうはしなかった。まだ緊きん張ちようもするが、やはり舜也からキスをされるのは嬉うれしい。これは、うさぎの体だからこその特権だ。

　まさか舜也も、八尋がそんな邪よこしまなことを考えているとは思ってもいないだろう。

　キスも、うさぎの体を撫でる掌てのひらも優やさしくて、嬉しいのに胸が切なくなる。

「あ、そうそう。買ってきたぞ。はい」

　リビングに戻もどると、舜也は両手に提げていた買い物袋の中身をテーブルの上に広げた。

「あっ……！　これは！」

「これだろ？」

　舜也が買ってきてくれたのは、先日言っていたカムフラージュの願い事であるフィギュアだ。

　今日が発売日だったのだが、舜也はちゃんとチェックしてくれていたらしい。やけに大荷物だと思ったら、帰宅途と中ちゆう目に入ったコンビニに寄って、あるだけ買ってきてくれたようだ。

「あ、ありがとう……！」

　噓うそを吐ついている罪悪感も覚えるし、オタクでもない舜也にこれを大量に買わせてしまったというのも申し訳ないことこの上ないのだが、欲しかったフィギュアと、彼が自分のためにしてくれたのだと思うと嬉しくなってしまう。

「蓋ふたが応おう募ぼ券だとか言ってたから、大量に買ってきた。今日から頑がん張ばって食うからな、人間になったらお前も手伝えよ……って、おい、俺が開けてやるって」

「大だい丈じよう夫ぶ！　うさぎの手でもなんとかなるから！」

　興奮しているせいか、ふんふんと鼻息が出る。爪つめと前脚の指と口を使って、苦心して箱を開ける。ころりと出てきたフィギュアは、うさぎの体で見ると等身大とまではいかないが相当大きく見えるのに、それでも粗あらが少ない。

「ふぁー！」

「……気に入ったのならよかったよ」

　若じやつ干かん呆あきれられているかも、という考えも頭の隅すみにあるのだが、存外高クオリティだったフィギュアの出で来き栄ばえに八尋は盛り上がる気持ちを抑おさえきれない。

　舜也はつっこみなどは入れず、他ほかの箱を開けて、横に並べてくれた。

「きたこれー！　かっ、かっ、かっ、可愛いー！」

「あとこれがシークレットってやつか？」

「ふおお……！」

　箱の横にあるラインナップに写真の載のっていないフィギュアが、ことんとテーブルの上に置かれる。両前脚で持ち上げて、八尋は震ふるえた。色んな角度から眺め、抱き付く。しかしうさぎの腕は短く、ぽろっと落ちてしまった。

「……さて、そろそろ飯にしていいか？」

「あっ、うん！　ごめん！　色んな意味でごめん！」

　はっと顔を上げて、それでも嬉しげな声が出てしまう八尋に、舜也が笑った。

「戻るためのものではあるけど、そんなに喜んでもらえると買ってきた甲か斐いがある。あと、明々後日しあさつて……月曜か。ちゃんと有休取っといたから」

「えっ」

「えっ、って。お前が言ったんだろ。限定品欲しいから電器屋に並ぶって。朝からだろ？」

「う、うん……！」

　覚えていてくれたんだ、と再びきゅんとする。舜也はいいよと笑って、今日も冷蔵庫の中にある材料でてきぱきと料理を始める。

　うさ太郎は相変わらず手伝わず、八尋を抱っこしながら舜也の周りをうろうろとしていた。今日は応募券のため大量に購こう入にゆうされた、カップスープも食しよく卓たくに並んだ。

　八尋は、流石さすがにラビットフードを食べることができないので、人間用の皿に盛られたサラダを食べる。他愛たわいのない話をしながら食事をしていると、舜也が「そういえば」と切り出した。

「そっちもなんか忙いそがしそうだけど、大丈夫か？」

「うん。やっとひと段落したとこ。今回はうさ太郎の件もあって計画的にやってたから、期日としてはいつもよりちゃんと終わったかも」

　冗じよう談だん混じりに言った八尋に、舜也はそうか、と顎あごを引いた。

「うさ太郎と入れ替かわってから、シャワーしか浴びてないだろ。風ふ呂ろ、入るか？」

「……え、でも」

　確かに、夕方にはうさ太郎と体が入れ替わってしまうので、風呂にはずっと入っていない。うさ太郎は風呂には入らないので、このところ朝にシャワーを浴びる生活だった。風呂に入りたいと思わないではなかったが、人の家で自分のためだけに朝風呂は沸わかせない。

　隣となりの実家に戻ろうかとも思ったこともあったが、万が一うさぎに変わってしまったらと思うと、無理してまで入浴しようとも思えなかった。

「たまには朝風呂もいいだろ」

「……うん、じゃあお言葉に甘えて」

　座りっぱなしの仕事で、肩かたや腰こしも痛いので正直なところとてもありがたい。

　どういたしましてと笑う舜也の気き遣づかいが嬉しい。きっと今うさぎの体でなかったら、だらしなくにやけてしまっていたに違ちがいなかった。










　翌朝目覚めたら、既すでに起きていた舜也が風呂を用意してくれていた。

　お先にどうぞと言われたので、躊躇ためらいつつもお言葉に甘えて入らせてもらう。

「うおー……生き返る……！」

　久し振ぶりに浴よく槽そうに浸つかって手足を伸のばす。甘い香かおりの入にゆう浴よく剤ざいが入っていて、心身共に解ほぐれたような気がした。腕うでや肩などのコリを解しつつ、うさぎの耳と尻尾しつぽも丹たん念ねんに洗う。

　──なんか、こうして気を遣つかってくれんの……嬉しいな。

　仕方なくやってくれているのだとしても、それでも舜也に構われるのが嬉しい。血流がよくなって温まった体とともに、心もぽかぽかとしてくる。

　朝風呂をしっかりと堪たん能のうし、色々な意味でのぼせながら立ち上がった。ドアを半分開けて、脱だつ衣い所に何故なぜか舜也がいることに気づいて慌あわてて閉める。

　男同士なのだから気にせずに出るべきだったと気付いたのはそのすぐ後で、不ふ審しんに思われないかと狼ろう狽ばいしていると、舜也のほうから声をかけてきた。

「八尋。着き替がえ、置いておいたから」

　舜也の科白せりふに、脱衣所に着替えを置くのを忘れていたことに気づいた。裸はだかで出ていかなくて済んだけれど、衣服を用意されたのも恥はずかしい。

「あ、ありがと……」

「で、悪い。間ま違ちがってお前の部屋着、洗せん濯たく機きに入れちまった。俺ので悪いけど、置いとく」

「えっ？　あ、うん。どうも」

　舜也が出ていく気配を察して、ゆっくりとドアを開ける。舜也が置いていってくれたのは、八尋の下着と、舜也のものと思われるパジャマの上だけだった。脱だつ衣い籠かごなどをひっくり返してみたものの、ズボンはない。

　──まあ、暑いからなくてもいいけど……。

　少々心もとなくはあるが、特に気にしないことにして袖そでを通した。

　──舜也のパジャマ。

　体格の差があるせいか、だいぶ大きい。腕を捲まくらないと、袖で手が隠かくれてしまう。

　──萌もえ袖！　彼シャツ！　……って、俺じゃ萌えねーよ。ねーよ。

　そんな自分にへこみつつ、洗せん濯たくしてあることは承知だったが、袖の匂においを嗅かいでみた。ちょっと変態っぽいなと苦く笑しようしながらも、舜也の服を着るのは心が浮うき立つ。

　ぺたぺたと裸足はだしでリビングへ向かうと、舜也はソファで新聞を読んでいた。こちらに気づき、視線を上げる。八尋は匂いを嗅いでしまった後ろめたさを隠すように笑った。

「あの、ありがとな。風呂と服」

「……いや。結構風呂長いんだな。水分とっとけよ」

　身の置き所に困りながらも、八尋はソファの端はしっこに座らせてもらう。舜也が用意してくれていた冷たい茶を飲みながら、ふう、と息を吐はいた。

　──やば、本当にのぼせたかも……。

　火ほ照てった体に、冷たい茶が心地ここちよい。八尋は、まだ少し大きい氷を、口に含ふくんで転がした。そして、うさぎ耳を摑んで扇あおぐ。

　先さき程ほどまで新聞を読んでいたくせに、舜也はいつのまにかこちらを見ていた。

　視線を意識したのと同時に、ふわりといい匂いが漂ただよってくる。茶の匂いだろうかと匂いを嗅いでみるが、そうでもないらしい。

「どうした？」

「ううん、なんでもない……うさ太郎は？」

「まだ寝ねてるみたいだから、ケージのほうに移した」

　いつもはソファで寝ね起おきしているうさ太郎は、確かにケージの隅っこでまだ寝ていた。大福のようなフォルムで目を瞑つぶっている。

「結構爆ばく睡すいしてる？　もう昼なのに」

「うさぎって夜行性だから、本当は今が寝るタイミングなんだよ」

「あれ？　そうだったんだ」

　うさ太郎の生活サイクルは自分たちとそう変わらないので、てっきり昼行性かと思っていた。

「俺に合わせてるつもりか、最近は夜寝てることも多くなったけど、基本は夜行性だな」

　けれど今は舜也に慣れきったということもあり、寝るときは目を閉じるし、夜に寝ることも多いそうだ。八尋はうさ太郎の体になっても、夜になると眠ねむ気けが襲おそってくるので気づかなかった。

「あと知ってたか、うさぎって目ぇ開けたまま寝られるんだぞ」

「へー！　そうなんだ。やってみようかな今度」

「怖こわいからやめとけ。飼いはじめのときとか目開いたままじっとしてるからなんだろうと思って調べた。新しい家に来たばかりのときは警けい戒かいしてるから、目を閉じずに寝るんだと」

「へー……っと、ごめん。電話」

　もうちょっと話していたいという気持ちもあったが、無視してまで話をして怪け訝げんに思われても嫌いやなので、携けい帯たい電話を取る。電話の相手は、真古刀だ。

『もっしもーし。今日暇ひま？』

　唐とう突とつに誘さそってきた真古刀に苦笑しながら、八尋は廊ろう下かのほうへと向かう。真古刀は八尋が舜也の家にいることを知らないし、余計な発言が舜也の耳に届いたらことだ。

　案の定、すぐに『舜也とはどうなった？』と訊きいてきた。

『あの後全然連れん絡らくないし。今日あたり、進展あったかどうか聞かせろよ』

「……進展なんてないよ」

　ちょっとだけ、距きよ離りが縮まったかもしれない、と思うことはあった。結局お互たがいになにも言い出さずにいるけれど、昔のように仲良くできている気もしていた。

『馬ばっ鹿かなにやってんだよー。家飲みついでに今後の対策立ててやるから来いよ』

「いや、ちょっと無理かな……」

　真古刀の誘いに、冷や汗あせをかく。今は耳も出ているし、丸いものを見ずにやりすごせるとは思えない。信用してはいるが、秘密がばれて、真古刀に嫌けん悪おされたらと思うと怖かった。

『ていうか、今どこにいんの？　すげえぼそぼそ喋しやべってるけど』

「……今はその」

　廊下から、リビングのほうを振ふり返る。ドアが閉まってはいるが、念のために声を潜ひそめたまま言葉を繫つないだ。

「……舜也んちにいるんだ、実は」

　隠れて電話したり、真古刀の声のボリュームを気にしたりしているより、状じよう況きようを伝えたほうが身の処し方を考えてくれるだろうかと、そこだけを告げる。一いつ瞬しゆんの間の後、真古刀は今までにないくらいの大声で叫さけんだ。

『はあ!?　ちょ、なんで!?　してんじゃん進展！　長年の恋こいが実ったか!?』

「声でかい！　そういうんじゃないんだよ。のっぴきならない事情があって……今はちょっと説明できないけど、舜也の世話になってる」

『なんだそりゃ、どういう……』

「ごめん。切るぞ」

　あとでメールする、というのを免めん罪ざい符ふに、八尋は電源を切った。

　リビングへと戻もどって、先程と同様にソファの端へ座る。ほっと息を吐くと、「仕事？」と舜也が声をかけてきた。

「え？　いや、真古刀だった」

「……へえ」

　いつの間にか不ふ機き嫌げんそうになっていた舜也だったが、不意に、怪訝そうに眉まゆを顰ひそめた。

「八尋、具合悪いか？」

「え……なんで？」

「いくら風ふ呂ろ上がりっていっても、顔赤いぞ」

　舜也の指が頰に触ふれ、その冷たさに八尋は首を竦すくめた。

　言われてみると、なんだか少し体も怠だるいかもしれない。シャツの襟えりのボタンを一つ外し、ぱたぱたと扇いで風を送る。

「ん……なんかのぼせたかも」

　ふー、と息を吐き、ゆっくりと瞬まばたきをする。また、あの香かおりが漂ってきた。

　──なんだ？　なんの匂いだ？

　どこから香るのだろうとグラスの匂いを嗅いでいると、舜也が首を傾かしげる。

「どうした？」

「ん……？　なんかいい匂いしないか？」

　ここだろうか、と顔の横のうさぎの耳を鼻先に当ててみるが、これも違ちがう。八尋の言葉に、舜也も鼻を動かした。

「別に、なにもしないぞ」

「え、するって。なんか……なんだろうこの匂い？　甘いっていうか、でもなんか生っぽいっていうか……」

「生っぽい？　なんだそれ？　いい匂いなのかそれは？」

　言われてみれば確かにそうなのだ。けれど、今まで嗅いだこともないようなそれは、とてもいい匂いに思えてしまう。

「あ、これ……かな」

　袖そで口ぐちを顔に当て、息を吸う。グラスの中身でも外から香ってくるものでもなく、今身に着けている服からするようだ。けれど、嗅いでいるうちに、舜也のほうからもっと強い香りがすることに気づいた。

　──あ、いい匂い。

　フレグランスだろうか。それにしても、その匂いを嗅いでいると、まるで酩めい酊ていしたような気分になる。

　いい匂いがする、もっと嗅いでみたい──そんな思いに囚とらわれて、八尋は舜也に鼻先を寄せる。

「や、八尋？」

「ん……？」

　名を呼ばれ、顔を上げる。八尋が思っていたより至近距離に、舜也の顔があった。

　子供の頃ころよりシャープになったが、決して厳いかつくはない。相変わらず整った顔立ちだなと感心しながら、八尋は舜也の肩かたに頭を乗せた。

　頰を摺すり寄せて、舜也の首筋に鼻を押し当てる。ぷる、と耳が震ふるえた。

　──ああ、なんかすっごい……いい匂い。

　それだけで幸せなような、けれど胸が締しめ付けられるような気分になって、八尋ははあ、と息を吐いた。思いのほか熱っぽい吐と息いきになってしまう。

「ん……」

　鼻にかかった声が出て、なんだか頭もぼんやりしてくる。

　一体どうしたんだろう、と自分の体のことなのに、どこか他人ひと事ごとのような思考回路に違い和わ感かんを覚えたとき、舜也が再び「八尋」と名を呼んだ。

「え」

「おい、どうしたんだよ」

　顔を覗のぞき込まれて、はっとする。

　一体今まで自分はなにをしていたのだろう。

　我に返ったのと同時に、八尋は初めて自分が舜也の腕うでにしがみついていたことに気が付いた。

　しかも、無意識にすりすりと体を擦すりつけていたようで、自覚した瞬しゆん間かん、八尋は硬こう直ちよくする。

「ごっ……ごめん！」

　両手を慌あわてて解ほどき、後あと退ずさる。しかも、何故なぜか自分のものが兆きざしはじめていた。

　隠かくすように、八尋は舜也に背を向ける。舜也のほうに向けた尻尾しつぽが、ふるふると震えた。

　──なにこれ……絶対おかしい！

　当然、八尋は酒など飲んでいない。いつ自分の意識が朧おぼろになったのかも曖あい昧まいだ。飲酒したときですらこんな酔よい方をしたことはないし、まして体を擦りつけるだなんて考えられない。

　しかも、厄やつ介かいなことに体の熱は冷めないどころか徐じよ々じよに上がっていく。吐息は熱く、中心も硬くなったままだ。息が震え、脚あしの間がきゅんとする。

　既すでにうさ太郎のせいでいろんな状態のそれを見られているが、人間である自分の意識が残った状態でのこれはあり得ない。

　──うさぎの呪のろい!?　またなんか新たな弊へい害がいなのか!?

　どうにか処理をしたいが、立ち上がったらたちどころに今の己おのれの状態が舜也にばれることだろう。けれど、じっとしていても治まりそうにない。

　唇くちびるが戦慄わななき、湧わき上がってくる欲よくに指先が痺しびれてくる。

「ぅあっ！」

　不意に、背後から尻尾を摘つままれて、八尋は上ずった声を上げてしまった。今そんないたずらをするのはやめて欲しい、と文句を言いたいが、口を押さえて堪こらえる。

「八尋」

「っ……！」

　肩を摑んで、振り向かされる。心配そうに顔を覗き込まれ、それなのに熱くなる体が恥はずかしくて、涙なみだが滲にじんだ。

「舜也、離はなしてマジで、なんか俺……」

　せめて平静を装いたいのに、それすらも難しい。勝手に乱れようとする息を必死に抑おさえて、却かえって息を上げながら八尋は舜也を押し返した。

「八尋」

「っ……」

　耳を擽くすぐる低い声に、ぞくぞくと這はい上がってくるものがある。離れて、と哀あい願がんする声が上擦った。

「もしかして、八尋も発情期の影えい響きようが出てる……のか？」

「発情期……っ!?」

　動物相手ならばともかく、自分がぶつけられるにはいかがわしい単語に、八尋は瞠どう目もくした。舜也は思案する様子で、顎あごを引く。

「うさ太郎がたまに夜這いに来ることがあるけど、そのときもこんな感じで」

「ちょ、なんだそれ……聞きたくなかった……！　いつの間に!?」

「八尋が寝ねてるときとか」

「言えよ馬ば鹿か！」

　あまりの恥ずかしさに八尋は嚙かみつく。力んだせいかまた熱が上がった気がした。

「は、発情期なんて冗じよう談だんじゃ……、っ」

　けれど、舜也の説は的外れではないのだろう。意識したからか、余計に体が疼うずく。股またを押さえて必死に堪えていると、不意にうさぎの耳を摘ままれた。

「ひぁっ！」

　突とつ如じよ与あたえられた刺し激げきに、びりびりと体が痺れる。八尋は情けない悲鳴を上げてしまい、慌てて口を押さえた。

　一体なにが起こっているのか、泡あわを食っていると、背後から伸のびてきた手が足の付け根に触れてくる。

「えっ、えっ？」

　大きな掌てのひらが、するりと腿ももを撫なでた。際きわどい場所に触れられて、今度は全身が震える。

「ぁ……、っ」

　唇から、甘い声が勝手に零こぼれる。息が切れ切れになり、手で口を押さえた。

　すっかり動転して浅く呼吸を繰くり返していると、耳元で舜也が囁ささやく。

「……八尋がいやじゃないなら、手伝ってやるけど」

「えっ？」

　朝とは思えないような卑ひ猥わいな空気に、八尋は眩暈めまいを覚える。うさ太郎の最初の発情のときを思い返して、更さらに熱が高まった。けれど、八尋はうさ太郎と違って自じ慰いの仕方は知っているので、助けはいらない。

「や、別に……っ、その、自分でできるから！」

　このままではまずいとなけなしの理性が働き、身み動じろぎをした。舜也の手をなんとか引き剝はがそうとするが、手が震えて力が入らない。

　弱々しい抵てい抗こうをたやすく押さえつけ、舜也が先さき程ほどまでよりも、深く八尋の体を抱だき込む。密着した体に、八尋はひくりと喉のどを鳴らした。

　耳元にかかる舜也の息が、心なしか熱い。

「我が慢まんしなくていいから……こっち向けよ」

　応こたえずにいると、舜也の拘こう束そくが緩ゆるむ。にわかに腕の中から解放されたが、導かれるまま彼の膝ひざの上に向かい合わせに乗せられた。

　八尋は熱に浮うかされたまま、舜也の顔を見下ろす。神経が昂たかぶりすぎて、目がちかちかした。

　真っ直すぐに見つめてくる瞳ひとみに、背筋が震えた。

　舜也が、切れ長の目を細める。大きな手が八尋の後頭部を撫で、項うなじに触ふれた。指の腹が産うぶ毛げをそっと擽っていき、八尋は唇を戦慄かせる。

「……んっ？」

　頭を引き寄せられた、その流れで舜也に唇を奪うばわれる。びくりと強こわ張ばった八尋の体を解ほぐすように、舜也の手が首筋や脇わき腹ばらを撫でていく。

「ぅあ」

　狼狽うろたえながらも無意識に開いてしまった口の中に、舜也の舌が入ってくる。咄とつ嗟さに押し返そうと伸ばした舌を甘嚙がみされ、鼻にかかった声が漏もれた。

「んぁ……ぅ、っ」

　舜也の歯が舌に立てられるたびに、びくびくと体が跳はねてしまう。

　どうして舜也が自分にキスなんてするんだろう、という戸と惑まどいは、与あたえられる快感に溶とけていった。次し第だいに体からは力が抜ぬけ、すっかり痺れた八尋の舌に、舜也は宥なだめるように舌を絡からめてくる。

　舜也の舌は何故か甘く、八尋は無意識に軽く吸った。

「ふ……ぅ、ぁ」

　今まで味わったことのない快感の波に、涙が零れた。

　もっと、と胸中で請こうた八尋の欲よつ求きゆうを叶かなえるように、キスは深くなる。気が付いたら、舜也の首元にしがみつきながら夢中で唇を合わせていた。

　先程の「いい匂におい」はもっと色いろ濃こくなって、舜也から香かおった。その匂いに包まれると、朦もう朧ろうとするのに、体がどんどん熱くなっていく。

「ん、っ？」

　唐とう突とつな刺激に、官能の波に沈しずみかけていた意識が引き上げられる。

　先程まで項を撫でていた舜也の手が、シャツの裾すそを捲まくり、肌はだに直接触れてきた。背骨の上、皮ひ膚ふの薄うすいところを辿たどった指は、そのまま下着の中に差し込まれる。

「んぁっ」

　布に覆おおわれていた尻尾に指が触れたそのとき、八尋は思わず唇を離してしまった。

　振ふり返って尻尾を確かく認にんし、再び舜也の顔を見返す。

　自分でも覚えのない感覚に戸惑い、ただそこを触さわられてはいけないような気がしてくる。本能的に不安を抱いて、とにかくやめて欲しいと頭を振った。

「そ、そこは……」

「ん？」

「ひゃっ！」

　指と指の間に尻尾しつぽを挟はさみ込まれて、軽く腰こしを浮かせて仰のけ反ってしまう。いやだ、と肩かたを押し返した八尋の腰をがっちりと抱かかえて、舜也は容よう赦しやなくそこへ触れてきた。

　舜也は指の股に差し挟みながら、指先で尻尾と皮膚の繫つながった部分を擦ってくる。

「やだ……あ、あ、っ」　>>>♥

　押し揉もまれるそこから甘い疼きが湧き上がってきて、八尋は喉を震ふるわせる。開いた唇から零れるのは紛まぎれもなく嬌きよう声せいで、性器を弄いじられているわけでもないのに乱れてしまう。

　マッサージをするように優やさしく動いていた指も、まるで追い立てるように強弱を付けて動き始めた。

「駄だ目め、駄目だって、あ……あ、っ……──！」

　尻尾を弄る手にぐっと抱だき寄せられ、硬くなっていた己のものが舜也の腹に押し付けられた瞬しゆん間かん、八尋は達してしまった。

「ぅ、ん……っ」

　頭が真っ白になり、膝が震える。舜也の肩を摑み、唇を嚙んで、喘あえぐのを堪えた。強く目を瞑つぶり、襲おそってくる快感の波を必死にやり過ごす。

　ふと目を開けたら舜也は八尋の顔をじっと見つめていた。はあはあと荒あらく息を吐はきながら八尋もぼんやりと見返す。

　最初に我に返ったのは舜也のほうで、あからさまに動どう揺ようした様子でティッシュを取った。

「……尻尾って、性感帯なんだな」

　そんなことを言いながら、舜也は手や八尋の太ふと腿ももを汚よごしたものを拭ぬぐう。

　そうだとも違ちがうとも言えず、八尋は無言を貫つらぬいた。舜也も特に答えを期待していたわけではないのか、意地悪く問い詰つめたりはしない。

　八尋が口でなんと言おうと、既すでに体がその答えを出しているのだ。

「もう一回軽くシャワー浴びてこいよ」

「ん……」

　舜也は、八尋を膝の上から降ろした。ふわふわとした気分のまま八尋は頷うなずいて、風ふ呂ろ場ばへ向かった。それを、舜也が呼び止める。

「八尋、あのな……気にするなよ。本能というか、生理現象だからしょうがないことだし」

「……今のは、介かい護ごみたいなもんってこと？」

「え？　あ、うん。そうだな。だからあんまり落ち込むなよ」

　うん、と返してリビングを出る。

　一度抜いたせいか、体はすっきりしていた。酔よったような思考も、だいぶ改善している。冷静になったら、先程までの自分の行状に血の気が引いた。

　半分うさぎ化している弊へい害がいなのか、舜也の言う通り「発情期」のような状態だったのかもしれない。けれど、「発情期だから」という言葉が免めん罪ざい符ふになるわけでもない。自分が醜しゆう態たいを晒さらした事実は変わらないのだ。

「ひー……！」

　頭からシャワーを浴びながら、舜也の前で晒した痴ち態たいに身み悶もだえした。

　今いま頃ごろになって、羞しゆう恥ちが決けつ壊かいしたように襲ってくる。舜也は自分と違って冷静だったからこそ余計に恥はずかしい。半泣きになって、八尋は汚してしまった下着を洗った。

　その一方で、先程の舜也の科白せりふが蘇よみがえる。

　──……介護だってさ。

　八尋が意識するほど、舜也は気にしていないような感じだった。だからこそ、余計に身の置き所がない。舜也はうさ太郎を通してこの体に何度か触れているけれど、八尋にとっては舜也に触られるのは初めてなのだ。

「介護でキスすんのかよあいつ……いや、慣れてたらそういうもん？　なのか？」

　よく考えれば、飲み会やテレビの中などでは、ゲイでなくても罰ばつゲームのようなものでキスする人たちもいる。

「罰ゲームかい……」

　もしかしたら舜也も、などと期待したが、がっかりだ。せめて気持ち悪いとは思われたくないと願うばかりである。

　なんとなく雰ふん囲い気きに流されてしてしまったのだろうが、今いま更さら後こう悔かいしたところで、やってしまったものは取り返しがつかない。顔を合わせづらいと思いながら脱だつ衣い所に出ると、舜也は再び着き替がえを置いておいてくれていた。

　長なが袖そでのＴシャツに、今度はハーフパンツもついている。やはり先程のは、ズボンをつけ忘れていたらしい。みっともない姿で出てしまったと、更に後悔事案が増えてへこむ。

　恐おそる恐るリビングに戻もどってみるが、舜也の姿が見当たらない。

　不安になってきょろきょろとしていると、舜也がトイレから出てきた。目が合って、舜也は微かすかに目を見開く。

「シャワー浴びたか？　……っ、おい？　なんだよ？」

　近寄って、八尋は舜也の匂いをくんくんと嗅かいでみる。先程の、頭が痺しびれるような匂いはもうしなかった。自分からも、しない。

　いつまでも鼻を動かしていると、舜也に肩を摑んで引き離はなされた。

「……なんでもない」

「なんでもないって、おま……痛っ！」

　急に舜也が悲鳴を上げて、八尋は目を丸くする。彼の足もとに、いつのまにか起きていたうさ太郎がいた。

　ぶー、と鳴きながら前まえ脚あしで舜也の脚を叩たたき、だっと走り去る。八尋が追いかけて手を伸のばすと、やはり前脚で叩き、ソファの隅すみで丸くなってしまった。







　その後は、先さき程ほどのことはなかったことになり、日中は掃そう除じや洗せん濯たくなどの家事をして、舜也がＤＶＤを見ている横で、八尋もながら見をしながら仕事を進めた。キスして、自じ慰いを手伝ってくれた男はあまりにいつも通りで、少々もやもやとしながら時間は過ぎた。

　体が変わる前のタイミングを見計らって少し早めの夕飯を済ませる。

　歯を磨みがき終わって、数秒と立たないうちに、八尋の体はうさぎに変化した。四足歩行でリビングに向かうと、舜也の叫きよう声せいが耳に届く。

「舜也!?」

　見ると、舜也がソファの上に押し倒たおされていた。今日は一日大人しくしていたはずのうさ太郎の挙動に、八尋は急いで走り寄る。

「ちょ……っ、うさ太郎なにしてるんだ！」

　舜也も日に何度も災難である。止めに入ろうとすると、うさ太郎がぼろぼろと泣き出し始めて、これには八尋も舜也もぎょっとしてしまった。

「うさ太郎？」

「おい、うさ太郎。どうした？」

　舜也は上体を起こし、うさ太郎の目元を拭う。うさ太郎は目を擦こすりながら、盛大にしゃくりあげた。

「や、八尋ばっかり……ずるい、俺、俺だって、ご主人に触って欲しいのに……っ」

　初回以降、舜也と八尋の姿をしたうさ太郎は、性的な接せつ触しよくはしていない。何度か夜よ這ばいをかけられてはいたようだが、すべていなし、しなだれかかられる度たびに、我が慢まんをしろと言い含ふくめていると舜也も言っていた。

　そしてうさ太郎も、飼い主である舜也の命令には逆らわず、べったりとくっつく程度で落ち着いている。八尋が目を光らせていることもあって、自慰も控ひかえているようだった。

　それなのに、日中八尋と舜也がキスをしあったり、手しゆ淫いんを施ほどこしたりしているのを見て、うさ太郎はずっと怒おこっていたらしい。

「なんだよ、二人で俺のこと仲間外れにして！」

「そりゃお前、うさぎを交えてはできないだろ」

　舜也の指し摘てきに、今は人間だもん！　とうさ太郎が吼ほえる。そして舜也の手を取り、その指先をぱくんと口に入れた。

「っ、うさ太郎」

「ご主人、俺にも触さわって。ねえ、触って」

　言いながら、うさ太郎が自らボトムをずらす。触って、と何度も請こうて、舜也の手を脚の間に導いた。止めたいところだったが、同じく舜也に片思いをしている八尋は、後ろめたさもあって邪じや魔ますることができない。

　きっと舜也は、八尋に触ふれたように、うさ太郎にも触れるのだろう。そう思っていたが、舜也ははっきりと「駄目だ」と返した。

　八尋は驚おどろいて顔を上げる。うさ太郎が「どうしてぇ……？」と泣き出してしまった。

「これは、お前の体じゃないだろ？　だから、お前が好きにしていいものじゃない」

「……なんで？　今は俺だよ？」

「お前はうさぎだろ？　人間じゃない」

　はっきりと口にした舜也に、うさ太郎はショックの表情を浮うかべる。舜也の言っていることは間ま違ちがいではないし、現状で八尋にとっても困った事態なのは間違いがないのだが、うさ太郎の気持ちを思うと胸が痛くなる。

「ご主人は……俺のこと、嫌きらい……？」

　声を震ふるわせて問うたうさ太郎に、舜也は息を吐はく。ひ、ひ、と泣き声を上げるうさ太郎を、舜也は抱だき寄せ、頭を撫なでた。

「馬ば鹿か、嫌いなわけあるか。愛してるよ、お前は俺の家族なんだから」

　望む形では応こたえられないけれど、と言い添そえた舜也に、うさ太郎は唸うなりながらも抱だき付く。

　家族に対するものでも、はっきりと「愛してる」と言った舜也にどきりとした。そして、家族でもない自分を顧かえりみて、身を切られる思いをする。

　そしてうさ太郎は、同じ舜也の科白で、八尋とは異なるショックを受けていた。

「俺……うさぎに戻りたい、ご主人。結局人間になれないんなら、うさぎのほうがいい……」

　うさ太郎はそう言いながら、子供のように涙なみだを流す。

　──俺のせいだ。

　八尋はソファにぴょんと飛び上がり、うさ太郎の手を舐なめる。うさ太郎は洟はなを啜すすった。

「ごめんな、うさ太郎」

「なんで八尋が謝るの？　俺も人間になりたかったんだよ。だから神様に言ったんだ」

　ごしごしと目をこすり、うさ太郎は深い息を吐いた。

「人間になったら恋こい人びとになれるって思ったんだ。……ご主人がね、毎晩俺にキスしてくれたの。で、好きだよ、って沢たく山さん沢山言ってくれてたの。俺のこと、一番好きだよって──」

「っ……！」

　舜也が、とても気まずげな顔をしたが、茶々は入れなかった。うさ太郎は悪びれることなく舜也と八尋を見て、「どうやったら戻れるの」と今いま更さらなことを言って眉まゆ尻じりを下げる。

　それがわかれば苦労しないんだ、と二人で大きく溜ため息いきを吐ついた。










　元に戻りたい、という気持ちが一丸となったところで戻れるものでもないらしい。

　もしかしたらと期待していたが、八尋も恐らくうさ太郎も、元には戻らなかった。朝目覚めたらやはりうさぎの耳と尻尾しつぽが生えたままで、八尋は落らく胆たんする。

　その翌日、舜也は早朝からスーツではなくラフな服装に着替え、でかける準備をしていた。

「舜也、どこ行くの？」

「どこって、お前も行くんだよ。前に言ってただろ、電器屋にもフィギュア売ってるって」

「え……でも」

　丸いものを認にん識しきすれば、うさぎに変身してしまうという状じよう況きようでは危険すぎるのではないか。そう躊ちゆう躇ちよした八尋の頭に、舜也は大きめのキャスケットを被かぶせた。

「大だい丈じよう夫ぶだろ。俺もついてるから」

　ふっと目を細めた舜也に、八尋の胸は激しくときめく。恐らく、土曜の朝のことで気落ちしている自分を少しでも慰なぐさめよう、ということなのだろう。朝から惚ほれさせてどうするつもりだ、と心中で激しく動どう揺ようしながら、八尋は頷うなずく。

　家の中で暮らしながら、八尋は丸いものを認識しない、目を逸そらす癖くせをつけた。一人で歩くのは心もとないが、舜也が付いてきてくれるのならば安心だ。

　うさ太郎に留守番をさせて、二人は早朝の電車を乗り継ついで電器屋へと向かう。電器屋の前には既すでに列ができていたが、整理番号をもらって無事買うことができた。

　売り場に着くなり、適当に箱を取ろうとした舜也に「ちがーう！」と思い切り駄だ目め出しをしてしまった。そこそこ大量に生産されているフィギュアとはいえ、よくよく見ると微び妙みように個体差があるのだ。わずかなインクのずれは勿もち論ろん、箱の綺き麗れいさにもこだわりたい性質の八尋は、待機列があるのであまり吟ぎん味みはできないが、そんな講こう釈しやくを垂れつつしっかり吟味をして購こう入にゆうした。

　舜也はそれを黙だまって待っていてくれたが、店を出る頃ころには心なしかげっそりしていた。

「……意外と大丈夫だったな。商品のほうも、体のほうも」

「……も、申し訳ない。お陰かげ様さまで……」

　舜也が用意してくれた大きめのキャスケットを、四苦八苦しながら被る。うさぎの耳は、その中になんとか収まった。尻尾は下着の中に入れ、ショルダーバッグで腰こしを隠かくす。念のため、トップスは八尋の体には大きい舜也のものを借りて尻尾をより目立たなくさせた。

　なんとか見た目には普ふ通つうと変わらないように装えたが、借りた服が平素の八尋の服を考えれば勇気がいるオシャレ服だったので、それにまた心もとない気持ちにさせられたが。

　──……オタクでもなんでもない一いつ般ぱん人のイケメンをフィギュア待機列に並ばせるのって、思った以上の罪悪感だったでござる……。

　こちらが意識するほど、舜也は屁へとも思っていないようだったが、八尋はずっと申し訳なくてしょうがなかった。列から外れていいよと言っても、「変身したらどうすんだよ」と言って、盾たてになってくれた。

　おまけに、人前でうさぎになるわけにはいかないからと、ずっと舜也のシャツの裾すそを摑んで背中に顔を押し付けていたので、通りすがりの他人に「カップルうぜえ」と言われてしまったのがまたいたたまれなかった。

「どうした？　あんまり好きなフィギュアじゃなかったのか？」

「あ、ううん。そんなことない、めっちゃ嬉うれしい。これすごい好きなディーラーさんが原型やってて、顔がアニメ版そのものなのに肉感的でさ」

「ふーん」

　舜也が笑え顔がおで相あい槌づちを打つ。ぺらぺらと語り出しそうになって八尋は慌あわてて口を閉じた。

　隣となりに並んで歩いていると、まるでデートのようだと余計なことを意識してしまうのでオタクトークをかまそうと思っていたのだが、優やさしい目で見られてますます気き恥はずかしくなる。

　目的のものを買い、カフェにでも行くかと歩いていると、急に肩かたを抱き寄せられた。

「えっと、舜也……？」

「左、見るなよ」

　耳元で囁ささやかれ、びくりと背筋を伸のばす。恐おそらくその方向に、円形のなにかがあるのだろう。帽ぼう子しを押さえ、緊きん張ちようしながら歩いた。

　こんなときだというのに、子供の頃、おばけ屋や敷しきに入ったときに同じように歩いたことを思い出してしまった。あのときは少なからず舜也も怖こわかっただろうに、八尋をしっかり支え、前を歩いてくれたのだ。あの頃と変わらない優しさに、頰が緩ゆるみそうになる。

「……もういい？」

「大丈夫」

　ほっと息を吐いて、八尋は舜也から距きよ離りを取る。礼を言うと、舜也は目を細めた。

　今日は、舜也のエスコートに助けられてばかりだ。電車の中でもつり革かわを見ることもできない八尋のためにさりげなく腕うでを出してくれたし、時折耳に押し上げられそうになる帽子を直したりしてくれる。

　しかもそういうことを照れもなくやってくれるもので、随ずい分ぶんと慣れているんだなと感心してしまった。もし逆の立場なら、自分には到とう底ていできそうにない。

「あ」

「えっ、なに？」

　立ち止まった舜也に、八尋はびくっと肩を強こわ張ばらせる。舜也は逡しゆん巡じゆんした様子を見せた後、「ここで待ってろ」と言っていなくなってしまった。

「え、舜也……！」

　しかし、不用意に動けないし視線も動かせないので、八尋は待っているしかない。

　数分後、舜也が戻もどってきた。

「舜也、どこに……」

「ほら、やるよ」

　慌てて掌てのひらを差し出すと、そこに懐なつかしい変身ヒーローの小さなミニフィギュアが落ちてきた。カプセルトイであるそれは、八尋が変身してしまわないようカプセルが外された状態だ。

「なにこれ」

　首を傾かしげると、満面の笑みだった舜也の表情が焦あせりに変わる。

「……あれ？　好きじゃなかったっけ」

　昔、舜也とあまり遊ばなくなった頃に好きだった変身ヒーローだ。舜也はもうその頃になると、アニメや特とく撮さつ系は卒業していて、サッカーや格かく闘とう技ぎなどを好んで見ていた。

　けれど、ちゃんと覚えていてくれたのだ。

　当時これ以上ないくらいに大ハマリしていたので、今でもグッズなどを見かけると欲しくなる。このカプセルトイも、販はん売ばいされていることは知っていたが、丸いものを見ると変身してしまうので、手に入らないかも、とひっそりと落胆していたのだ。

　このところ落ち込み気味の八尋の気持ちを、少しでも上向かせようとしてくれているのだろう。そのことも嬉しかったけれど、舜也が自分の好きなものを覚えていてくれた、そしてもう疎そ遠えんになったと思っていたのに、その当時も自分を見てくれていたのだということを知って、嬉しくなる。　>>>♥

　じっと見上げていると、目だけでどうかしたのかと問われる。八尋は笑って首を振ふった。

「うん。大好き。ありがと、舜也」

「──あ、ほら違ちがうじゃん！」

　まるでこちらに聞かせるように、唐とう突とつに女性の声が割って入ってくる。八尋ははっとして、舜也から心持ち距離を取った。

　背後から、二人の女性が追い越こしてくる。カジュアルな服装の二人に見覚えがなく、目を瞬またたいていると、左側の巻き髪がみの女性が「真船さん、こんにちは」と笑った。

　舜也の顔をうかがえば、作り笑顔を浮うかべている。

「遠えん藤どうさんと渡わた辺なべさん。奇き遇ぐうだね」

「もう、ほんとびっくり！　あ、初めましてー、真船さんと同じ会社で働いてます、遠藤です」

「渡辺です」

「あ、どうも初めまして。兎山と申します」

　会え釈しやくをした八尋に挨あい拶さつを返しながら、巻き髪の女性とボブカットの女性が好こう奇き心しんを含ふくんだ値ね踏ぶみするような視線を向けてくる。穏おだやかに微笑ほほえみを浮かべているが、目が怖い。あまりに密着していたので、なにか変な風に思われたのだろうかと、落ち着かない気持ちになる。

　そして目の前でこそこそと耳打ちをし合って、二人は改めて八尋と舜也に向き直った。

「真船さん、休日どころか週末に飲みに誘さそってもあんまりいいお返事くれないんですよー」

「あ、そうなんですか」

　うさ太郎を飼ってからは、その面めん倒どうを見るために時間を使っていると言っていたが、同どう僚りようには言っていないのかもしれない。ちらりとうかがうが、舜也はなにも言わなかった。

「だから絶対彼女いるよねってみんなで話しててー」

「そしたらあそこ歩いてんの真船さんじゃない？　ってなって。でも隣にすごい仲良さそうな人いるから彼女かなって思って、覗のぞいちゃえって」

「男友達と一いつ緒しよですいませんね」

　そんな軽口を叩たたく舜也を横目に、覗き込んできた二人が、丸い形のアクセサリーを着けていなくてよかったと、心底胸むねを撫なで下ろす。

　そして、二人は再び内ない緒しよ話ばなしをして、八尋を見やった。

「でも、なんか意外」

「ね、真船さんのお友達が、こういうタイプって思わなかった～」

　無む邪じや気きな感想に、ずきりと胸が痛む。

　舜也と八尋は、確かにタイプが違う。性格だって舜也が陽ようなら八尋は陰いんだし、舜也は昔からアクティブでアウトドアな遊びを好んでいたが、八尋は今でもインドアのオタクだ。顔だって、舜也は文句なしの男前なのに対し、八尋は印象が薄うすく弱々しい地味な顔立ちである。

　幼おさな馴な染じみだ、という背景を知らなければ、確かに一緒に行動することは意外に思えるだろう。

「真船さん、お昼まだならご一緒しません？」

　ボブカットの女性が、舜也の腕に突とつ然ぜんしがみつく。舜也は別に嫌いやがるでもなく、鷹おう揚ように笑っていた。

　──でれでれしちゃって。

　別に腹を立てる権利など自分にはないのに、親しい雰ふん囲い気きを出す二人に心が蟠わだかまる。

「でも、二人は二人で予定があったんじゃないの？」

「えー、別に用もなく遊びに出ただけですー。ね、ご飯食べに行きましょ」

「兎山さんも来ます？」

　ついでのように言われ、八尋は笑顔を作って帽子を目ま深ぶかに被かぶった。

「や、俺はちょっと行きたいとこあるんで」

　華はなやかな彼女たちは、傍はたから見ても舜也と釣つり合っている。この場に相応ふさわしくないのは、自分のような気がした。きっと彼女たちも、八尋を邪じや魔まに思っているに違いない。

　オタクとはいえ、自分を見み極きわめる力くらい持っている、と八尋は距離を取る。

「えー、そうなんですかぁ？」

「うん。舜也は彼女たちと飯行ってきなよ。俺ここでいいからさ」

「は？　おい、八尋」

　じゃあそういうことで、と言い残して、八尋は踵きびすを返した。背中から八尋を呼ぶ声がしたが、振り向かず、走り出す。すぐに携けい帯たい電話の着信音が鳴ったが、八尋はそれを無視した。

　──あんなに、楽しくて、嬉しかったのに。

　先さき程ほどの女性二人の視線や言葉を思い出し、悲しみや口惜くやしさに唇くちびるを嚙かんだ。

　けれど、たったあれだけのことで醜みにくく嫉しつ妬とする自分に、なによりも腹が立つ。

　──家で引きこもってればよかった。

　舜也の傍に立つのが相応しくないと、そう思い知らされた気分だ。舜也の横に立つなら、彼女たちのほうが確かに似合っていて、反はん駁ばくすらできない。

　すぐに息が切れ、それでさらに情けなくなりながら、とぼとぼと歩き出した。

　何度目かの着信に、恐おそる恐る携帯電話を手に取る。表示されていた名前は舜也ではなく、友人の真古刀からだった。ほんの少しの躊ちゆう躇ちよのあと、八尋は通話ボタンをタップする。

「……もしもし」

『おい、結局昨日の話はどうなったんだよ』

　真古刀の言葉に、そういえば結局なんの説明もしないままだったと思い返した。

　忘れていたというのはその間で伝わったのか、友達甲が斐いのないやつ、と小言を食くらう。

「あのさ……」

『なに』

「真古刀のところに暫しばらく……」

　泊とめてくれないかと言いかけ、口を噤つぐんだ。

　あまりに無む謀ぼうな話だったし、なによりここまで世話になった舜也に対して不義理がすぎる。逃にげるのは簡単だが、ここで拗こじれたら一生後こう悔かいすることになるのもわかっていた。

　なんでもない、と口にすると、真古刀が電話の向こうで黙だまり込む。

「真古刀？」

『……なんか、あったのか？』

　険しい声に、八尋は苦く笑しようする。

「違うよ。……ただ、ちょっと自分が嫌になっただけ。ごめん、マジで気にしないで」

『八尋』

　また電話するから、と言って八尋は電話を切った。

　自分は、因幡さんの呪まじないが解けない限り、舜也と離はなれるわけにはいかないのだ。
















　たっぷり逡しゆん巡じゆんして、八尋は舜也の家へ戻もどった。鍵かぎを預かっていなかったので、もしかしたら今日はうさぎの姿で野宿する羽目になるかもしれない。そんな覚かく悟ごをしながら、八尋はとりあえず玄げん関かんのチャイムを鳴らしてみる。

　舜也が帰ってくるまでどうしていようかと息を吐つくと、ドアが開いた。

「──八尋！」

　飛び出してきた舜也に、玄関に引きずり込まれる。そしてそのまま、彼の腕うでの中に抱だきしめられた。

「あ、あの」

　苦しいくらいに抱きしめられ、八尋は目を白黒させた。

　真古刀と話したあと、多少寄り道をしたとはいえ、それほど長時間ぶらついていたわけでもない。女性と食事をしてくるはずの舜也が、何故なぜもういるのだろう。

　戸と惑まどいながらも、抱きしめられたのが嬉うれしくて、驚おどろいて、固まってしまう。

「よかった……！　お前になにかあったら、どうしようかと思った……！」

「……ごめん」

　こんなにも、舜也が真しん剣けんに自分の心配をしてくれているとは思わず、罪悪感を抱いだきながらも胸がいっぱいになってしまった。舜也の心の中に自分がいるのだと教えてもらったような気がして、勝手に臍へそを曲げて帰っただけだったのに、と申し訳なくなりながらも嬉しくてたまらなくなる。

「……ほんと、ごめん。自分の面倒も見られないのに、勝手に離れて」

　抱き返そうとして、躊躇してやめる。舜也は一いつ瞬しゆん腕うでを緩ゆるめ、頭を振ふった。

「誤解させた俺が悪いんだ。お前は今普ふ通つうの状態じゃないし、お前が遠えん慮りよする性格だってわかってたんだから、早いところ話を切り上げるべきだった」

「違ちがうよ。だって会社の人なんだから、邪じや険けんに扱あつかうわけにはいかないだろ？　だからあれで正しかったんだよ」

　自分の身勝手を、舜也が気に病やむ必要などない。八尋は、舜也に悪いところなんてなかったと必死に言い募つのる。

「いや、俺が」

「違う、俺が」

　だから俺が、と同時に口にして、はたと顔を見合わせる。

　いつまでも玄げん関かん先で抱き合っていたことに気づき、顔が熱くなった。舜也は虚を衝つかれたような顔をして、顔を逸そらす。気き恥はずかしい空気が流れ、どちらともなくそっと体を離した。

「で、その……飯は？」

「いや、食ってない。お前が帰ってきたら食おうかと思って」

　帰る途と中ちゆう、デリで弁当を購こう入にゆうしたらしい。焦あせっていた割りに周しゆう到とうな男だと、八尋は感心してしまった。勿もち論ろん八尋も食べていないので、少し遅おくれて昼飯を取ることにする。

　靴くつを脱ぬいで玄関に上がると、チャイムが鳴った。

「あ、俺出るよ」

　八尋が振り返り、ドアを開けると、来客がものすごい剣けん幕まくで立っていた。

「──八尋！」

「えっ、あれ？　真古刀？」

　ドアの向こうに立っていたのは、先程電話をくれた真古刀だった。その手には手て土産みやげと思われる、ケーキ屋の紙かみ袋ぶくろが下がっている。

「なんでここに？」

　八尋の疑問に、真古刀が盛大に顔を顰しかめる。

「あんなテンションで電話切っておいてよく言うなお前……電話じゃ埒らちが明かなそうだったから、直接来たんだよ」

　邪魔する、と廊ろう下かにいた舜也に挨あい拶さつをして、真古刀は家主の許可を得る前に上がり込んできた。舜也は若じやつ干かんなにか言いたそうではあったが、諦あきらめたようにリビングへ向かう。八尋も慌あわてて二人を追いかけた。

「舜也」

　舜也の袖そでを引いて呼び止める。振り返った舜也がどことなく不ふ機き嫌げんそうで、八尋は瞠どう目もくした。

「ごめん」

「……なんで八尋が謝るんだ」

　低い声で返され、やっぱり舜也が機き嫌げんを損そこねていることを知る。

　びくりと身を強こわ張ばらせ、八尋はしどろもどろになりながら口を開いた。

「ご、ごめん。俺さっき真古刀と電話して……そのとき中ちゆう途と半はん端ぱに話切ったから、心配したみたい……で……」

　話しているうちに、舜也の眉み間けんに寄った皺しわがどんどん深くなってくる。

　尻しりすぼみになった言い訳に、舜也は眉まゆを寄せたまま相あい槌づちを打った。

「俺の電話は取らなかったのに、真古刀の電話は取ったわけだ？」

「え、いや……あの」

　失言をした。舜也は真古刀が上がり込んだことよりも、真古刀を優先したことを不快に思っていたらしい。自分が無視をされていてそれでは、確かに腹も立つだろう。己おのれの不誠実さを告白した形になって、八尋はしどろもどろになる。

　八尋の言い訳を聞く気はないのか、舜也はすぐに背中を向けてしまった。

　追いすがろうにも、逃げ口上すら思い浮うかばなくて、八尋はしゅんと肩かたを落とす。

　先にリビングに到とう着ちやくしていた真古刀は、うさ太郎と戯たわむれていた。うさ太郎は、突とつ然ぜん知らない男に抱き上げられて、「誰だれだお前！」「離せ！」「ご主人に言いつけてやる！」と応戦していたが、彼の言葉が聞こえない真古刀は元気だなあと笑っている。

　そして、八尋と舜也に気づいて、二人の様子に怪け訝げんな顔をした。

「なんだよ、二人揃そろって辛しん気き臭くさい顔して。八尋いじめんなよ舜也」

「……誰がいじめてんだよ」

　真古刀の軽口に、舜也が本気で苛いら立だちを含ふくんだ声を出す。

　真古刀はきょとんと眼を丸くして、八尋を見やった。うさ太郎をケージに戻し、首を傾かしげる。

「ふうん？　まあいいけど」

「お前こそ、なにしに来たんだよ」

「なんだよ、昔むかし馴な染じみの家に遊びに来るくらいいいだろ？　ていうか、寧むしろ俺としては八尋が舜也と仲良くしてるってだけで大事件だから来たんだけどな」

　八尋の気持ちを知っている真古刀の言葉に、まさか余計なことは言わないだろうなと不安になる。舜也はじっと真古刀を睨にらみつけた。

「なんで今、八尋がここに住んでるのか理由がわかんないからさ」

「……いちいち説明することでもないだろ」

　確かに八尋は舜也に長年片想いをしていて、仲良くしていたわけではない。

　真古刀からすれば、八尋が舜也の家に入り浸びたりになっていると聞けば不可解に思うだろう。

　特に真古刀と友達になった頃ころは、舜也の態度は硬こう化かしていて、どちらかといえば辛つらく当たられていた時期だった。ゲイ友達でもある真古刀には、今は仲良くないけれどまだ片想いをしていると、何度も話している。

「八尋のお母さんに連れん絡らくしたら、暫しばらく帰ってないっていうし」

「だからなんだよ。別に真古刀には関係ないだろ」

　舜也の言葉に、真古刀は目を丸くする。

　確かに説明のしようもないし、もし知られたら気味悪がられるのではないかとも思う。

　心配してくれている舜也の気持ちは嬉しいのだが、その言い方にはらはらしてしまう。自分のせいで真古刀からの印象が悪くなるのではないかと懸け念ねんした八尋とは裏腹に、真古刀は呵か々かと笑い飛ばした。

「関係ないってひっでえなぁ。せっかくお土産持ってきたのに、怒おこるなよ」

　そう言って、真古刀は携たずさえてきた小さな紙袋を持ち上げた。

「わざわざ駅前のケーキ屋に行ってから来たんだぞ。ほら」

　真古刀はごそごそと紙袋から透とう明めいな菓か子し箱を取り出す。そして、その中身が見えるように、こちらに傾かたむけた。

　箱の中には、黄色やピンク、水色、緑、赤など色とりどりの──

「──マカロン。可愛かわいいだろ？」

　真古刀が言い終わらないうちに、八尋は恐おそらく、彼の視界から消えた。










「……なるほどねえ。その因幡さんとやらの魔ま法ほうというか呪まじないというか。神通力っていうのか、こういう場合？」

　大して驚くでもなく、存外あっさりと納なつ得とくした真古刀に、八尋は目を丸くした。

「信じてくれるのか」

「信じるも信じないも、目の前で人間がうさぎに変わるなんて非科学的なことが起こってるし。逆に魔法がどうとか言われるほうが納得というか」

「……そっか」

　気味が悪いと思われるかと危き惧ぐしていたが、「逆に合が点てんがいった」と笑ってくれたのでほっとした。

「ところで秘密を知られたら戻もどれないとかそういうルールはないわけ？」

「ないと思う。因幡さん、そこまできっちり考えてなさそうだし」

　本人にそんなことを言えば憤ふん慨がいしそうだが、五分経過した後、八尋は再び人間の姿に戻れたので、そこまでややこしい呪いはかけられていないようだった。

　真古刀はにっこりと笑い、八尋の肩を叩たたく。

「俺も色々協力するから、頑がん張ばろうぜ」

「……うん、ありがとう。ほんとに」

　取り敢あえず、秘密を共有する相手ができたことが心強い。それに、きっと八尋は二度と普ふ通つうの人間の姿には戻れないだろう。

　願いなど、叶かなうはずがないのだから。

　本当のことなど言えないし、フィギュアが揃そろってしまった後のことを考えると気が重かったが、真古刀もいるからきっと大だい丈じよう夫ぶだ。なんとか頼たのみ込んで、真古刀に頼たよらせてもらおうと八尋は考えていた。

　今すぐに、と思い立たないのは打算だ。

　あと少し、もう少しだけ、舜也の傍そばにいたい。期限を決めなければだらだらと同居を続けてしまいそうだから、そのうち出ていく準備をしなければとも思う。

「なんだよ、そんな顔すんなって」

「ごめん、なんか色々……ほっとして」

　真古刀に小こ突づかれて、八尋は笑う。

　つと、不意に対面に座っていた舜也が立ち上がった。まるで、大きな音を立てることが目的だったかのように乱暴にテーブルに手をつき、キッチンのほうへと行ってしまう。びっくりした顔をしている真古刀と、舜也の背中を交こう互ごに見比べて、八尋は慌てて立ち上がる。

　キッチンには入れないので、対面のカウンターから舜也を睨んだ。

「なに怒ってんだよ」

「……怒ってないだろ？」

　人聞きの悪いことを言うなとばかりに、舜也は微笑ほほえんだ。けれど目が笑っていないので、八尋は眉を寄せる。

　──噓うそつけ。機嫌悪そうな顔してるくせに。

　嚙かみつきたい気持ちをぐっと抑おさえ、八尋は声を潜ひそめる。

「……真古刀にばれたから、怒ってんの？」

　八尋の問いに、舜也は冷蔵庫からペットボトルを取り出した姿で止まった。そして、八尋を見て、心なしか顔を赤くする。

「なに、言って」

「仕方ないだろ、あれは不ふ可か抗こう力りよくだったんだから。俺だって、舜也以外にばらすつもりなんてなかったんだけど」

　そんな言い訳をする八尋に、舜也は何故なぜか苦い顔をして唇くちびるを引き結んだ。

　自分の発言が、舜也に負担に思わせているのかもしれないことに思い至って内心焦あせりを覚える。八尋は慌てて、そういう意図はないことを説明しようと口を開いた。

「でも、今度は舜也にばっか迷めい惑わくかけないようにできるってことだから！　なんなら、真古刀に頼むからさ、俺、真古刀んちに世話になってもいい──」

「──は？」

　言い終わらないうちに低い声で返されて、肌はだがびりっと粟あわ立だった。思わず背筋を伸のばし、八尋は狼ろう狽ばいする。

「いつそんな話、決めたんだよ」

「……いや、別に決めたわけじゃないよ。さっき説明したばっかなんだから。ていうか、なんで怒ってんの、お前。ちょっと怖こわいんだけど」

　心当たりがなくてそう言うと、舜也はひどく疲ひ弊へいしたように嘆たん息そくした。

「別に怒ってないって言ってるだろ。客に茶出すの忘れてたから用意してんだよ」

　言いながら、グラスに冷たい麦茶を注ぎ、舜也は冷蔵庫を閉めた。やっぱりその動作は乱暴で、ばたんと大きな音が立つ。

　舜也が八尋を置いてさっさとテーブルに戻ったので、八尋も慌あわてて追いかけた。

　うさぎ化防止のために半分に切られたマカロンを齧かじっていた真古刀が、頰ほお杖づえをつきながら目を眇すがめる。

「なに痴ち話わ喧げん嘩かしてたんだよ」

「痴話喧嘩じゃないし」

　舜也がなにを怒っているのか、見当もつかないのだ。勝手に憤慨している舜也を睨むと、更さらに鋭するどい眼光で睨み返されて、八尋はつい腰こしが引けてしまう。

「変わらねえな、舜也」

　真古刀がにやにやと言うと、舜也は視線を逸そらし、何事もなかったような顔をしてグラスに口を付けた。一体なんのことだと目で問うも、二人ともなにも言ってはくれない。

　自分だけ蚊帳かやの外かと内心むっとしつつ、ここで食い下がるのも腹が立ったので、八尋も半分に切られたマカロンに手を伸ばした。

「八尋」

　口に運ぼうとしたのと同時に名を呼ばれ、視線を上げる。

　舜也は箱を結んでいたリボンで円を作り、それをこちらに向けていた。

「──うぎゃっ」

　テーブルに手をついていたため、前まえ脚あしがかかった状態でうさぎに変わってしまった。微び妙みように後うしろ脚あしが届かない高さだったため、踏ふん張る間もなくぽてっと床ゆかに尻しりもちをつく。

　しかも、マカロンは結局口に入らなかった。

　真古刀が大笑いしながら起こしてくれて、テーブルの上に乗せてくれたが、舜也はしれっとした顔で自分ばかり食べている。

「なにすんだよ！　なんでこういうことするわけ!?」

「なんとなく？」

　なんとなくで人をうさぎに変えるな、と八尋は後脚でテーブルを踏み鳴らす。

　真古刀は笑いを収めもせず、うさぎ可愛いなあと、悠ゆう長ちように言って尻を撫なでてきた。

「お前ももう少し男心っていうもんをわかればなあ」

「急になんの話だよ!?」

　慰なぐさめてくれるわけでもなく、真古刀はそんな言葉を口にする。

「食えばいいじゃん。うさぎって雑食だろ」

「草食だよ！　もし食えたとしても、俺は人間の姿で食べたかったの！」

　五分で元に戻るとはいえ、目の前でお預け状態にされるのは辛つらい。

　舜也がいくつも口に運ぶのを見ながら、うさぎの姿のままじっと待つ羽目になった。










　真古刀が帰ったあと、舜也は通常通りに戻った。

　通常とは、真古刀が来る前の彼ではなく、疎そ遠えんだった頃ころのような雰ふん囲い気きになった、ということだ。具体的にどこがというのではなく、普通に話してくれるし、面めん倒どうも見てくれるのだが、どこかよそよそしい。

　一度「なんか変じゃないか」と訊きいたことがあるけれど、はぐらかされてしまった。それ以上詳くわしいことは訊けていない。

　今朝けさも、あまり目を合わせてくれなかった。そのくせ、うさぎのうさ太郎には行ってきますのキスまでしたというのに。

　──……やっぱり、真古刀にバレちゃったこと、まだ怒おこってるのかな。

　舜也は最初から「怒っていない」と言っているが、やはりあれから態度がおかしくなった気がするのだ。怒った、というよりは、不用心な八尋に呆あきれたのかもしれない。一度は甘い雰囲気になれたと思っていただけに、喪そう失しつ感かんがものすごい。

　──面倒事ばかり起こしてるんだから、当たり前だよな。

　もっと一いつ緒しよにいたかったが、そろそろ離はなれるべきなのかもしれない。あれからまだ真古刀に打だ診しんはしていなかったけれど、近々連れん絡らくをしなければ、と決心した。

　テーブルで、うさぎの姿のままぽちぽちとキーボードを打っていると、八尋の携けい帯たい電話に着信がある。見れば、世話になっている編集プロダクション社員の兼かね岩いわだった。

　うさぎの姿のまま携帯電話を操あやつり、苦心しながら電話を取る。

「はい、兎山ですが」

『わー！　よかった捕つかまった！　兼岩です！　兎山さん、お願いがあるんですけどー！』

　兼岩は、出先から電話をかけているらしい。少々雑音が混じり、それがうさぎの耳にはひどく障さわる。用件はと言えば、八尋所有の希少本を貸してほしいということだった。そんなことを突とつ然ぜん言われても、と渋しぶるが、兼岩は食い下がる。

『実は作家さんが資料として欲しがってて……！　で、今日送る予定だったのに、俺、それを手配するの忘れてて！　これからご自宅に届けに行きたいんです。あの、該がい当とうページだけコピーするので、本はすぐにお返ししますから！』

　──って、言われても俺、今うさぎの姿なんだけど……。

「スキャンしてメールで送るんじゃ駄だ目めですか？」

『今、上うえ野のなんですよー！　会社戻もどってる時間どころか、俺別の資料も準備しないといけなくて……兎山さん、交通費は払はらうので、申し訳ないんですけど持ってきてもらえませんか!?』

　──うおお、更に無理！

「……どっかにファイルごとアップするんで、ダウンロードしてもらうとか」

『その作家さん、ＰＣ使われてないんですううう』

　国立国会図書館にはあるかもしれないが、そこに移動して書しよ架かから探してコピーして、では時間がかかる。それならば、位置関係から言っても八尋が届けたほうが早い。

　だがそれは、八尋が人間だった場合の話だ。

「……いや、でもちょっと……今は障りがあるというか」

　断り文句を口にする気配に、兼岩が兎山さん、と悲鳴じみた声を上げる。

『お願いします！　人気作家さんなんで、どうしても点数稼かせいでおきたいんです！』

「でも、うーん……」

　普ふ段だん世話になっている相手だし、今後のこともあるので助けてやりたいのはやまやまだが、無い袖そでは振ふれない。思案している八尋の視界に、ふとうさ太郎が映る。

　──……いやいや。待て待て。無理だろう。うさぎの頃ころですら外に滅めつ多たに出たことないって言ってるし。

　相変わらずソファの上でだらけているうさ太郎を目に、ふと浮うかんだ案を、頭を振って却きやつ下かする。

『兎山さぁん！　一生のお願いですぅっ！　今度奢おごりますからー！』

　半泣きの悲痛な声に、八尋は苦く渋じゆうの決けつ断だんを迫せまられる。

　一応、うさ太郎は人間らしいことができないわけではない。多少なりとも脳の記き憶おくが残っているのか、うさぎの頃にはできなかった筈はずの掃そう除じ洗せん濯たくなどをしたり、漢字を読んだり、計算したりもする。八尋がついていれば、駅へ行って、電車に乗って、人と話すことくらいは可能かもしれない。

　そんな考えが過よぎり、八尋は無言で思案する。

「……ちょっと、一いつ旦たん電話切っていいですか？」

『ええ!?　見捨てないで……っ』

「すぐにかけ直しますから。またあとで」

　電話の向こうから悲鳴が聞こえたが、一旦終話ボタンをタップした。

　携帯電話の画面を注視していた目を、うさ太郎のほうへと向ける。ソファの上で寝ね返がえりを打ち、うさ太郎はぼんやりとしていた。

　──いや、無理だって。うさ太郎、人間の姿じゃ一回も家から出たことないし、それに電車だって乗ったことないし……。

　そう思っているのは確かなのに、八尋の足はうさ太郎のほうへと向かった。

「……うさ太郎」

「ん？」

　呼びかけると、うさ太郎はソファの上で寝ね転ころがりながら膝ひざを抱かかえて、八尋を見やる。

「無理ならいいんだけど。無理なら」

「なにが？」

「あのさ……お願いがあるんだけど」







「ありがとうございますー！　兎山さんっ」

「んーん。気にしないでいいよー」

　八尋が拍ひよう子し抜ぬけするほど、うさ太郎はまったく滞とどこおりなく待ち合わせ場所へと辿たどり着いた。

　改札を抜ぬけたところで待っていた兼岩が、やけにテンション高く礼を言っている。八尋は、ハーネスを付けてうさ太郎のバッグの中に潜ひそみながら、余計なことを言わないかどうかはらはらとしていた。初手から敬語を使っていないあたりがもう駄目かもしれない。

　念のため、舜也にはうさ太郎と一緒に書類を届けるために外出をする旨むねを伝えた。舜也からは心配しているのか説教しているのかわからないメールと一緒に、なにかあったときのためにと、会社の住所が送られてきた。今朝も八尋に対して素そっ気なかったのに、こうして心配してくれることが不ふ謹きん慎しんながら嬉うれしい。

　幸か不幸か舜也を頼たよる事態にはならなそうだとほっと胸を撫なで下ろす。

「はい、本」

　うさ太郎に頼たのんで実家へと戻り、探し出した本を兼岩に渡わたす。

　うさ太郎の喋しやべり方がいつもの八尋とは違ちがうが、一いつ瞬しゆん会話をする程度だから大だい丈じよう夫ぶだろう。案の定、特に聞き咎とがめなかった兼岩が頭を下げた。

「ありがとうございます！」

「がんばってねー」

　鞄かばんの隙すき間まから、うさ太郎が兼岩の手を握にぎるのが見えてぎょっとする。兼岩は一いつ瞬しゆん違い和わ感かんを覚えたようだが、急いでいてそれどころではないのか、じゃあと踵きびすを返して行ってしまった。鞄から顔を出し、八尋はうさ太郎を仰あおぐ。

「……うさ太郎、余計なことはしなくていいんだよ」

「なんで？　頑がん張ばってって言っただけじゃん」

「……まいっか。ありがとな。じゃ、帰ろう」

「ねー、ここってご主人の『会社』があるとこなんだよね。どこ？　ご主人どこにいる？」

　先さき程ほどメールでやりとりをしたときに、そんな話をうっかりしてしまった。早く帰れとお達しが来ていたと告げると、うさ太郎は不満げに唇くちびるを尖とがらせ、改札に向かって歩き出す。

　鞄の中のＩＣカードを咥くわえて再び顔を出し、うさ太郎に渡した。教えた通り改札にカードを置いて通ったうさ太郎は、ほい、と八尋にカードを返す。鞄の隙間から顔を出し、八尋はカードを口に挟はさんだ。

「ねえ」

　突とつ如じよ知らぬ声をかけられ、カードを落としそうになる。

　うさ太郎の目の前には、見知らぬ背の高い男が立っていた。年は八尋とそう変わらないくらいで、なにかスポーツでもやっているのか、がっしりとした体つきをしている。

　男は、にやにやとしながらうさ太郎に近寄ってきた。

　どことなく感じた違い和わ感かんに、八尋は小声でうさ太郎を呼ぶ。うさ太郎が応こたえるより先に、男が再度「ねえ」と話しかけてきた。

　漸ようやく自分が声をかけられているのだと知ったうさ太郎が、首を傾かしげる。

「ん？　俺に言ってる？」

「そう。もし違ったら申し訳ないんだけど、同業者の人じゃないか？」

　男の言葉に、八尋はぎくりとする。

　八尋は、時折街を歩いていて、同様に声をかけられることがあった。同じ職業に就ついている、という意味ではない。

　平たく言えば、ゲイなのか、という意味だ。

　八尋は平素からゲイっぽい恰かつ好こうをしているつもりはないし、友人や同どう僚りようからもそんな危き惧ぐを抱いだかれたことはない。けれど、「同業」の真古刀曰いわく、「オネエやゲイだと誤解されているというよりも、ゲイだったらいいなと思われているということで、つまりはモテているということなのだ」ということらしい。

　そんなことを言われても、舜也以外の男に興味がなかったので嬉しくはなかった。

　──でもまさか、なんでこんなタイミングで来るんだよ！　逃にげろ！　うさ太郎！

　うさ太郎は、舜也がいつも着き替がえを用意しているので、平素の八尋よりも三割増し以上の見た目になっているような気がする。普段からゲイっぽい恰好はしていないし、今はもっと、のはずだ。それなのに、何故なぜ。やはり自分の見た目が悪いのか、と八尋は苦く悩のうする。

「よかったら、ちょっと遊ばないか？」

「んー……？」

　言われている意味がわからないのか、うさ太郎は首を傾げる。

　いいぞ、そのままわからないと逃げきれ、と心の中で応おう援えんしていると、うさ太郎がふふっと笑い声を漏もらした。そして、目の前の男の二の腕うでに触ふれ、その輪りん郭かくを確かめるようにするりと触れながら、手首を握る。

　たったそれだけなのに、やけにいやらしく見えて、八尋はぎょっとした。

「……それって、俺と交こう尾びしたいってこと？」

　熱っぽい吐と息いきを漏らしながら直球の科白せりふを吐はいたうさ太郎に、男が目を瞠みはる。

　けれど、すぐに唇を歪ゆがめ、うさ太郎の腰こしを抱だき寄せた。今はうさぎの体だけれど、欲よく情じようした見知らぬ男に自分の体を触さわられているのかと思うと、鳥とり肌はだが立つ。

　うさ太郎は自ら顔を寄せ、男の首筋に鼻を付けた。男も流石さすがに動どう揺ようした顔をしたが、お構いなしに匂においを嗅かいでいる。

「いい匂い……発情したオスの匂いがする」　>>>♥

　慌あわててうさ太郎の顔を見ると、発情と呼ぶにふさわしい婀あ娜だっぽい表情をしていて絶句した。男はうさ太郎を乱暴に引き寄せる。入れられているバッグが振ふり回され、八尋はその中で転がった。

「なんだよ、漁あさってた？　やる気満々だな」

「ねえ、どうなの？　するの？　しないの？」

　駆かけ引きなどする頭のないうさ太郎は、焦じれたような甘い声を出した。聴ちよう覚かくが鋭するどくなっている八尋の耳に、男が喉のどを鳴らすのが聞こえる。それが、自分の体に対するものだと思うと、逃げ出したいくらい不快な気持ちになった。けれど、ここで逃げるわけにはいかない。

　八尋は再びバッグの隙間から顔を出し、小声でうさ太郎を呼んだ。

「うさ太郎！　帰るぞ！」

　けれど、うさ太郎は手を引かれるまま男の後ろについて行っている。

「うさ太郎！」

　小声とはいえ聞こえているはずなのに、うさ太郎は返事をしない。それどころか、もう発情スイッチが入っているようで、人差し指や中指を卑ひ猥わいに咥えていた。

　──おいおい……！

　自分でもしたことのないようないやらしい表情に狼ろう狽ばいしつつ、八尋は鞄から身を乗り出した。前まえ脚あしをばたつかせてうさ太郎の脇わき腹ばらをひっかく。

「お前、舜也のことが好きだったんじゃないのかよ！　他ほかの男とやってもいいのか!?」

　好きな相手のことを思い出せば、我に返ってくれるかと一いち縷るの望みをかけて必死に小声で叫さけぶ。けれど性せい欲よくが優先なのか、貞てい操そう観念がないのかはわからないが、うさ太郎は改心する気配もなければ、八尋の言葉に耳を傾かたむける気もないようだ。

　──このうさぎ野や郎ろう！　所しよ詮せん動物かよ！

　八尋の説得もむなしく、うさ太郎は見知らぬ男のあとにのこのことついていき、ホームにあるトイレの個室に入った。こんな公衆の場所でと真っ青になったが、ホームに人の気配はあまりない。

　男は便座にうさ太郎を座らせ、鍵かぎをかける。施せ錠じようされる音を聞いて、八尋は震ふるえた。そこでようやく八尋の姿に気づいたのか、男は鞄からはみ出た生のうさぎに、ぎょっと表情を強こわ張ばらせた。

「なんだこれ、本物のうさぎか？」

　手を伸のばされ、怯おびえて体を引く。声を出すわけにはいかないので、ぴいと鳴いて震えていると、男は無理に触ろうとはしなかった。

　うさ太郎はそんなことはどうでもいいらしく、きょろきょろと周りを見み渡わたしている。

「ここでするの？　交尾」

　少し舌ったらずな喋り方をするうさ太郎に、男は苦く笑しようした。

「お前さぁ、交尾って言い方好きなのか知らねえけど、ちょっと萎なえるわ。普ふ通つうにセックスって言えばいいだろ」

　くん、と鼻を鳴らして、うさ太郎は笑えみを零こぼした。そしてボトムのボタンを外し、脚あしを開く。

「しよ、セックス」

「そんななにも知らないようなツラして……いきなりか？」

　そんな風に言いながらも、男は便座の前に膝ひざをついた。そして、うさ太郎の下着に鼻を付ける。耐たえ切れず、八尋は絶ぜつ叫きようするように鳴き声を上げた。ぴきー、と大声を張ったうさぎに、男がびくりと顔を上げる。

　必死に威い嚇かく音を鳴らす八尋に男は戸と惑まどっているようだったが、それを遮さえぎったのはうさ太郎だった。脚を男の体に絡からめて引き寄せる。

「あんなのほっといていいから、して」

「え、あ、ああ」

「して。俺ずっと我が慢まんしてたの。オナニーもしちゃだめって……だからもう、我慢できない」

　それが駄だ目め押しになったのか、男が再びうさ太郎の股こ間かんに顔を埋うずめる。

　──駄だ目めだ、俺じゃこんなの止められない！

　どうしよう、どうしよう、と迷いながら、舜也の顔が思い浮うかぶ。

　八尋ははっとして、個室のドアの下の隙間から抜ぬけ出した。飛び出してきたうさぎに、トイレの利用者が目を白黒させていた。

　それに構わずトイレを脱だつ出しゆつし、八尋は一目散に走り出した。脱だつ兎との勢いのごとく構内を走るうさぎに、道行く人も驚おどろいた顔をしている。

　──舜也、助けて！

　舜也の勤務先は、駅からほど近い場所にある。とは言うものの、人間の足では近いというだけなので、うさぎの足でどれくらいかかるかはわからない。

　──早くしないと犯おかされる……！

　三十分も経たてば、間ま違ちがいなく自分の体の貞操は奪うばわれるだろう。それまでに舜也のもとに行って、戻もどってこられるかはわからない。けれど、もうこれしか方法はないような気がするのだ。

　ここに来る前に見た地図を思い出しながら、必死に走る。

　途と中ちゆう、人の足にぶつかったり踏ふまれかけたり、烏からすに狙ねらわれたりして、何度も命の危機に晒さらされそうになった。既すでに周囲も暗いので、小さな動物など目に入らなくても当然だ。

　ぼろぼろになりながら、なんとか舜也の勤め先に辿たどり着いた。人間よりも息は切れないようだが、緊きん張ちようしていた分、疲ひ労ろう感かんはとてつもない。

　──どれくらい経ったんだろ……？　舜也、舜也……っ。

　助けて、と心中で叫びながらドアの前に立ったが、小さすぎるのか軽すぎるのか、自動ドアが反応しない。開けて、と必死になって自動ドアにかりかりと爪つめを立ててみたり、ジャンプをしてみたりと四苦八苦していると、人が通ったはずみで開いた。

　なんとか滑すべり込み、階段を使って上る。舜也の会社の入口も自動ドアだったが、フロアに呼び出し用の電話が置いてあった。幸い無人だったので、うさぎの姿で呼び出しをする。

「あの、企き画かく推進部の真船をお願いします！　今日お会いする約束をしていた、フリーライターの兎山と申します」

　震える声でそう告げると、少々お待ちください、と返ってくる。

　そして、一分もしないうちに舜也が血相を変えて現れた。

「八尋！」

「しゅ……っ、舜也ぁ……っ」

　あまりの安あん堵ど感かんに、八尋は泣きながら舜也の腕に飛び込んだ。涙なみだと鼻水が止まらず、ぐじゅぐじゅと泣いていると、舜也は宥なだめるように優やさしく触れながらも「どうした」と問うてきた。

「うさ太郎は？　一人なのか？」

　動揺する舜也の声に、今は泣いている場合ではなかったと、八尋はしゃくりあげながら口を開く。

「え、駅で、うさ太郎が男にナンパされて……、そのままトイレの個室で」

　八尋の言葉に、舜也が顔色を失くす。

「舜也、助け……っ」

　言うが早いか、舜也は八尋を抱だいて会社へと戻る。

　うさぎを抱いて現れた舜也に、オフィスにまばらに残っていた人々が、眼を丸くしていた。

「あれ、真船さんどうしたんですか？」

「うん。ちょっと出ることになったから、このまま直帰します」

　そう急いでいる風でもなく、舜也が帰り支じ度たくを始める。首に下げたＩＤカードをドアに通して、「じゃあお先に失礼します」とゆったりと頭を下げた。

　なにを吞のん気きに、とやきもきしていると、オフィスを出た途と端たん血相を変えて走り出した。

　階段を使って駆け下り、ビルを出る。

「トイレって改札の中か外か!?」

「えと、中。乗り場は……」

　ホームの番号を告げると、わかった、と言って舜也はものすごい勢いで走り出した。

　あっという間に駅に着き、八尋の誘ゆう導どうで先さき程ほどのトイレに辿り着く。中に入ると、利用者が二人いるほか、先程八尋が飛び出した個室がまだ使用中だった。

　そこには一人ではなく二人の気配があり、荒あらい呼吸や、啜すするような音が聞こえてくる。

　がた、となにかがぶつかるような音がしたあと、うさ太郎の嬌きよう声せいが聞こえた。

「……っ」

　聞くに堪たえなくて、八尋は舜也の胸に顔を埋める。

　一体なにが行われているのか、どこまでいっているのかはわからない。けれど、確かめるのも怖こわかった。舜也に見られてしまうのも、本当は嫌いやだった。

　中にいるのは、うさ太郎であって自分ではない。けれど、自分と同じ姿をしているものが他の男に抱かれているのを、舜也に見られるのも辛つらいということに今いま更さらになって気が付いた。

　助けて欲しいけれど、助けて欲しくない。

　土ど壇たん場ばで生まれた葛かつ藤とうに、八尋は舜也にしがみついた。震える体を撫なで、舜也が八尋の顔を隠かくすようにして抱き込む。見たくないだろうと配はい慮りよしてくれた優しさに胸が苦しくなった。

　舜也は一歩踏み出し、個室のドアを乱暴に殴なぐる。どん、と大きな音を立てると、中が静かになった。そして、返事が返ってくる前に再び、舜也がドアを叩たたく。

「──やひろ」

　地を這はうような声で呼んだ舜也に、個室の中から「ひぅっ」といううさ太郎の声が聞こえてきた。

「ここを開けろ。やひろ」

「ご、ごしゅじん……？」

　掠かすれ声は、どこか熱っぽく、個室の中で淫みだらな行こう為いが行われていたことを伝えてくる。

　舜也は歯は嚙がみして、もう一度ドアを打った。

「これ以上俺を怒おこらせるなよ、やひろ。今なら許してやるから出てこい」

　個室の中から、おい、と囁ささやく声がする。

「今から十数える間に出てこい。もし出てこなかったら、お前を捨てる。二度と、うちに入れないからな」

「やーっ！」

　カウントダウンが始まる前に、どたばたと音がする。ちょっと待て、そのまま出るなと男が制止する声がして、数秒後にドアが開いた。びくびくと怯えた表情のうさ太郎には、もう発情している空気はない。衣服の乱れは殆ほとんど見られないが、どこまでされたのか。

　うさ太郎の後ろに控ひかえていた男は舌打ちをしてすり抜け、舜也のほうを見もしようともしないまま「プレイに巻き込むんじゃねえよ」と悪態を吐ついて出て行った。

「ごしゅじ……」

　おずおずと話しかけようとしたうさ太郎の頰を、舜也は左手で打った。

　なにをされたのかわからなかったのか、うさ太郎がぽかんとする。徐じよ々じよに痛みを自覚したのか、頰を押さえたうさ太郎の眼に、大おお粒つぶの涙が溜たまった。

「いた、痛いぃ……」

　その科白せりふに、舜也がもう一度手を挙げる。

「舜也！」

　八尋が慌あわてて止めに入ると、舜也は歯嚙みして、手を下ろした。用を足していた他ほかの二人も、そそくさといなくなる。

「うさ太郎」

　呼びかけに、うさ太郎が身を強こわ張ばらせる。

「今、お前をぶつのをやめたのは、お前が痛がっていたからじゃない。それが、八尋の体だからだ」

　それで、最初の一発を左手にしたのはそういうことだったのかと気づく。

　うさ太郎はしゃくりあげて、頭を振ふった。

「いいか。その体はお前のじゃない。八尋の体だ。それを、お前は自分の欲よくのために他の男に……」

　言いかけて、舜也がぐっと詰つまる。そして、ひどく憎にく々にくしげに「触さわらせたんだ」と唸うなった。

　うさ太郎は叩かれた頰を押さえて、しゃくり上げる。

「だって、ご主人がしてくれないししちゃだめって言うから、だから」

「……俺を怒らせたいのか、うさ太郎」

　冷たい声を出した舜也に、うさ太郎がひっと息を飲む。自分が叱しつ責せきされているわけでもないのに、八尋の胸もきゅっと痛む。

「ごめんなさい、ごめんなさい……っ」

　大泣きし始めたうさ太郎の腕うでを引き、舜也は嘆たん息そくしてトイレを出る。

　自分の姿で大泣きされ、同年代の男に手を引かれる図を人前で晒すというのもひどく苦痛だったが、早くこの場から去りたいのも本当だった。

　うさ太郎はその後、ずっと泣き通しだった。電車の中でも歩行中もずっと泣いていて、家の中に入ってからも涙は止められなかったようだ。

　舜也はまったく慰なぐさめる気はないようで、リビングに放ほうりだして、自分はスーツを着き替がえに席を外してしまった。背中を向けた舜也に、うさ太郎はわーっと泣き声を上げて床ゆかに頽くずおれる。八尋は散々迷いながらも、突つっ伏ぷして泣いているうさ太郎に近づいた。

「……あんまり泣くと、眼が痛くなるぞ」

「うえー……、うっ、うっ、うあー……」

　なんで俺が、と思いながらも、うさ太郎を放ってはおけなくて、八尋は頭を撫でてやる。

「ご、ごしゅ、ごしゅじんに、きらわ、れっ、った……ひーん……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、お前のご主人は、優しい男だろ？　よしよし、泣くな」

　朝起きたら、自分がこの影えい響きようを受けるのだという気持ちもあったし、身も世もなく泣き崩くずれているのを見ると、やはり心が痛む。

「もう人間やらぁ……俺、おれ、もううさぎに戻もどるー……っ、ごしゅじんにきらわ、嫌きらわれるからやだよぉー……」

「うさ太郎……」

　申し訳ないやら可哀かわい想そうやらで、八尋は泣き伏ふすうさ太郎を宥めるが、なかなか泣き止やまない。

「──まだ泣いてるのか」

　部屋着に着替えて現れた舜也に、うさ太郎はばっと顔を上げる。

「ごしゅじん、もうしないから、もうしないからぁ……っ、嫌わないでえ」

　ごめんなさい、と土下座のように頭を下げるうさ太郎だったが、舜也は一いち瞥べつもくれないまま、無言でソファに腰こしを下ろした。無視されて、うさ太郎はますます嘆なげきを深める。

「ごしゅじん……」

「……謝るのは、俺にじゃないだろ。八尋にちゃんと謝れ」

　ようやく口をきいてくれた舜也に、うさ太郎が顔を上げる。床に座り直してごしごしと涙を拭ぬぐい、そして、八尋を見やった。

　そっと八尋を抱き上げて、うさ太郎は両目から大粒の涙を零こぼしながら頭を下げる。

「ごめんなさい……。もう、勝手なことしないから、だから、ごめんなさい」

「いや、もとはと言えば、俺がお前に用事を頼たのんだんだから俺も悪かったんだよ。ごめんな」

　前まえ脚あしを伸のばして、濡ぬれた頰に触ふれてやる。うさ太郎はひくっと喉のどを鳴らして、すすりあげた。

「も、も、もうしない……っ」

「うん、それは俺の体だから、そうしてくれるとありがたいな」

　結局どこまでされたのか。浮うかんだ疑問は怖くて訊きくことができなかった。

　それほどの長い時間ではなかったが、最後まで、してしまったのかもしれない。朝になれば、体の感じでわかってしまうのだろうか。うさ太郎に訊けばわかるかもしれないが、躊ちゆう躇ちよする。

　知らぬ間に貞てい操そうを奪うばわれているのを知るのも、いつの間にか汚けがされた体を実感するのも怖い。

　うさ太郎を恨うらんでいないのは本当だけれど、もしそうだったら、二度と舜也の顔を真っ直すぐ見られない気がする。

　恋こい人びとになりたいと望んだだけだったのに、誰だれも幸せにならないのなら願うべきではなかったのか。

「やひろぉ……、ごめんなさぁい」

　びええ、と子供のように号ごう泣きゆうするうさ太郎に、はっとする。

　八尋は、ちらりと舜也を見た。もういいよ、と視線で訴うつたえると、舜也は深々と溜ため息いきを吐いて立ち上がる。そして、うさ太郎の頭を優やさしく撫でた。

「……もう絶対にこういうことはするな。わかったか」

「はい、ご主人……っ」

　滂ぼう沱だの涙なみだを零こぼしながら、うさ太郎が舜也に抱だき付く。舜也は多少バランスを崩しながらも支え、そして苦く笑しようした。

「それよりうさ太郎、お前、シャワー浴びてこい」

「……なんで？」

　なんでもなにもないだろう、と八尋と舜也は口を噤つぐむ。借りたものはきれいに返して欲しいわけだが、うさ太郎には理解ができないのだろうか。

　時間にして二十分少々だ。その間に多少なりとも体が汚れたことは間ま違ちがいないはずである。もしかしたら、知らない男の体液が付いているかもしれない。

「いいから、風ふ呂ろに」

　舜也に腕を引かれ、風呂が好きではないらしいうさ太郎は泣きながら嫌いやがる。

「なんで!?　俺汚れてないよ！　だってさっきのオス、毛づくろいが好きだったみたいで……そればっかりだったもん」

「……毛づくろい？」

　鸚おう鵡む返しに問うと、うさ太郎が頷うなずく。

「ぺろぺろするのが好きって言うから、それしかしてない……」

　ちょっと不満げな声が気になるものの、うさ太郎の説明から察するに先さき程ほどの男は奉ほう仕し好きのようで、うさ太郎にずっと口こう淫いんなどを施ほどこしていた、ということらしい。念のため、うさ太郎もなにかしたのか訊いてみたが、幸いなにかをする前に間に合ったらしい。

　ほっとしたが、自分の性器を散々吸われて舐なめられたのかと思うとやはり気持ちが悪くてぞっとする。

「一いつ杯ぱい舐められて、一杯出したから、綺き麗れいだよ？」

　その発言に、舜也と八尋は固まった。

　舜也は青筋を立てていたが、うさ太郎は反省しているようだし、とにかくこれから他の男に触らせないだろうから、叱しからないでというように八尋は頭を振った。正直なところ、また叱責して泣かれてはたまらない。

　舜也はなんとか怒ど鳴なるのを堪こらえた様子で、一つ溜ため息いきを吐つく。そして、しがみついているうさ太郎の頭を乱暴に撫なでていた。







　それから数分もしないうちに、うさ太郎は舜也の腕の中で眠ねむりに落ちた。舜也は苦笑して、うさ太郎をソファに運ぶ。

「なあ、舜也……舜也？」

　ふと見ると、舜也が床に手をついて頭を下げている。ぎょっとして、八尋は駆かけ寄った。

「な、なにして」

「ごめん。俺のせいだ……」

「え、なんで？　全然、舜也のせいじゃないだろ」

　自分のペットの不始末を、責任感の強い舜也は許せないのだろう。

　本を正せば、自分が願ったのだ。舜也のペットになれば、そばにいられるかもしれないと。

　そんなことを正直に言えるはずもなくて、ただ首を横に振ふる。それでも舜也は、自責の念に駆られているようだった。

「いや、俺が悪い」

「舜也は悪くないよ……本当に違ちがうんだって！」

　悲鳴じみた声で叫さけんだ八尋に、舜也は口を噤んだ。こんな風な言い方をするつもりはなかったのに──そんな後こう悔かいが押し寄せてきて、八尋は項うな垂だれる。

　落ちた沈ちん黙もくの重さに潰つぶれそうになりながら、八尋は震ふるえる息を零こぼした。

　──……もう、正直に言ったほうが……いいのかな。

　こんなことになったのも、自分が余計な願い事をしたせいだ。それを隠かくして一いつ緒しよに少しでも過ごしたいという打算で、却かえって舜也とうさ太郎を傷つけてしまった。

　ゆっくりと、八尋は顔を上げる。

　急に黙だまってしまった八尋を、舜也が心配そうに見つめていた。それに、つい笑ってしまう。

「……やっぱり、舜也は優しいな」

「なにがだよ。別に、俺は誰にでも優しいわけじゃないぞ」

「そんなことないよ」

　こんな自分にだって、舜也は優しくしてくれる。涙が零れそうになって、八尋は必死に堪えながら顔を上げた。

「……俺、そろそろここ出るね」

「は？」

「明日あしたの昼くらいには、ここ出るよ。今までありがとう」

「待て。なんだ急に。ここ出るって……出てどうするんだよ。生きていけるのか。おじさんとおばさんにはなんて言うつもりだよ」

　あっさりと見送ってくれるかと思っていた舜也は、ひどく狼ろう狽ばいした様子で捲し立てた。

　一いつ瞬しゆんそれを不思議に思ったが、情に厚い男だし、それにここまで散々迷めい惑わくをかけておいて、不義理な真似まねをしようとしているのだから怒おこって当然かと気づく。

「暫しばらく、真古刀の世話になるよ」

　まだ承しよう諾だくは得ていないが、きっと真古刀なら少しの間置いてくれるだろう。

　けれど、舜也は顔を強こわ張ばらせる。

「俺はほら、在宅仕事だしさ、すぐに部屋借りてなんとかする……わっ」

　言い訳をしている途と中ちゆうで、舜也に抱き上げられる。舜也はソファの前に腰を下ろし、膝ひざに八尋を乗せた。背中を撫でられると、つい気持ちよくなってしまって縋すがってしまいそうになる。

　はっとして、八尋は舜也の腹を前脚でぎゅっと押し返した。

　こんな風に優しくされるのは、嬉うれしくて辛つらい。八尋の下心を知らないから、こんなに優しくしてくれるのだ。

　舜也の手をすり抜ぬけようとしたら、それより早く首と背中の皮を摑まれる。持ち上げられて、その腕うでに抱き込まれた。

「逃にげるなよ……お前が嫌なら、なるべく触さわらないようにするから。それか、してほしいことがあったら」

「舜也……？」

　引き留められる理由がわからない。

　けれど、それは舜也も同じなのだろう。普ふ通つうの状態ではなく、人の手助けが必要な八尋が理由もなく出ていくというのは、寝ね覚ざめが悪いに違いない。

　八尋は息を吐き、肚はらを決める。

　もし正直に話して嫌けん悪おを覚えられたとしても、既すでに出ていくつもりだったから問題はないだろう。出ていくのと出ていけと言われるのとでは違うかもしれないが。

「……舜也、聞いてくれる？」

「ああ」

　舜也が頷く。一生言うつもりのなかった言葉を口にしたら、舜也はどんな顔をするのだろうと思うと怖こわかった。

「まず最初に、舜也には謝らないといけないことが、沢たく山さんあるんだ」

　ごめん、と謝罪の言葉を口にした八尋に、舜也が眉まゆを寄せる。突とつ然ぜんそんなことを言われてもわからないに決まっている。

「願いが叶かなったら呪のろいが解けるって言ってたろ？」

「ああ、だからフィギュアは買ったし、あとは懸けん賞しようのを当てればいいんだろ」

　そのために、舜也はインスタントのカップスープを毎食二つは食べてくれている。もう少しまともな噓うそをつけばよかったと、八尋は自分が情けなくなった。

「……それ、噓なんだ」

　八尋の告白に、舜也が瞠どう目もくする。苦く笑しようして、八尋は俯うつむいた。

「あんなに協力してもらったのに……今いま更さら噓とか、ごめん。本当に」

「いや、それは構わないけど……じゃあ、お前の本当の願いって、なんだったんだ？」

　舜也の疑問に、答えかけて躊ちゆう躇ちよする。

　それでも、もうここまで来たら言わないという選せん択たく肢しはない。八尋は深く息を吐き、意を決して口を開いた。

「俺……ずっと、舜也のことが好きだったんだ。友達としてじゃないよ。恋れん愛あいとして」

　八尋の告白に、触ふれていた舜也の手がびくりと強張った。

　ああやっぱり、と悲しい気持ちになりながらも、八尋は続ける。

「ごめん、気持ち悪いよな、こんなの。……うさ太郎が色々舜也にしたりしてたけど、本当は俺がしたいことも大差ないって言ったら、引くだろ？」

　中身が自分のペットだとわかっていても、外見が八尋だ。迫せまられて随ずい分ぶんと我が慢まんしたに違いない。

「お前、なに言って」

「……子供の頃ころ仲良くしてて、でもいつの間にか疎そ遠えんになって。あんまり仲も良くなくなって、本当はずっと寂さびしかった……ずっと、子供の頃から、舜也のことが好きだった」

　勢いづいて落とした告白に、舜也はなにも言わなかった。その表情を見る勇気は、八尋にはない。

　ただ、舜也が何事か話し出す前に、自分の言いたいことはすべて言ってしまおうと思った。

　言いながら、当時のことが思い返されて胸が苦しくなる。再会時はもう大人だったから、お互たがいに何事もないように過ごしたけれど、それは八尋が手を借りなければ生活できなかったからに他ほかならない。

「初めてキスしたときから、俺の気持ちはずっと変わってなくて」

　言い募つのって、自じ嘲ちよう的な笑えみがこぼれる。

「でも、舜也は知ってたよな。だから」

　離はなれていったのだ。

　それを口にするのはひどく苦しくて、八尋は結局言葉にできなかった。締しめ付けられる胸に息が詰つまる。それでも、八尋はなんとか笑ってみせた。

「俺、覚えてるよ。小学校の五年生のクラス替がえからあんまりしゃべらなくなって。俺がまだ子供の頃の約束馬ば鹿かみたいに覚えてるから、いたたまれなくなって離れたんだよな」

　言いながら怖くなって、目を逸そらすように顔を俯けた。

「因幡さんに……願ったわけじゃないんだ、言い訳すると。でも因幡さんと一緒にいるときに、こんな風に素す直なおでいられたら、って。うさ太郎のこととか思い出して、お前に可愛かわいがられるうさ太郎が羨うらやましくて」

　話し出したら止まらなくなって、八尋は心情を吐と露ろする。舜也はずっと黙ったままで、こんな八尋に呆あきれているのかもしれない。それを危き惧ぐする気持ちもあるのに、抑おさえられない。

「恋こい人びとになれたらうさ太郎みたいに一緒にいられるのに……いや、いっそうさぎだったらって」

　ただ、舜也と一緒になりたいと八尋は願った。因幡さんは、それを叶かなえてくれたのだ。

「……ごめん、気持ち悪いよな、こんな」

　なにより、噓を隠すために、ずっと舜也を騙だましていたのが心苦しい。懺ざん悔げのように、八尋は告白する。あまりに苦しくて、涙なみだが零れそうだ。

　ぎゅっと歯を食いしばっていると、宥なだめるように、舜也の指が額に触れる。

　そっと見返せば、舜也が瞼まぶたを伏ふせた。

「ごめん」

　返された言葉に、覚かく悟ごしていたとは言え、流石さすがに落らく胆たんする。八尋は震える体を抑えて、首を振った。

「うん、わかってる。でも、別に俺のこと好きになって欲しいとかそういうんじゃないから。……言いたかった、だけだから」

　だから気にしないで欲しいと重ねた言葉が、やけに震える。

「そうじゃない！　今のは、そういうことじゃなくて……！」

「舜也？」

「……本当に、ごめん」

　一体なんのことかわからず、八尋は舜也の腕の中で疑ぎ問もん符ふを飛ばす。告白を断る以外に、今の流れで舜也が謝る理由がわからない。

　舜也はふっと息を吐はき、八尋を抱だき上げた。近づいてきた舜也の顔に、八尋は固まる。

「俺だって、ずっと八尋が好きだった」

「……は？」

　耳を疑うような言葉に、嬉しいと思うよりもなによりも、信じられない気持ちが勝まさる。

「いや、いいよ。気を遣つかわなくて」

「気遣いでこんなこと言えるわけないだろ。……いや、ごめん、俺が信用できないようなことしたからだな」

「そうじゃなくて、だって、女の子と付き合ってたんだろ」

　だから、少なくとも八尋と違ちがってゲイではないはずだ。

「俺は別に男が好きなわけじゃない」

「だったら」

「……男が好きなんじゃなくて、お前が好きなんだ、八尋」

　真っ直すぐな舜也の告白が、胸に刺ささる。そんな風に言ってもらう想像をしたことも、ある。

　けれど、にわかには現実だとは思えなくて、それでもその言葉に信じられないくらい胸が高鳴って、八尋はぱくぱくと口を開閉した。

「だから、お前がうさ太郎と体が入れ替かわるようになって、うさ太郎が人間になりたいって言ったのがその原因の一いつ端たんだって知ったとき、血の気が引いた」

　どうして舜也に責があるのかと頭を振ふるが、彼は重々しい溜ため息いきを吐いた。

「俺が、やひろ──うさ太郎と八尋を重ねたから、うさ太郎が人間になりたいなんて……言い出したんだと思う」

「え、でも」

「……うさ太郎を買ってきてやひろって呼んでたのは俺だよ。気持ち悪くて悪かったな」

　なんだかお前に似てたんだ、と舜也が苦々しく言う。なんとコメントしたものかわからずにいると、舜也は「でもそんなことはもういい」とばつが悪そうに重ねる。

「寧むしろ俺は、八尋のほうが俺のことを……嫌いやがってるんじゃないかって思ってたんだよ」

　突然の告白に、へっ？　と間の抜ぬけた声を上げてしまう。

「な、なんで!?　俺そんなこと……あれ、でもなんか前本命に嫌きらわれたくないからとかなんとか……俺そんなこと思わないよ」

「……お前だって悪いんだぞ。いつまでも子供の頃と変わらないノリだし、それに漫まん画がやらアニメやらのキャラに夢中になるし。キャラクターに嫁よめとかなんとか言ってたろ」

　流石に小学生の頃は言っていなかったが、中学生くらいになれば「俺の嫁」くらいは言っていたかもしれない。

　だから、舜也は八尋が「結けつ婚こんしたい」と言ったのは、「俺の嫁」と同じくらいの気持ちで、恋愛ではなかったのではないかと思ったのだという。

「でも待ってよ、その前から離れてたろ!?」

「……だからそれは」

　言いかけて、舜也は口を噤つぐむ。それはなんだよ、と見み据すえると、諦あきらめたような嘆たん息そくが返ってきた。

「……それは、しょうがないだろ。お前の隣となりにいると、手を出しそうだったんだから」

「手って」

　舜也は、背が伸のびるのも早かった。恐おそらく二次性せい徴ちようも八尋よりずっと早く、つまり高学年頃に距きよ離りを置き始めたのは──。

「──ムラムラしたんだよ」

　開き直って白状した男に、八尋は思わず背筋を伸ばしてしまう。

「俺はプールの時間にお前の肌はだ見るだけでもだな！」

「いいよそこまで具体的な思い出言わなくても！」

　意識されていたのは嬉うれしいけれど、恥はずかしい。

　八尋は、そういう意味での目覚めはだいぶ遅おそかった。中学二年生くらいのときにようやく、という程度で、その頃には舜也は離れていた。

　傷つけたくない、と言ったのは、そういう事情からだったのだ。精神的に幼かった自分のために、過去の舜也は引いてくれていたということだろう。

「今だって、結構限界なんだぞ」

「そうなの？」

「……八尋がうさ太郎と入れ替わるようになって、俺が何度……まあ、ともかく、正直いつ限界が来るかと思ってだな、こっちは」

　うさ太郎にべたつかれているとき、そういえば舜也は何度かトイレに行っていた。あれはそういうことだったのかと、申し訳ないやら、今の自分でもそういう対象として見てくれているのが嬉しいやらで、八尋はぷるぷると身を震ふるわせた。

　舜也はふっと頰を緩ゆるめ、うさぎの体の八尋の頭にキスをした。

「俺の恋人に、なってくれないか」

　嬉しくて飛び上がりそうになったが、自分はうさぎの体からいつ戻もどれるか、わからない。

「でも、だって、俺、うさぎだし。戻れるかどうか、わかんないし」

「うさぎでもいいよ。中身が八尋なら……愛せる」

　舜也はそう言って微笑ほほえみ、そして、そのまま八尋の口元にキスをした。　>>>♥

　柔やわらかな感かん触しよくに、びくんと体が跳はねる。

「……あ？」

　いつの間にか閉じていた目を開いたら、先さき程ほどよりも舜也の顔が小さく見えた。

　舜也も目を見開き、勢いよく体を離す。

「……八尋？」

　前まえ脚あしではなく、見慣れた掌てのひらが視界に映る。視線を落とすと、服を身に着けた自分の体がそこにはあった。周囲を見み渡わたして確かく認にんすると、ソファの上で八尋の姿で眠ねむっていたうさ太郎が、うさぎに戻っている。

「も、戻った……？　なんでこのタイミング？」

　因幡さんは日本の神様なのだが、ここはセオリー通り、愛の告白とキスで元の体に戻れるということなのか。もしかしたら違う理由かもしれないが、もはやどうでもいい。

「戻った！」

　やった、と手を挙げると、一いつ緒しよになにかが羽ばたいたのが視界の隅すみを横切った。

　慌あわてて頭に手をやると、最近馴な染じみ始めてきた大きな耳が、頭から生えている。それを見た舜也が八尋の尻しりに手を回すと、本来あるはずのないものが尻についている感触がした。

「なんで!?」

　願いが叶ったはずなのに、何故なぜか半解除状態の呪まじないに八尋は悲鳴を上げる。

　どうしてだよ、とここにはいない因幡さんに対する文句を喚わめく。舜也は思案顔で、うさぎの耳を摘つまんだ。

「……八尋は、あの因幡さんとかいう白しろ兎うさぎに、俺と恋人になりたいって願ったんだよな？」

「え、あ、うん」

　改めて言われると面おも映はゆく、八尋は怒いかりを萎しおれさせて俯うつむく。

　自分でもわかるほど真っ赤になった頰に、舜也がなだめるように触ふれた。指が柔らかく肌をなぞる感触に、ぞくりと背筋が震える。

「キスだけじゃ足りないのかもしれないな」

「え……、ぅんっ」

　勢いよく重ねられた唇くちびるに、反射的に体を引いてしまう。けれど舜也はそれを許さずに、八尋の腰こしと項うなじを押さえて抱だき寄せた。

「ふわっ、あ」

　咄とつ嗟さに声を上げようと開いた唇の中に、舌が差し込まれる。それは確かめるように八尋の舌を押し、すぐに離はなれていった。

　戸と惑まどって呼吸もままならなかった八尋は、舜也に体を支えられたまま荒あらい息を吐く。その顔を覗のぞき込んで、舜也が目を細めた。

「やっぱり。キスだけじゃ呪いは半解除なんだ」

「へ……？」

　確かに、まだ耳が付いているのが自分でもわかる。

「それって……」

　もしかしなくても、舜也に抱かれる、ということだろうか。

　直ちよく截せつに訊きくこともできず、八尋は顔を赤くしたまま固まる。それでも八尋が嫌がっていないことはわかるのだろう、舜也は笑えみを深めた。

「どうする？　ここでする？　それともベッド行く？」

「え!?　あ、あの……ひぁっ！」

　まだ展開についていけずに惑わく乱らんすると、ボトムの中に手を入れられて尻尾しつぽを触さわられた。

　八尋は舜也を突つき飛ばし、慌てて立ち上がる。嫌なわけではないが、あまりの羞しゆう恥ちに呼吸を荒くして後退する八尋に、舜也はぷっと笑った。

「じゃあ、ベッドな」

　立ち上がった舜也は、躊躇ためらいを見せる八尋の手を摑み、強ごう引いんに引き寄せる。

「え、あ、待って！」

　必死に抵てい抗こうし、八尋は身を離した。

「いやとかそういうんじゃないけど、その……風ふ呂ろ、入らせて」

　我に返ると、「毛づくろい」をされた体はひどくべたついて不快だった。出した、とうさ太郎が言っていたが、一度ではないのだろう、やけに下腹部が重く感じる。

　こんな体を舜也に触られたくはないし、見せたくない。

　お願い、と請こうと、舜也は先程までの獰どう猛もうな瞳ひとみを緩ませ、息を吐はいた。

「……わかったよ」

「あ、ありが……っ」

　礼を言いかけた唇に、舜也がキスをする。下した唇くちびるを舐なめられて、八尋は背筋を震わせた。

「その代わり、早く出てきてくれるか？」

「え、」

「……これ以上お預けされると、我が慢まんできなくなるから」

　そう言って、舜也は八尋の人間のほうの耳に触れ、くるりと背を向ける。寝しん室しつへ消えた男の背中を見送って、八尋はその場にへたりこんだ。

　我慢なんてしてほしくないから、長風呂をして体を磨みがいて、沢たく山さん触ふれてもらおうか、なんて考えている自分がいる。思わず笑いを零こぼして、八尋は赤面した。

　口元を押さえて、深く嘆息する。

「……俺、馬ば鹿かじゃないの」










　体を洗っても洗っても、他ほかの男に触れられた痕こん跡せきが残っていそうで、八尋は結局下心を抜ぬきにしても長風呂をする羽目になった。

　不幸中の幸いは、跡あとが残されていなかったことだろう。けれど、知らないはずなのに、見知らぬ男の舌や指の感触がするようで、気味が悪い。

　くまなく体を洗い、なんとか妥だ協きようしてバスルームを出た。以前は舜也が着き替がえを用意してくれていたが、今日はなにもない。けれど、これからすることを考えれば、服を着るのは変だろう。逡しゆん巡じゆんしたが、八尋はタオルを腰に巻いて、舜也の寝室へ向かった。

　──……どうしよう。緊きん張ちようする。

　子供の頃ころは、何度も舜也と一緒に風呂に入った。大人になってからも大衆浴場に入る機会はあったし、裸はだかになることにそれほど抵抗がない部類だと思っていた。

　シチュエーションが違ちがうということもあるが、自分でも驚おどろくくらい緊張して、足が竦すくむ。

　ドアに手をかけようかかけまいか、躊ちゆう躇ちよしていると、不意にドアが開いた。

「あっ……」

　手首を摑まれ、寝室へ引き込まれる。荒あら々あらしくベッドに押し倒たおされ、伸のし掛かかられた。

　舜也の腕うでの中に閉じ込められて、ふるふると耳が震えた。

「怖こわい？」

　あっさりと気持ちを見破られて、八尋は涙なみだ目めになる。脚あしの間にある舜也の膝ひざが、腰に巻いたタオルを押し上げてきた。

「怖くはない……けど、緊張してる」

　素す直なおに告白すると、舜也は「俺も」と笑ってキスをする。

　そしてきっと、八尋は抱だかれることを期待しているのだ。

「俺のほうが、絶対緊張してる」

「なんの対たい抗こう意識だよ」

「だって俺、誰だれともしたことないのに、最初が舜也とか……」

　ずっとずっと好きだった相手なのだ。慣れぬ体を晒さらし、預けるのだから、緊張の度合いが半はん端ぱではない。

　八尋の吐と露ろに、舜也は固まって瞠どう目もくした。そして首元に顔を埋うずめ、覆おおいかぶさってくる。

「重……っ」

「お前……殺す気か」

　はあ、と零こぼれた溜ため息いきが、熱い。

　──あ、また……。

　以前、「発情」したときに嗅かいだ匂においが鼻び腔こうを擽くすぐる。もっと嗅ぎたい、と八尋はうっとりと目を細めた。舜也は勢いよく上体を起こし、シーツの上の耳をこりこりと指で弄いじってくる。

「ひゃ……っ！」

　尻尾もそうなのだが、本来の己おのれにはない器官のはずなのに、そこを弄られると体中がむずむずするような、不思議な感覚に襲おそわれるのだ。

「そこ、あんまり触さわんなよー……っ」

「んー？」

「ふわぁあっ」

　やめてと言っているそばから、舜也はうさぎの耳を口に咥くわえる。甘嚙がみされ、時折舌が触れると信じられないくらい体が切なくなった。

「あー……すっごい、八尋。やばい、興奮した」

「へっ？　な、なんで？」

　いい年をして動物の耳がついているなんて似合わない上に痛々しいと思っていた。舜也が特に気にした様子もなかったので、安心していたくらいだ。

　そう訴うつたえると、咎とがめるように引っ張られる。

「必死に我慢してたんだよ。この耳が結構雄ゆう弁べんで、感情と連動してるもんだから、もうたまらんぞ」

「たまらんって……」

　正直ムラムラした、と顔に似合わぬ告白をされて、喜んでいいのかどうなのか判断に迷う。

「……もう、我慢しなくていいよな」

「う、うん」

　頷うなずくと、舜也は嚙かみつくようなキスを仕し掛かけてくる。重なる舜也からはいい匂いがして、それを吸い込む度たびにくらくらした。身の内から沸わき上がるような興奮に、八尋は必死に舜也の首にしがみつき、重ねられた唇に応こたえる。口こう蓋がいを舌で愛あい撫ぶされ、八尋は甘い声を上げた。

　唇を吸われながら尻尾を撫なでられ、身を震ふるわせる。

　──やばい、なんか、もう。

　堪こらえ切れなくて、八尋は舜也の胸を押し返した。

「八尋？　苦しいのか？　……っ！」

　舜也が上体を起こしたその隙すきをぬって、八尋は身を起こす。その勢いのまま、舜也を押し倒した。仰あお向むけに転がった舜也の腰の上に跨またがる。

「八尋？　おい」

　浅く呼吸をしながら、八尋は熱に浮うかされたように舜也のシャツのボタンを外した。興奮し、浮うき足立っているせいかうまくボタンが外れない。もどかしくなって途と中ちゆうでやめて、あらわになった胸むな元もとに己の身を重ねる。

　上がる息を抑おさえきれないままに、八尋は舜也の鎖さ骨こつに唇くちびるを落とし、その首筋に吸い付いた。

　──いい匂い……。

　舜也の匂いを深く吸い込むと、まるで酩めい酊ていしたように眩暈めまいがする。フェロモンでも出ているのかもしれない。胸を擦こすり合わせるように体を前後に動かすと、尻尾を撫でられた。

「ふぁっ」

「……やらしい声」

　そう言いながら、舜也が唇を緩ゆるめる。表情は優やさしいのに、その瞳に宿った光が獰猛で、肌はだが粟あわ立だった。

「ごめん、なんか俺……」

　忙せわしなく息をつきながら、なんとか平静を取り戻もどそうと身を起こす。

「どうせなら、ちゃんと全部脱ぬがせろよ、八尋」

「え、あ……」

　舜也は、まるで犯おかされたように服が乱れている。自分がそれをやったのだと今いま更さら思い至って、けれど舜也の色っぽさに体が熱くなってきた。

　そんな舜也の姿を見るだけで、自分の意思に反して、びくっと体が強こわ張ばる。腰こしのあたりからぞくぞくと這はい上がってくる痺しびれに、八尋は唇を引き結んだ。

　──なんで俺……こんなんだっけ？

　今まで自分は淡たん泊ぱくなほうだと思っていたし、舜也が風ふ呂ろ上がりに上半身を晒しているところを見てもこれほど興奮したことはない。

　けれど、記き憶おくの中の舜也の裸ら身しんに、更さらに体が炙あぶられるのがわかった。

　ごくんと唾つばを飲み込んで、八尋は舜也のシャツに手をかける。

「っ……、腕」

　声が興奮に上擦る。苦心して、揶揄からかうような笑えみを浮かべている舜也のシャツをなんとか脱がせた。八尋とは違い、舜也の体つきは逞たくましい。自分が知っている頃ころの面おも影かげはなかった。その腹筋の溝みぞを指でなぞっていると、脇わき腹ばらを撫でられた。

「ん、ぁっ」

「……八尋、なんか変わらないな。つるっとして……」

　邪じや魔まをされて不満に思いながら、再び触ふれようとすると、舜也は腹筋の力だけで上体を起こし、八尋の手首を摑んで阻はばむ。

「や……」

「下も、全部見たい」

　言いながら、舜也は八尋の腰に巻かれたタオルに指をかけた。

　全ぜん裸らになるというのに何故なぜか抵てい抗こう感はなくて、八尋はされるがまま、舜也の手を目で追う。

「……舜也」

　舜也は己の下した唇くちびるを舐なめ、八尋の膝ひざ頭がしらを撫でる。

「あ……っ」

　大きな掌てのひらに、脚を大きく開かされた。丸見えになった前を、八尋は慌あわてて隠かくす。

「見せろよ、八尋」

「や、やだよ……」

「見せて」

　早く、と昂たかぶった声こわ音ねで命じられ、言うことを聞く必要などないと思うのに、八尋はおずおずと手を外した。とても舜也の顔を直視できなくて、顔を背そむける。

　無意識に閉じていた膝を、またがばっと広げられた。

「待っ……」

　なにを期待しているのか、既すでに立ち上がっていたそこは、舜也に見られてふるりと震えた。

　己の行動も、一糸まとわぬ姿を晒している事実も、どうにかなってしまいそうなくらい恥はずかしくて、心臓がうるさいくらいに喚わめいていた。

「や、ぁ」

　羞しゆう恥ちを覚えているのは本当なのに、体が熱くなってきて、なにもされていないはずの体がまるで感じ入るようにびくびくと震える。首を擡もたげたものから、とろりと透とう明めいなしずくが零れた。

　舜也は喉のどを鳴らし、剝き出しになった八尋のものに指を絡からめる。

「あっ、う」

　瞬しゆん間かん、電気が走ったように体が跳はねる。無骨だが綺き麗れいな指に与あたえられる刺し激げきに、八尋は小さく仰のけ反った。

「昔とあんまり、変わらないな」

　なにもかも薄うすい体をそう指し摘てきして、舜也が笑う。

「みっともなくて、ごめん……嫌きらわないで」

　なんでもするから、と請こうと、舜也は八尋の尻しりを摑んで抱だき寄せた。張りつめた性器と尻尾しつぽを同時に擦られて、八尋は小さく息を飲む。

「う、ぁっ……そこ……っ」

　甘く上擦った声を上げた自分に驚おどろいて、手で口を押さえる。尻尾の付け根は耳と同様、この体の性感帯のようで、前と同時に弄られると腰が蕩とろけそうな感覚に襲われた。

　耐たえ切れず、八尋は喘あえぎながら舜也に抱だき付く。首元に顔を埋めると、舜也からはまた眩暈がするような匂いがして、どうしようもなく体が疼うずいた。

「やだ、あっ、あー……っ」

「嫌いや？　ならやめようか？」

「んん……っ、やだ、やめな……、あ、あぁっ」

　強く追い立てられて、八尋はあっという間に達した。舜也にしがみついて、必死に声を殺す。

「っ、……──」

　勢いよく熱を吐はき出した場所を親指で擦られて、腰ががくがくと震えた。ちゅ、と顳顬こめかみにキスをされて、涙なみだが零こぼれる。

「そこ、擦っちゃ」

「駄だ目めならやめるけど」

「……やめないで……っ」　>>>♥

　意地悪な科白せりふに半泣きになりながら言うと、舜也はぷっと吹ふき出した。

　自分より余よ裕ゆうがある舜也を恨うらめしく思いながらも、八尋はその手に翻ほん弄ろうされる。

「……ちょっとだけ我が慢まんな」

「ん……ぅあっ！」

　濡ぬれた指が、尻尾より更に下へと移動し、後こう孔こうに差し込まれる。不意を衝つかれたこともあり、舜也の指があっさりと中に入ってきてしまった。

　いきなり深く入れられた指が、窄すぼまった箇か所しよを広げるようにぐっと引っ張ってくる。

「い、ぁっ……！」

　まだ解ほぐれていない中を容よう赦しやなく搔きまわされて、八尋は悲鳴を上げた。

　搔き出すような動きで何度も内ない壁へきを引っ搔かれ、痛くはないがその性急さが怖こわくて、唇を嚙む。うさぎの耳もすっかりへたれ、顔の横で小刻みに震えた。

「っ……、悪い」

　その反応に、乱暴ともいえる動きをしていた指がやっと動きを止める。ほっとして舜也の顔を見ると、宥なだめるように項うなじを撫でられた。

「悪かった、ごめん。どうしても、すぐ確かめたくて」

「なに、が……？」

「うさ太郎はフェラされただけって言ってたけど……俺以外の男にどこまでされたのか、気が気じゃなかったんだよ」

　最後までされたかどうかを確かめるためだったのかと合が点てんがいったが、それにしても少し、置いていかれそうで怖かった。

　八尋は息を吐き、舜也の首に縋すがる。

「……されてないよ、多分」

「ああ、よかったよ。とりあえず」

　怒おこっているのか安あん堵どしているのか微び妙みような声音で言った舜也の額に、八尋は自分の額を軽くぶつける。

「……初めてなんだから、優しくしろよ」

　馬ば鹿か、と責めた唇を、舜也は優しく塞ふさいできた。

　唇を合わせたまま、舜也の長い指がゆっくりと中を広げるように愛あい撫ぶしてくる。先さき程ほどとは打って変わったその動きに、じわじわと快感が広がっていった。

「あっ、あ……ぅ」

　堪こらえ切れず、キスの間かん隙げきから声が漏もれる。

　指を飲み込む浅い部分を擦られると、尻尾がぶるっと震ふるえるのがわかった。声を上げるのが恥ずかしくて我慢しても、尾おや耳が雄ゆう弁べんに乱れる。

「ちょっと腰上げてくれるか、八尋」

　言われるまま、八尋は体をずらす。辛しん抱ぼう強く解され、広げられた場所に熱いものが押し当てられた。

「あ、入る……、待って、入っちゃう」

　中に埋うめ込まれる大きなものに本能的に腰が引ける。いつまでも浅い部分で戸と惑まどっていると、舜也に腕うでを摑まれた。

「っ、お前、ここまで来て焦じらすか……？」

「ご、ごめん、だって、怖こわ……っ、ぅあっ！」

　舜也は、摑んだ腕を強ごう引いんに引いた。一気に深いところまで押し込まれ、八尋は声にならない悲鳴を上げる。

　下腹部を襲おそう圧あつ迫ぱく感かんと、突つき上げられた衝しよう撃げきに、体が小刻みに震えた。無意識に逃にげを打った体を抱きしめられ、八尋はようやく詰つめていた息を吐いた。

「……ひど……」

「悪い。でもこういうのは思い切りが肝かん心じんだと思うんだ」

「思い切りがない俺に、そういうの求めないで……」

　責めるように舜也の腰を太ふと腿ももで挟はさむ。舜也はぐっと顔を顰しかめた。

　深いところまで入った舜也のものが、体の中で脈打っている。最初は苦しかったが徐じよ々じよに慣れ、馴な染じんでいき、八尋は深呼吸をした。

「もう、平気だと思う」

「本当か？」

　多分、と八尋は頷うなずく。舜也は八尋の肩かたを摑んでベッドに押し倒たおした。下から見上げる舜也の瞳ひとみは、優やさしげなのに少し怖い。

　けれど、捕ほ食しよくされるような恐きよう怖ふの中に、舜也に食われてしまうのだということに対する愉ゆ悦えつも確かに覚えていて、八尋は胸を喘がせた。

「んっ、んっ」

　肩を押さえつけられたまま、ゆっくりと揺ゆすられる。

「八尋……っ」

　初めは充じゆう分ぶんに気き遣づかってくれていた舜也だったが、徐々に動きが速く、荒あらくなってくる。

　けれどその頃ころになれば八尋の体も舜也のものにすっかりと馴染み、がんがんと体を抉えぐられているにも拘かかわらず、溶とけそうなほどの快感も覚えていた。

「っ、くそ……、悪い」

「う、っあ、……！」

　八尋を見下ろす舜也の顔が快感に歪ゆがみ、深く突き上げられる。

　その瞬間、体の中に熱いものが流れてくる感かん触しよくがした。

「ひ、ぁ……っ？」

　内壁に浴びせられた舜也の熱に、強引に頂まで引っ張りあげられる。準備も心構えもないままに上り詰めた体は、八尋の意識に反してびくびくと痙けい攣れんしていた。

　深いところを満たそうとする体液に、八尋は怯おびえる。未知の感覚にも、それが己おのれに齎もたらす快感にも、怖くて涙が出た。

「う、っく」

　震える腕でなんとか顔を隠かくし、ひぐ、としゃくりあげる。

　息を切らし、舜也が息を吐く。

「八尋……？　悪い、痛かったか？」

　まだ余よ韻いんの残る掠かすれた声で問いながら、舜也の掌てのひらがうさぎの耳を撫なでてくる。

「あぁ……っ」

　どこもかしこも敏びん感かんになっていただけに、平素から感じやすかった耳は、神経が剝むき出しになっているかと思うほど、強きよう烈れつな感覚を八尋に与あたえた。

　文句の一つでも言ってしまいたかったのに、舜也の声の色っぽさと、耳から与えられた快楽に体が浅ましく痺しびれた。

　──もう、やだ……。

　こんなに自分がいやらしいとは思わなかった。恥はずかしくて、また涙が出てくる。

「八尋？　どこが痛い？」

　洟はなを啜すすりながら、八尋は頭を振ふる。

「お願いだから、一回抜ぬいて……、っ」

　ぷるぷると震えるうさぎの耳を押さえ、舜也を咎とがめる。

「……すまん」

「ひぅっ、うあ、あっ、あっ」

　舜也が腰こしを引いてくれたのに、その刺し激げきに敏感になった体が悲鳴を上げた。がくがくと腰が揺れ、もう出し切ったと思っていた精液が腹を汚よごす。

　そんな八尋の様子に、舜也がびくっと体を強こわ張ばらせた。まだ中に入っていたものが、大きく、硬くなった気配がする。それすらも感じてしまって、八尋は仰のけ反った。

「ふ、ぅあ、……っあぁ、っ」

　舜也が完全に出ていって、耳を摑んでいた手が、シーツに落ちた。

　胸を喘あえがせてぼんやりしていると、力の入らない、まだ小さく震える体を俯うつぶせに返された。

「……な、に？」

「悪い」

　腰を高く持ち上げられ、尻しりを捲まくられる。

「え……あ、っ……！」

　再び、体を貫つらぬかれて八尋は悲鳴を上げた。中に出されていた体液が潤じゆん滑かつ剤ざいになり、先程よりも中がスムーズに滑すべり、舜也のものを全部飲み込んでしまう。強い快感に頽くずおれそうになりながら、八尋はシーツを握にぎりしめた。

「や……、いや、やだっ！　舜也、やだぁ……っ」

　搔きまわされ、腰を摑まれて打ちつけられると、中からぐぷ、と淫いん靡びな音がした。

　人間の耳よりもよく聞こえるせいで、より羞しゆう恥ちが増し、八尋は泣きながら頭を振る。

「悪い。……でも、さっきより、痛くないだろ……？」

　事実確かく認にんをする囁ささやきに、八尋は言葉に詰まる。確かに、最初の頃のような痛みも圧迫感ももうなくて、快感しかない。けれどそれが行き過ぎても辛つらいのだと、どう言えばわかってもらえるのだろう。求められることも嬉うれしくて、怖こわくて、どうしようもなくて涙なみだが止まらない。

　もう思考は滅め茶ちや苦く茶ちやになっていて、八尋は涙なみだ声ごえで請こう。

「待って、怖い……ぃ」

「痛くないし……怖く、っ、ないだろ？」

　興奮して掠れた舜也の声が落ちてきて、体が震えた。また少し、吐と精せいしてしまう。小さい絶頂がいつまでも続いているようで、八尋は腰を痙けい攣れんさせながらシーツに縋って泣いた。

「もう、できない……もうやだ、しないで、許して」

　気持ちよすぎて、自分がどうなるかわからなくて、無む闇やみに怖くなる。がくがくと震えた下か肢しを、舜也の掌が優しく撫でる。

「八尋、やばい……お前、ほんと」

「っ……？」

　疲ひ弊へいした体を、背後から伸のびてきた両りよう腕うでに拘こう束そくされる。ぴったりと抱だきしめられるのと同時に腰から強い快感が走って、八尋は甲かん高だかい嬌きよう声せいを上げた。

「やあ、ぁ！　尻尾しつぽ、やだ！　ぐりぐりされるの、やだ……っ」

　後ろから密着されたため、尻尾が自分と舜也の体で潰つぶされる。ただでさえ感じやすい場所だったのに、もみくちゃにされて、同時に感じる中を突き上げられて、声が抑おさえられない。

「やだ、もうやだー……っ、舜也っ、舜」

「っ、八尋」

「う、ぁ……──！」　>>>♥

　あっと言う間に追いつめられて、舜也にきつく抱だかれたまま八尋は達した。

　けれど、今日は既すでに幾いく度どか射精している体は、もう満足に極きわめることもできなくなっている。とぷ、と透とう明めいなものが零こぼれただけで終わってしまい、八尋は気が遠くなった。意識を失おうにも、とっくに限界を迎むかえた体を抉られて、それすら許してもらえない。

「八尋……」

　顎あごを摑まれ、肩かた越ごしに振り向かされる。キスをされ、必死にそれに応こたえた。

「っ、好き、……舜也……」

　無意識にこぼれた言葉に、キスが止まる。

　どうしてやめてしまったのかと、ぼんやりしたまま八尋は自分から唇くちびるを押し当てた。

「あ……！」

　唇を合わせながら、一ひと際きわ強く突き上げられ、八尋は閉じかけていた瞼まぶたを見開く。

「っ、八尋、煽あおったんだから……責任取れよ」

「あ、あ、っ」

　煽ってない、と反はん駁ばくしたいのに、揺さぶられれば喘ぎ声しか漏もれてこない。しかもその声はだらしないほど甘ったるく、まるで媚こびるように響ひびいた。

「八尋……！」

「う、ぐ……っ、ぅうー……っ」

　再び熱いものが浴びせられる。もう指一本も動かないと思っていたのに、強制的に味わわされる絶頂感に肢し体たいが強張った。

　容よう赦しやなく飲まされた熱に、内うち腿ももががくがくと震ふるえる。満足いくまで吐はき出したのか、舜也はようやくその腕うでから八尋の体を解放した。

「ふ……」

　もう本当に体を動かせず、八尋はベッドに沈しずむ。

　八尋の体を表に返し、舜也は深く唇を重ねてきた。舌を絡からめ、吸われ、八尋はされるがままになる。

「八尋」

　汗あせで額に張りついていた八尋の前まえ髪がみを払はらい、舜也が笑えむ。

「好きだ」

　満足そうな顔しやがって、と心の中で照れ隠しの悪態を吐つきながら、八尋は瞼を閉じた。










　翌朝、八尋は舜也の腕の中で目が覚めた。

　一いつ瞬しゆん、状じよう況きようは判断できなかったが、昨晩の記き憶おくが徐じよ々じよに戻もどってきて、顔から火が出そうになる。そして、己の痴ち態たいを思い返して血の気が引いた。

　──俺……とんでもないことをやらかした……気がする。

　普ふ段だんの俺はあんなじゃないんだ、と言い訳したくなったが、昨晩のことを蒸むし返すのも恥ずかしくて、ベッドの上で身み悶もだえた。

　淫いん乱らんだと思われたらどうしよう、と本気で泣きそうになる。けれど、舜也も凄すごかった。

　許してと泣く気力もなくなった八尋の体を、容赦なく揺ゆさぶった男を思い出して、昨日の熱がぶり返しそうになる。

　途と中ちゆうで意識が落ちてしまったが、舜也は八尋と違ちがってあのまま寝ねたわけではないらしい。昨晩、汗や体液でドロドロになっていたはずの体もシーツも、今朝けさはすっかり綺き麗れいになっている。

　ただ、まだなにか入っているような違い和わ感かんと、搔きだしきれなかったものが滞たい留りゆうしているような感覚があった。

　──……もー……どんな顔すればいいんだよ、もー……。

　一人で顔を赤くしたり青くしたりしていると、既に起きていたらしい舜也が傍かたわらで笑っていた。

「おはよう」

「……おはよう、ございます」

　後朝きぬぎぬに、慣れない八尋はぎこちなく返事をした。やけに優やさしい顔をしている舜也にも、いたたまれなさが募つのる。

　ちょっと距きよ離りのあった幼おさな馴な染じみではなくなり、不ふ慮りよの事態に同居を強しいられた関係でもなくなり、新しい関係が始まったのだと改めて感じて、たまらなくなる。

　身の置き所がなくて距離を取ろうとすると、舜也に抱きしめられて阻はばまれた。

「他た人にん行ぎよう儀ぎだな。昨日のこと、まさか覚えてないのか？」

　本当に疑問に思っているわけではないのだろう、舜也はにやにやとしながら「覚えてないなら教えてやろう」と揶揄からかってくる。結構です、と口を塞ふさげば、舜也に指を舐なめられた。

　朝から一体なにをやっているのかと、無意識にいちゃついてしまった自分が恥はずかしい。

　舜也はぷっと吹ふき出して、八尋の耳元に唇を寄せた。軟なん骨こつの部分に歯を立てられて、ひっと首を竦すくめる。あむあむと甘嚙がみをされれば、爽さわやかな朝には相応ふさわしくない感覚が湧わき上がってきて、首筋が粟あわ立だった。

「やめろって、……もう！　いたずらすんなよ！」

　本格的に触さわられるのも困るが、その気がないのにこちらだけ煽られても困る。八尋は枕まくらで舜也の頭を叩たたいた。いたずらをやめて、舜也が苦く笑しようする。

「悪い悪い。昨日、触りそびれたから」

「……っ、噓うそつけ、散々触った癖くせ……に……」

　言いながら、八尋ははっとして自分の頭に手をやる。

　本来の耳より上のほうに生えていたものが、ない。

　何度も頭を手で確かめて、八尋は勢いよく身を起こした。振ふり返り、尻しりを確認する。

　昨日までついていた毛玉も、そこにはない。

「……戻ってる」

　一応、尻も触って確かめてみる。そこは以前のようにつるりとしていて、やはりなにもなかった。けれど、喜ぶのはまだ早い。八尋はそろそろとベッドを降り、サイドボードを開ける。

　そこには、舜也が八尋の目に入らないようにしまっていた、ワックスやテープ類などの円形の小物が押し込まれている。そこにあるものを一つ手に取ってみたが、体は人間のままだ。

　間ま違ちがいなく、元に戻っている。

　サイドボードを閉めて、八尋はぷるぷると身を震わせる。

「……完全に、戻った！　舜也、戻ったよ！」

　わあ、と歓かん声せいを上げて、八尋は舜也に抱き付いた。先に起きていた舜也はとっくに知っていたのだろうが、そうだな、よかったな、と言いながら抱きしめてくれた。







　丸いものに怯おびえる生活をしなくていいのだと思うと安あん堵どして、もともと出で不ぶ精しようだったくせに外出したくなってしまった八尋は、うさ太郎も連れて実家近くの神社に足を運んだ。

　体が完全に人間となってしまったせいか、うさ太郎の言葉はわからなくなってしまった。

　それは少し寂さびしかったけれど、うさ太郎も八尋と入れ替かわったことを忘れているわけではないようだ。八尋が抱くと、鼻先をすり寄せてきてくれる。

　八尋の家からも姿を消していた因幡さんは、神社を探しても見当たらなかった。

　お社に、因幡さん、と呼びかけてみたが返事はない。

　うさ太郎も拝はい殿でんできょろきょろとしていたが、見つけられなかった。

「お参りとお礼だけで、いいんじゃないのか？　取り敢あえずは」

「うん。……直接色々と言いたいことはあるけど」

　終わりよければすべてよし、というわけでもないが、舜也と恋こい人びとになれたのは因幡さんとうさ太郎のおかげであることには違いない。お賽さい銭せんを入れ、八尋と舜也は二礼二拍はく手しゆ一礼をする。

　──……色々とありましたけど、ありがとうございました。

　足元でじっとしていたうさ太郎は、二人が合わせた手を解ほどくのを見計らったようなタイミングで走り出した。

「あ、うさ太郎！　どこ行くんだよ！」

　二人で慌あわててその後を追いかける。うさ太郎は拝殿の裏に入り、立ち止まっていた。八尋は逃にげられないうちにと首根っこを摑まえ、抱だき上げる。

「なんだよもう、いきなり」

　うさ太郎は目を細め、八尋の胸むな元もとに頭を押し付ける。一体なにがあったのかと首を傾かしげながら振り返れば、舜也がじっと拝殿を眺ながめていた。

「なにかあんの？」

「……いや、ここってさ」

　言葉を濁にごし、舜也が頰を搔く。

　言いたいことがわかって、八尋は不覚にも赤くなってしまった。

　──……ちゃんと、覚えててくれてる。

　この場所は、子供の頃ころに舜也と八尋が初めてキスをした場所だ。

　一人でここに来て、それを辛つらく思い返していたのが、随ずい分ぶんと前のことのような気がする。そういえば、舜也と数年ぶりに再会したのもここだ。

　そのときに因幡さんと出会ってしまったのが事の発ほつ端たんだった。なんとコメントしたらいいかわからなくて、腕の中のうさ太郎に視線を落とす。

「八尋」

　舜也が近づいてきて、俯うつむいた八尋の唇くちびるに触ふれるだけのキスをした。

「愛してるぞ」

「……っ」

　目を瞠みはって、八尋は一歩後あと退ずさる。

「もう一回言うよ。……一生、幸せにする」

　優しく笑えんで、舜也は子供の頃と同じように誓ちかいの言葉を口にした。八尋は一瞬言葉を失い、その言葉を嚙かみしめながら首しゆ肯こうする。

「……俺も」

　八尋は、子供の頃と同じように舜也の手を取り、その唇にキスを返した。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは。栗城偲と申します。このたびは『俺がうさぎでうさぎが俺で』をお手に取って頂きましてありがとうございました。

　私はタイトルをつけるとき、大たい抵てい初しよ稿こうが上がったあと、もしくは著者校正が始まってから決めることが多く、しかも異様に時間がかかるのですが、今回は諸しよ般はんの事情によりプロットを出した後に決めました。それも、私にしてはすぱっとＯＫが出ました。

　なんとなく誘ゆう導どうされたような気もしないでもないのですが（笑）、タイトルを考える苦行から早々に脱だつすることができたので結構気が楽になって原げん稿こうを進められた気がします。

　少しでも楽しんで読んで頂けましたら幸いです。




　私自身はうさぎを飼ったことはないのですが、祖母が家か畜ちくとして飼っていたのと、小学生のとき飼育委員として世話をしていたことがあったのとで、結構馴な染じみ深い動物です。

　でもミニウサギなどに慣れた今になって見ると、日本白色種（ジャパニーズホワイト）と呼ばれる白しろ兎うさぎさんは思いのほか大きい……。今でもたまに見かけますが、ちょっとびっくりするくらい大きいです。

　大きさにちょっとびびりつつも、真っ白な体と真っ赤な瞳ひとみというカラーリングはいかにもうさぎという感じで可愛かわいいと思います。ロップイヤーにも赤い目の子が産まれることがあるそうで（突とつ然ぜん変異種みたいですが）、ちょっと見てみたいです。

　そういえば、うさぎは本来、ド近眼のうえ赤色が見えていないらしいのですが（二色型色覚という話も）、八尋がうさぎ化したときはそういうのはなしにしました。因幡さんの呪いは割と都合のいい安心設計の呪いです。




　作中に出てくる神社に特定のモデルはないのですが、狛こま犬いぬではなく狛うさぎが置いてある神社というのは実際にあります。有名なのは、埼さい玉たま県けん浦うら和わの「調つき神社」と京都の「岡おか﨑ざき神社」。どちらも神使をうさぎとしているのですが、由来は微び妙みように違ちがうようです。

　調神社は勝負事（＝幸運、ツキ）で、岡﨑神社は子授け・安産と違うのですが、どちらも縁えん結むすびのご神徳があるそうです。お近くの方は是ぜ非ひ行ってみてはいかがでしょう。




　イラストは三池ろむこ先生に描かいて頂くことができました。

　受けの八尋を想像以上に可愛くして頂けて、ラフを頂いてにやにやしてしまいました。うさぎの耳がとっても柔やわらかそうで……むにむにしたいです。攻せめの舜也がまた正統派というか健全そうな美形で、この人がうさぎを可愛がっていたらギャップ萌もえ！　ってなるなーと思いました。

　それと、うさ太郎と因幡さんが撫なでくり回したいくらい愛らしくて、担当さんと電話口でしばし「可愛い……」と確かめ合いました。ああ可愛い。ラフで頂いたうさぎも、とろけててすごく可愛かったです……！

　お忙いそがしいところ、素す敵てきなイラストをありがとうございました！

　表紙はデザインも可愛くして頂けて、本になるのが楽しみです。




　担当様。「ページが多いです……！」と言われたときは物もの凄すごく動どう揺ようしました。何故なぜあんなにダイナミックにページを増量させてしまったのか……なんとか収まって本当によかったです。

　これからも精しよう進じんしていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。




　さて、最後になりましたが、この本をお手にとっていただいた皆みな様さまに、心より御お礼れい申し上げます。ありがとうございました。感想など頂けましたら嬉うれしいです。

　またお目にかかれますように。





栗城 偲
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